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お使いの コンピュータ 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 

♦ コンピュータの正面 
♦ コンピュータの背面 
♦ コンピュータの巧卽 
♦ システム韋巧のコンポーネント 


コン ピュ ータの 正面 



1 

フロッピードライブライ 
卜* 

フロッピードライブライトは、コンピュータがフロッピードライブからデータを読み書きしている場合に点'灯します。このライトが消えてから、フロッピーディスクをドライブから 
取り出しまず。 

2 

/、ードドライブライト 

ハードドライブライトは、コンピュータがハードドライブからデータを読み書きしている場合に点なします。このライトは、 CD プレイヤーなどのデバイスが動作中も点灯しま 
す。 

3 

電源ボタン 

このボタンを巧して、コンピュータに電源を入れます。 

Q を意： データの消失を化ぐため、電源ボタンを使ってコンピュータの電源を切らなし、でください。 Microsoft 岛 Windows ® のシャットダウンを実行してください。 

4 

電源ライト 

電源ライトは、点滅したり点灯することで勇なる巧態を示します。 

消灯ーコンピュータは、電源が切れたが態です。 

緑をの点灯ーコンピュータは、通常の動作が態です。 

緑色の点滅ーコンピュータは、省電力が態です。 

省電力が態から復帰するには、電源ボタンを巧すか、マウスをクリックまたは動かします。 

コンピュータのトラブルシューティングに役立つライトコードの説明は、 「誇 断うイト 1ホ参照してください。 

5 

正面パネルドア 

正面パネルコネクタを巧用する隔に、このドアを開きます 

6 

サービスタヴ 

このタグは 、 Dell S 叩 port ウェブサイトにアクセスする際やテクニカルサポートじ問い合わせる脚こ、コンピュータを識別するためじ使用します。 

7 

USB 2.0 コネクタ (2) 

ジョイスティックやカメラなど、ときどき接続するデバイスには、正面 USB コネクタを使用します。 

プリンタやキーボードなど通常接結したままのデバイスには、背面 USB コネクタを使巧することをお窗めします。 

8 

ヘッドフォンコネ-クタ 

ヘッドフォンを接続します。 

t ホブシヨンのフロッピードライブを搭載したコンピユータの場合 









































コンピュータの背面 



1 

電源コネクタ 

電源ケーブルを差し込みます。 

2 

背面パネルコネクタ 

シリアル、 USB 、 およびその他のデバイスのプラグを対応するコネクタに差し込みます。 

3 

AGP 力ードス□ッ h 

取り付けられたすべての AGP 力ード用のアクセスコネクタです。 

4 

PCI 力ードス□ツト （4) 

取り付けられたすべての PCI 力ード用のアクセスコネクタです。 


1 2 3 4 5 6 7 



12 11 10 9 8 


1 

パラレルコネク 
夕 

プリンタなどのパラレルデバイスをパラレルコネクタに接続します。 USB プリンタをお使いの場合、 USB コネクタに差し込みます。 

メモ： 同にアドレスじ設定されたパラレルコネクタを持つ力ードをコンピュータが検出した場合、内蔵パラレルコネクタは自動のに無効になりま 
す。詳細じついては、 「セットアッブユーティリティ 1を参.暗してください。 

2 

キーボードコネ 
クタ 

標準のキーボードをおないの場合、紫のキーボードコネクタに差し込みます。 USB キーボードをお使いの場合、 USB コネクタに差し込みます。 

3 

マウスコネクタ 

標準のマウスは、緑のマウスコネクタに差し込みます。コンピュータと取り付けられているすべてのデバイスの電源を切ってから、マウスをコ 
ンピュータに接統します。 USB マウスをお使いの場合、 USB コネクタじ差し込みます。 

お使いのコンピュータで Microsoft ® Windows ® 2000を実行中の場合、 Deli ではハードドライブじ必宴なマウスドライバをインストール済みで 
す。 

4 

リンク保全ライト 

1緑一10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良巧です。 

1 オレンジー100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良巧です。また、 1 GB (または100 Mbps ) 巧続を示します。 

1オフーコンピュータは物理的なネットワーク接続を検出していません。 

5 

ネットワークア 
ダプタ 

UTP ケーブルを UTP 集線デバイスまたはハブにある RJ 45ジャックの側面あるいは RI 45ポートに接続し、 UTP ケーブルのもう一方の端をケーブ 
ルが所定の位置にカチッと化まるまでネットワークアダプタコネクタに巧し込みます。 

お客様のネットワーク用口よ、カテゴリ5のケーブルとコネクタのご使用をお勧めします。 

6 

ネットワーク動 
巧ライト 

コンピュータがネットワークデータを送信または受信している斷こ、黄をのライトが点滅します。ネットワークトラフィックが多い場合、このライ 
卜が「点灯」の状勘こ頁•えることがあります。 

7 

ライン入カコネ 
クタ 

青をのライン入カコネクタ（内蔵サウンドが搭載されたコンピュータで利巧可能)を使って、カセットプレーヤー、 CD プレーヤ ー、 VCR などの録 
音/再生デバイスを接続します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、力ードのライン入カコネクタを使用します。 

8 

マイクコネクタ 

ピンクのマイクコネクタ（内蔵サウンドが搭載されたコンピュータで利用可能)を使って、音声または音楽入力巧のパソコンマイクをサウンドある 
いはテレフホニープログラムに接続します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、力ードのマイクコネクタを巧巧します。 

9 

ライン出カコネ 
クタ 

緑をのライン出カコネクタ（巧蔵サウンドが搭載されたコンピュータで利用可能)を使って、ヘッドフォンおよび内蔵アンプの付いたほとんどの 
スピーカーを接統します。 












































































































サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、カードのライン出カコネクタをほ巧します。 

10 

USB 2.0 コネクタ 

(6) 

プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面 USB コネクタを使用します。 


ジョイスティックやカメラなど、ときどき巧結するデバイスには、正面 USB コネクタを使巧することをお窗めします。 

11 

該断ライト (4) 

訟がライトは.訟おコードに其づ〈コンピュータのな頭のトラブルシューティンヴに巧サちます。註細じついては. 「教 断うイト ホ参剧，てけ;•‘さ 
い。 

12 

シリアルコネク 
夕 (2) 

ハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスをシリアルポートにを続します。デフオルトの指定巧は、シリアルコネクタ1が C 0 M 1 でシリアル 
コネクタ2力て 0 M 2 です。 



詳細につい口よ、 「セットアッブユーティリ ティ」 を参照して〈ださい。 


コンピュータの巧部 

A 警告： この巧の手順を曲巧する前に、『システム情巧ガイド J のをを上のを意を参おしてください。 

^ 警告： 感■を防ぐため、カバーを曲<前にコンピュータの■巧プラグをめずコンセントから巧いてください。 

〇 ホ意： コンピュータカバーを開く晚は、間違ってシステム基巧からケーブルを巧さないようにミ主意してください。 



1 

ドドライブ 

6 

ヒートシンクと送風装置アセンブリ 

2 

内蔵 スピーカー 

7 

電源装置 

3 

シャーシイントルージョンスイッチ 

8 

フ□ッピードライブ 

4 

システム基板 

9 

CD / DVD ドライブ 

5 

パト•ロック U ング 




ケーブルのを 


デバイス 

を 

"ードドライブ 

青をのプルタブ 

フロッピードライブ 

黒のプルタブ 

CD /0 VD ドライブ 

ホレンジのプルタブ 


システム基板のコンポーネント 















































13 12 11 

コン ピュータの巧面 


1 

フロッピードライブコネクタ （ DSKT ) 

10 

PCI カードコネクタげ Cl し PCI 2、 PCI 3、 PCI 4) 

2 

CD / DVD ドライブコネクタ (SEC JDE ) 

11 

正面パネルオーディオケーブルコネクタ （FRO NTAUD に） 

3 

バッテリソケット （ BATTERY ) 

12 

テレフホニーコネクタ （ MODEM ) 

4 

ハードドライブコネクタ ( PRMDE ) 

13 

CD ドライブオーディオケーブルコネクタ ( CDJN ) 

5 

正面パネルコネクタ ( FRONTPANEL ) 

14 

マイク□プロセッサおよびヒートシンクコネクタ （ CPU ) 

6 

パスワードジャンパげ SWD ) 

15 

マイクロプロセッサフアンコネクタ （ FAN 2) 

7 

CMOS ジャンパク U ァ ( CLR — CMOS ) 

16 

メモリモジュールコネクタ （ RIMM し RIMM 2 、 RIMM 3、および RIMM 4) 

8 

スタンバイ電源ライト (AUX PWR } 

17 

電源コネクタ ( POWER ) 

9 

AGP 力ードコネクタ ( AGP ) 
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アドバンストラブルシューテイング 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 

♦ 診断ライト 
♦ ビープコード 
♦ Deli 診断ブログラム 
♦ ドライバ 

♦ システムのお元の巧い方 

♦ ソフトウェアおよびハードウェアのが互換性の解决 


診断ライト 


問題のトラブルシューティングを容易じするため、お使いのコンピュータには背面パネルに 「 A 」、 「日」、 rc 」、 およびの」とラベルされた4つのライトが装樵されてしなす。これらのライトは、黄をまたは緑色 
です。コンピュータが正簡こ起動すると、ライトが点打します。コンピュータが起動したを、ライトは緑をに点灯したままです。コンピュータが誤動作している場合、ライトのをやキ月み合わせ順によって問 
題を識別できまず。 


^ 警告： この巧の手順を実斤する前に、『システム情報ガイド J のをを上のを意を参巧してください。 


ライトバターン 

旧 S の故明 

巧巧される化 置 


通常のホフの状態、または電源障害が起こる 

コンピュータの電源ケーブルのプラグがコンピュータおよびコンセントに巧入されてしぶか巧詔します。電源ボタンを巧し 


0000 


可能ながあります。 

ます。 

A B C D 



YYYG 

BIOS 障害の可能性がありまず。コンピュータは 
修復モードです。 

BIOS 修復ユーティリティを実行し、 BIOS の修復処理が完了するのををって、コンピュータを再起動します。 


QOQQ 




A B C D 



YYGY 

マイクロプロセッサが不良の可能性がありま 
す。 

マイクロプ□セツサを取りかけなおし、コンピュータち起動します。 


0090 




A B C D 



YYGG 

メモリモジュールが検出されました力 《 、メモリ障 
害がを生しています。 

メモリモジュールおよび CRIMM をずベて取りかし、再度取り付けます。コネクタタブがずベてロックされているか確認しま 
す。コンピュータを再起動します。 


0099 



メモリモジュールをメモリコネクタの RIMM 1( マイクロプロセッサに最も巧い位置）および RIMM 2 に取り付け、追加のメモリ 
が使用されていないこと、 CRIMM 力《メモリコネクタの RIMM 3 および RIMM 4 に取り付けられていることを確認します。 

A B C D 




メモリコネクタの RIMM 3 および RIMM 4 に取り付けたメモリモジュールが Dell から疆乂されたものでない場合、モジュール 
を取りかし、最初にコンピュータに取り付けられていた CRIMM と交換します。 



同じ靖類の Dell 製のメモリがあれば、そのメモリをコンピュータに取り付けます。 



巧題が解巧しない場合、 DpII じお問いちわサけ-•別、。 

YGYY 

お弓長カード障害の可能性があります。 

1. 拡張力ード(ビデホカードではない)を取りかし、コンピュータを再起動してコンフリクトが起きているか調べます。 

2. 問題が解ましない場合、取りがしたカードを取り付け、别のカードを取りがして、コンピュータを再起動します。 

3. を力ードでこの手順を繰り返します。コンピュータが正常に起動する場合、コンピュータから取り外した最後の力 
—ドの U ソースコンフ IJ クトのトラブルシューティンヴホおこないます（「ソフトウェアおよ 7 卜'ハードウェアのか巧梅1件 


0900 




A B C D 



の角お夫」 を参照）。 

4. PS ま頁が艇ミ央しない場を. Dell じわ P 占い合わサ〈だ声い。 

YGYG 

ビデホカート‘垣害、または内蔵ビデホが不良の 
可能ながあります。 

コンピュータにビデオカードが巧りかけられてしぶ場合、力ードを取り外し、取りがけなおします。 

巧頭がおホしない場合.モトはビデオがコンピュータに巧商声れている場合. Dell じお P 占い合わサ〈ドさい。 


0909 



A B C D 



YGGY 

フロッピードライブまたはハードドライブ摩害の 
可能ながあります。 

すべての電源ケーブルおよびデータケーブルの接結を確認し、コンピュータを再起動します。 


0990 




A B C D 



YGGG 

USB 障害の可能性がありまず。 

すべての USB デバイスを取りかけなおし、ケーブル接続を確認して、コンピュータを再起動します。 


0099 




A 己 C D 



























































GYYY 


dOOO 


A B C D 


メモリモジュールが取り付けられていません。 


すべてのメモリモジュールを取り付けなおし、コンピュータ再起動します。 
問題が解みしない場合、 Deil にお問い合わせ〈ださい。 


GYYG 


QQOQ 


システム基巧に不具合の可能性があります。 


「 システム某巧の巧頭 I の丰順を実巧します。 

問頭が断尖しない場合. Dell [こ お巧い合わ せ<ださし、。 


GYGY 


Q090 


A B C D 


メモリモジュールは検出されました力《、メモリの 
設定または互換性エラーが巧なします。 


特別なメモリモジュール/メモリコネクタ設置要件力< ないか確認します （「 メモリ J を参照）。 

取りがけようとしてしぶメモリモジュールがコンピュータと互換性があるか確認します （「メモリ J を参照）。 
メモリモジュールを取りがけなおし、コンピュータ再起動します。 

問題が解みしない場合、 Deil にお問い合わせ〈ださい。 


GYGG 




A B C D 


システム基キ反リソースおよびハードウエアのど 
ちらかまたは両方に不具合の可能性がありま 
す。 


「 システム基キ反の問題 J および r ソフトウェアおよびハードウェアの お互も性の輕ホ J の手順を実行します。 
巧題が解みしない場合、 Dell にお問い合わせください。 


GGYY 


9900 


A B C D 


おおカード障害の可能性があります。 


1. おお力ード(ビデオカードではない)を取りかし、コンピュータを再起動してコンフリクトが起きているか調べます。 

2. 問題が解ましない場合、取り巧したカードを取り巧け、別のカードを取り巧してコンピュータを再起動します。 

3. を力ードでこの手順を繰り返します。コンピュータが正常に起動する場合、コンピュータから取り外した最後の力 
—ドのリソースコンフリクトのトラブルシユーティングをおこないます（「 ソフトウェアおよぴハードウェアのか互被忡 
の經を」 を参照)。 

4. 問題が解ホしない場合、 Dell にを固い合わせくだ至し、。 


GGGY 




A B C D 


その他の障害が発ましました。 


ハードドライブ、 CD ドライ义および DVD ドライブからシステム基巧へケーブルが正し<接続されているか確認します。 
巧題が解みしない場合、 Dell にお問い合わせください。 


GGGG 




A B C D 


POST 後の通常の動イ乍が態を示します。 


特にありません。 


ビープコード 

お使いのコンピュータの起動谢こ、モニタにエラーメッセージまたは問題をき示できない場合、ビープ音が連続して鳴ることがあります。このビープ音はビープコードと呼ばれ、問題を持定します。ビー 
プコードロま、ビープ音がまず1回鳴り、次に連続して3回鳴ってから、1回鳴るものがありまずくコード1-3-1)。このビープコードは、コンピュータにメモリの問題が発生していることを示します。 

起動時にコンピュータがビープ音ををずる場合、次の手順を実行します。 

1. 診卽チェックリスト I こビープコードを書きをみ.次の表で推奨される化理を実行しまず。 

2. Dell 診断プログラム を 実行し、その原因をつきとめます。 

3. Dell じ连絡して テクニカルサポートをきけてください。 


コード 

巧 因 

1-1-2 

マイクロプロセッサレジスタ瞳害 

1-1-3 

NVRAM 

1-1-4 

ROM BIOS チェックサム障害 

1- 2-1 

プログラム可能インターバルタイマ 

1- 2-2 

DMA 巧期化障害 

1- 2-3 

DMA ページレジスタ読み書き垣害 

1-3 

ビデオメモリテスト障害 

1-3-1 〜 2-4-4 

メモリが正しく認識されていなしが、巧用されていない 

3-1-1 

スレーブ DMA レジスタ障害 

3-1-2 

マスタ DMA レジスタ障害 

3-1-3 

マスタ割り込みマスクレジスタ障害 

3-1-4 

スレーブ割り込みマスクレジスタ障害 

3- 2-2 

割り込みベクタ□ード障害 

3- 2-4 

キーボードコントローラテスト障害 

3-3-1 

NVRAM 電力損え 

3- 3-2 

NVRAM 構成 




















































3-3-4 

ビデオメモリテスト镇害 

3-4-1 

画面初期化障害 

3- 4-2 

回面リトレース障害 

3- 4-3 

ビデオ ROM の検索障害 

4- 2-1 

タイムチックなし 

4- 2-2 

シャットダウン喧害 

4- 2-3 

ザート A 20 の障害 

4- 2-4 

巧譲モードで予測かの中断が発生 

4-3-1 

アドレス OFF FFh レ：1上のメモリ幢害 

4-3-3 

タイマーチップカウンタ2の障害 

4-3-4 

刻時機構が停止 

4- 4-1 

シリアルまたはパラレルポートテスト障害 

4- 4-2 

シャドウメモリにコードをおまできない 

4- 4-3 

数惜演算コプロセッサテスト障害 

4- 4-4 

キャッシュテスト喧害 


Dell 診断プログラム 

DeM 診断プログラムを使用するとき 

コンピュータに問題がを生した場合、 DeH テクニカルサポートに問い合わせる前に、 「固壁を避を」 のチェック事項を実行してから、 Dell 診断プログラムを実行してください。 Del 險断プログラムを実行する 
ことによって、 Dell に巧い合わせなくても問題を解まできる場合があります。 Dell に問い合わせる場合、テストの結果は Dell のサポート担当者に重要な情報を提供します。 

Dell 訟断ブ□グラムでは、な下のことが巧能です。 

I 1つまたはすべてのデバイスのクイックテスト、全体テスト、またはカスタムテストの実行 

I 起きている問題のを状に基づいたテストの選巧 

I テストが実斤される回数の選巧 

I テスト結果の表示 

I エラーが検出された場合のテストの中断 

I テストとデバイスについて説明したホンラインヘルプ情報へのアクセス 
I テストが正常に格了したかどうかをならせるステータスメッセージの受信 
I 問題が検出された場合のエラーメッセージの受信 

DeM 診断プログラムの起動 

作業を始める前に、これらの手順を印刷しておくことをお勧めします。 

^ ホ意： Dell 診断プログラムは、 Deir コンピュータ専用です。このプログラムを別のコンピュータで巧用すると、エラーメッセージが表示されます。 

セットアップユーテっリティをを己動し . コンピュータの設定情報を閲監して、テストするデバイスがセットアップユーティリティに表示され、アクティブであることを確認します。 

ぃードドライブ まもは 『Drivers and Utilities CDj |(『 Resour び CD 化も呼ばれます)から Del 險断ブ□グラムを起動します。 

ハードドライブからの Del 驗巧プログラムの起巧 

1. コンピュータをシャットダウンして、再起動します。 

2. DELLTM □ゴが表示されたらすぐに、 < F 12 ぶ巧します。 

^ メモ： 診断ブログラムユーティリティパーティシヨンが検出されませんというメッセージを受信した場合、手順になって 『Drivers and Utilities CDJI から Dell 誇節プロヴラムを実巧します 。 

ここで時間をおきすぎて Microsoft ® Windows ® ロゴが表示されてしまったら、 Windows デスクトップが表示されるまで待ちます。巧に、 スタートメ ニューからコンピュータをシャットダウンして、再度 
試みます。 

3. 起動デバイスの一監が表示されたら 、 Boot to Utility Pa け ition を m イライト表示して、 < Enter ぶ巧します。 

4. Dell Diagnostics Main Menu がき示されたら、実行する テストを異びまず 。 

『Drivers and Utilities C DJI からの Dell 診巧プログラムの起苗] 

1, CD ドライカこ 『Drivers and Utilities CD 』 を挿入します。 

2. コンピュータをシャットダウンして、再起動します。 

DELL™ ロゴが表示されたらすぐに、才 12 々押します。 

ここで時間をおきすぎて侧 ndows のロゴが表示されてしまつたら、 Windows デスクトップが表示されるまで待ちます。次に、 スタートメ ニューからコンピュータをシャットダウンして、再度試みます。 


& メモ： この機能は、起動順をを1回だけ変更します。次回の起動時には、コンピユータはセットアップユーティリティで指定したデバイスから起動します。 

























3. 起動デバイスの一篇が表示されたら、 IDE CD-ROM Device をハイライトき示して、 < Enter >^ 巧します。 

4. CD の起動メニューから IDE CD-ROM Device オプションを選びます。 

5. 表示されたメニューから Boot from C D-R 0 M オプションを選びます。 

6.1 と入力して Resour び CD メニューを起動します。 

7. 2と入力して Del 輸断プ□グラムを起動します。 

8. 番号のかいた一監から Run the 32 Bit Dell Diagnostics を選びます。複なの/くージョンが表示されてし、る場合、お使いのプラットフォームに該当するバージョンを選びます。 

9. Dell Diagnostics Main Menu が表示されたら、実巧するテストを選びます。 

DeH 診がプログラムのメインメニュ ー 

1. Dell 彭断プログラムが□-ドされ Main Menu 画面が表示されたら、を望のオプション用のボタンをクリックします。 

& メモ： おないのコンピュータのサービスタグナンバーは、をテスト画面の一ま上にあります。 


ホプシ ヨン 

mn 

Express Test 

デバイスのクイックテストを実行します。通常このテストは10〜20分かかり、お客様の操作は必要ありません。最柳こ Express Test を実行すると、問題をすばや<特定できる可能な 
力 S 増します。 

Extended 

Test 

デバイスの全体チェックを実行します。通常このテストは1時間な上かかり、質問に定期のに応答する必要があります。 

Custom Test 

特まのデバイスをテストします。実行するテストをカスタマイズできます。 

Symptom 

Tree 

検出した晶も一般的なを巧を一監表示し、問題のを呪こ基づしけこテストを選がすることができます。 


2. テスト中に問題を検出すると、エラーコードと問題の説明を示すメッセージがき示されます。エラーコードと問題の說巧を記録し、画面の指示に巧います。 
エラーが解みできない場合、 Dell [こお巧い合わせ〈ださい 。 


3. Custom Test または Symptom Tree オプションからテストを実行する場合、な下のきで詳細について説明したタブをクリックします。 


タブ 

機 巧 

Results 

テストの結ま、および発生したすべてのエラーの化態を表示します。 

Errors 

発ちしたエラーの巧態、エラーコード、および問題の説明を表示します。 

Help 

テストについて説明します。また、テストを実行するための要件を示す場合もあります。 

Configuration 

選巧したデバイスの/、ードウエア構成を表示します。 

プログラムは、セットアップユーティリティ、メモリ、および巧々な内部テストからすべてのデバイスの設定情報を入手し、画面のち側ペインのデバイスー黃に表示します。デ 
バイスー黄には、コンピュータに取り付けられたすべてのコンポーネントち、またはコンピュータに接続されたすベてのデバイスちがき示されるとはかぎりません。 

Parameters 

テストの設定を変更してテストをカスタマイズすることができます。 


4. 『Drivers and Utilities CD 』 から Dell 診がプログラムを実行している場合、テストが終了したら CD を取り出します。 

5. テスト画面を閉じ、 Main Menu 画面に戻ります。 Dell 餘巧プログラムを終了してコンピュータを再起動するには、 Main Menu 画面を閉にます。 


ドラィバ 

ドライ/《とは？ 

朽イバは、ブリンタ、マウス、キーボードなどのデバイスを制御するプ□グラムです。すべてのデバイスにドライバプログラムが必要です。 

ドライバは、デバイスとそのデバイスを使届するプログラム間の通訳のような役目をします。をデバイスは、そのデバイスのドライバだけが認識ずる専用のコマンドセットを持ってし、ます。 
キーボードドライハ•など、ドライバのをくは Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムにせ属してし、ます。な下の場合、ドライバをインストールする必要があります。 

I オペレーティングシステムをアップグレードした場合 
I オペレーティングシステムを再インストールした場合 
I 新ししザバイスを接続または設置した場合 

デバイスに問題が起こった場合、巧項にある手順を実斤して問題の原因がドライバかどうかを判断し必要な場合にはドライバをアップデートしてください。 

ドライバの識別 

Windows XP 

1. スタートボタンをクリックして、コントロールバネルをクリックします。 

2. コントロールバネル ウィンドウの 作雄する分野を置びますで、パフォーマンスとメンテナンスを クリックします。 

3. バフホーマンスとメンテナンス ウィンドウで、 システムを クリックします。 

















4. システムのプロパティ ウィンドウで、 ハードウエア タブをクリックします。 

5. デバイスマネー ジャをクリックします。 

t デバイス マネージャウィンドウで一黄をスクロールダウンし、デバイスアイコン上の感嘆符 （[!] のかし、た黄をの円）の付いたデバイスを探します。 

デバイスちの横に感嘆巧がある場合、ドライバの再インストールまたは新しいドライバのインストールが必要な場合があります。 

Windows 2000 

1. スタート ボタンをクリックし、 股 ミをポイントして、 コントロール パネルをクリックします。 

2. コントロールパネル ウィンドウで、 システムを ダブルクリックします。 

3. システムのプロ/くティ ウィンドウで、— ドウ エア タブをクリックします。 

4. デバイスマネー ジャをクリックします。 

5. デバイス マネージャウィンドウで一黄をスクロールダウンし、デバイスアイコン上の感嘆符 （[!] のがし、た黄をの円）の付いたデバイスを探します。 

デバイスちの横に感嘆巧がある場合、ドライバの再インストールまたは新しいドライバのインストールが必要な場合があります。 

ドライバの再インストール 

^ メモ： デバイスドライバとユーザーマニュアルじアクセスするには、 Windows を実行中に 『 Resour び CD 脂巧巧する必要があります。 

1. CD ドライカこ 『Drivers and Utilities CD 』 を挿入します。 

巧めて 『Drivers and Utilities CDJ ! をご使用になる場合、インストールウィンドウが開き CD がインストールを開始することをそ日らせます。 0 K をクリックし、インストールプログラムプロンプトに従っ 
て、インストールを完了します。 

2. Dell ResourceCD 用の InstallShield ウィザードへようこそ 画面で、々 へを クリックします。 

3. システムモデル、 オペレーティングシステム、および トピックの 適切な選巧をおこないます。 

4. トピック ドロッブダウンメニューで マイドライ/ 《をクリックします。 

『Drivers and Utilities CDJ はコンピュータの"ードウエアとオペレーティングシステムをスキャンし、巧にシステム設定用のデバイスドライバの一背を表示します。 

5. 該当ずるドライバをクリックし、指示に巧ってお使いのコンピュータ届のドライバをダウンロードします。 

お使いのコンピュータに利用できるすべてのドライバの一監を表示させるには、 トピック ドロッブダウンメニューのドライバをクリックします。 

Dell の rorivers and Utilities CD ガイド」にアクセスするには、 トピック ドロップダウン メ ニュー でユーザーズガイドを クリックして、 Dell Precision ResourceC D をクリックします。 


システムのを元の使い方 

Microsoft ® Windows ® XP オペレーティングシステムは、システムの復元を提供しています。システムの復元を使って、ハードウェア、ソフトウェア、または他のシステム設定への変更が原因で コン ピュー 
夕の動かに不具合が生じた場合、 (データファイルに影響をちえずに）レ U 前の動作状態に戻すことができます。システムの復元の使い方についでホ、 Windows のヘルプを参照してください。 

。 を意： データファイルは定期咖こバックアップをおこなってください。システムの復元は、データファイルを監視したり、データファイルを復元しません。 

を元ポイントの作成 

1. スタート ボタンをクリックします。 

2. ヘルプとサボー トをクリックします。 

3. システムの復元をクリックします。 

4. 画面の指示に巧います。 

コンピュータのな前の動作状態へのを元 

〇 ま意： お使いのコンピュータをな前の動作状態に復元する前に、開いているファイルをすべて巧巧して閉し開いているプログラムをすべて終了してください。システムの復元が完了するまで 
は、ファイルやプログラムを変更したり、開いたり、削除しないでください。 

1, スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム ー アクセサリ ー システムツールと ポイントしてから、 システムの 復元をクリックします。 

2. コンビュータをな前の巧巧にな元す るが選巧されてし、るか痛認して、 巧へ をクリックします。 

3. コンピュータをレ: I 前の巧劇こ復元する時点の日付をクリックします。 

な元ポイントの a 巧 面面に、復元ポイントが選べるカレンダーが表示されます。すべてのが巧可能な復元ポイントのある日付が太字で表示されます。 

4. 復元ポイントを選んで、次へをクリックします。 

日かに復元ポイントが i つだけある場合、その復元ポイントが自動的に選ばれます。2つな上の復元ポイントが利用可能な場合、希望の復元ポイントをクリックします。 

5. 次へをクリックしまず。 

システムの復元がデータの収集を完了したら、 復元はま了しました 画面が表示され、コンピュータが自動めにち起動します。 


t コンピュータが再起動したら、0 K をクリックします。 





復元ポイントを変更するロホ、別の復元ポイントをほって手 I 頃を繰り返すか、または復元を取り消すことができます。 

最後のシステムのを元の取り消し 

〇 ま 意： 最後におこなったシステムの復元を取り消す前に、開いているファイルをすべて保存して閉じ、開いているブログラムをすべて終了してください。システムの復元が完了するまでは、ファ 
イルやプログラムを変更したり、開いたり、削除しないでください。 

1,スタートボタンをクリックし、すぺてのプログラムーアクセサリーシステムツールとポイントしてから、システムの復元をクリックします。 

2. な前の な 元を虫 ty おすをクリックし、巧へをクリックしまず。 

3. ホへをクリックしまず。 

システムの復元固面が表示され、コンピュータは自動めにち起動します。 

4. コンピュータが再起動したら、 0 K をクリックします。 

システムのな元の有巧化 

200 MB しかを容量のないハードディスクに Windows XP を巧インストールした場合、システムの復元は自動的に無効に設定されています。システムの復元がち効になっているか確認するには、巧の手 
順を実行します。 

1,スタートボタンをクリックして、コントロールパネルをクリックしまず。 

2. バフォーマンスとメンテナンスをクリックします。 

3. システムをクリックします。 

4. システムの復元タブをクリックします。 

5. すべてのドライブでシステムのな元を無巧にするじチェックマークが外されてし巧か巧認します。 


ソフトウェアおよびハードウ X アの非互換性の解み 


Microsoft ® Windows ® XP 

Windows XP IRQ コンフリクトは、デバイスがホペレーティングシステムのセットアップ中に検出されない、または検出されても正し<設定されてしぶい場合に発生します。 
Windows XP を実行しているコンピュータでコンフリクトを調べるには、次の手順を実行します。 

1. スタートボタンをクリックして、コントロールパネルをクリックします。 

2. パフホーマンスとメンテナンスをクリックして、システムをクリックします。 

3. —ドウェアタブをクリックして、デバイスマネージャをクリックします。 

4. デバイスマネージャー監で、その化のデバイスとのコンフリクトをチェックします。 

コンフリクトは、コンフリクトを起こしてし、るデバイスの横の黄色の感嘆符の、またはデバイスが無効な場合はホの X で示されます。 

5. コンフリクトをダブルクリックして、プロパティウィンドウを表示しまず。 

IRQ コンフリクトが存在する場合、プロバティウィンドウのデバイスの巧お領域にデバイスの IRQ を其ちする力ードまたはデバイスが表示されます。 

6. デバイスを再設まするか.デバイスをデバイスマネージャから取りかしてコンフリクトをお消します。 

Windows 2000 

Windows 2000を実斤してしぶコンピュータでコンフリクトを調べるロホ、次の手順を実行しまず。 

1. スタートボタンをクリックしおまをポイントして、コントロールパネルをクリックします。 

2. コントロールバネルウィンドウで、システムをダブルクリックします。 

3. /、ードウェアタブをクリックしまず。 

4. デバイスマネージャをクリックします。 

5. 表示をクリックし、次にリソース（巧な別）をクリックします。 

6. ay 込み要巧 （ IRQ ) をダブルクリックして、 IRQ の割り当てを表示します。 

コンフリクトは、コンフリクトを起こしてし、るデバイスの横の黄色の感嘆巧の、またはデバイスが無効な場合はホの X で示されます。 

7. コンフリクトをダブルクリックして、プロパティウィンドウを表示します。 

IRQ コンフリクトが存在ずる場合、プロ/《ティウィンドウのデバイスの巧な領域にデバイスの IRQ を共有する力ードまたはデバイスが表示されます。 

8. デバイスを巧設定するか、デバイスをデバイスマネージャから取りかしてコンフリクトを解消します。 


Windows 2000のハードウ x アじ関するトラブルシユーティングを使巧するには、次の手順を実行しまず。 

1. スタートボタンをクリックし、ヘルプをクリックします。 

2. 目巧でトラブルシユーテイングと巧守をクリックし 、 Windows 2000に M するトラブルシユーテイングをクリックして、"ードウエアをクリックします。 

3. ハードウエアに H するトラプルシユーティングー黃で、コンピユータにをるハードウエアの 巧 合を解みする必要がありますをクリックして、ホへをクリックします。 
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アドバンス機能 

Dell Precision ™ Workstation 350 ユーザーズガイド 

♦ L Mac vSeiect テクノロジコントロール 

♦ 皆理禮お 
♦ セキュリティ機能 
♦ パスワードによるな 課 
♦ セットアップユーティリティ 
♦ ジャンパ設を 
♦ 電源ボタン 

♦ IEEE 1394 デバイスの接続 

♦ TAPI 


LegacyS elect テクノロジ コントロール 

LegacySelect (レガシーセレクト)テクノロジコントロールは、共通プラットフォーム、ハードドライブイメージ、およびヘルプデスク手統きを基本としたレガシースレ、レガシー限定、またはレガシーフリーの 
ソリユーシヨンを提供します。管理者は、セットアップユーティリテイ 、 Dell OpenManage " IT Assistant 、 または Dell ™ カスタムファクトリー統合を介してコントロールを利用できます。 


い gacySelect を使うことによって、管理者はシリアル/ USB コネクタ、パラレルコネクタ、フロッピードライブ、 PS /2 マウスなどのコネクタおよびメディアデバイスを電子のにま動化または非ま動化すること 
ができます。がま動化されたコネクタおよびメディアデバイスによって、リソースが使用可能になります。変更をち細こするには、コンピュータを再起動する必裏があります。 


管理機能 

ASF(Alert Standard Format) 

ASF は、 r ブレオペレーティングシステム」または「オペレーティングシステム不在」晝吿巧術を指定する DMTF 管理標準です。オペレーティングシステムがスリープが態にあるとき、またはコンピュータの 
電源が切れているときに、セキュリティの問題および摩害が発生している可能性があるとしう警告を発するよう設計されてし巧ず。 ASF は、レ: I 前のホペレーティングシステムの不在警告テクノロジに優先 
するよう設計されてしなす。 

お使いのコンピュータは、次の ASF 蓄吿およびリモート機能をサポートします。 


警告 

が明 

Chassis Intrusion/Chassis 

Intrusion Cleared 

コンピュータが開けられました。シャーンイントリュージョン警告が消去されました。 

Corrupt BIOS 

BIOS が棲れています。 

Failure to Boot to BIOS 

BIOS は、開姑晒こ口ードを完了できませんでした。 

System Password Failure 

システムパスワードが巧効です (3 回の試みが失敗後）。 

Entity Presence 

コンピュータが存在することを確認する振動が断結的です。 

Temperature - Too 
Low/Low/High/Too High/Fault - 
Non Critical/Fault - Critical 

コンピュータの温度が限界を超えてし、ます。 

Voltage - Too Low/Too 

High/Fault 

コンピュータの電圧が限巧を超えてしなす。 

Cooling Device - Speed 
Low/Speed Too 

Low/Malfunction/Status Change 

コンピュータのファンの速度/ rpm が限界を超えています。 

Ethernet Connectivity Enabled/ 
Ethernet Connectivity Disabled 

Ethernet の接続が有効です。 Ethernet の接続が巧巧です。 


Dell の ASF 導入の詳細については、 Del サポートトウェブサイト suppo け. jp . dell . com で入手できる 『 ASF ユーザーズガイド』および 『 ASF 管理者ガイド J ! を参照してください。 


Dell OpenManage IT Assistant 

IT Assistant は、企業のネットワーク上のコンピュータやその他のデバイスを設定、管理、監視します 。 IT Assists 加ま、業界標準の管理ソフトウェアを装稿したコンピュータの資産、設定、イベント(害 
告）、セキュリティを管理しまず。また、 SNMP 、 DM しおよび CIM の業界標準に準拠する計装をサポートします。 


DMI と CIM を基本にした Dell OpenManage Client / クライアント用ソフトウェアは、お使いのコンピュータで使用できまず 。 IT Assistant の情報は、 Dell サポートウェブサイト support . jp . dell . com で入手で 
きるに ell OpenManage IT Assistant ューザーズガイド J を参照してください。 

Dell OpenManage Client / クライアント用ソフトウェア 

Dell OpenManage Client / クライアント用ソフトウェアは 、 IT Assistant などのリモート管理プログラムカ、’、レ U 下のことを実巧するのを可能にするソフトウェアです。 

I おほいのコンピュータについての情報へのアクセス(搭載されてし、るプロセッサの数や実斤されてし、るオペレーティングシステムの種類など） 

I コンピュータのステータスの監視(温度プローブからの熱警告やストレージデバイスからのハードドライブ障害警告を受信することなど） 
























I お使いのコンピュータのステータスの変更 （ BIOS のアップデート、またはリモートでのシャットダウンなど） 


管理コンピュータは 、 IT Assistant を使ったネットワーク上で Dell OpenManage Client / クライアント用ソフトウェアがセットアップされているコンピュータです 。 Dell OpenManage Client / クライアント用ソ 
フトウェアについ可ま、 Del サポートウエブサイト suppo け. jp . dell . com で入手できる 、 『Dell OpenManage Client / クライアント用ソフトウェアユーザーズガイト 1を参照してください。 


セキュリティ機能 

シャーシイントルージョンディテクタ 

b メモ： セットアップパスワードが有効な場合、セットアッブパスワードがわからないと Chassis Intrusion の設まをリセットできません。 

この磯能は、シャーシが開けられたことを検出し、ユーザーに警告します 。 Chassis Intrusion 設定を変更するには、巧の手順を実巧します。 

1. セットアップユーティ リ十ィをまむ! ぷ一 ます 。 

2. 下矢印キーを巧して 、 System Securi けホブションへ移動します。 

3. < Enter >^ 巧して 、 System Security ホプションのポップアッブメニューにアクセスします。 

4. 下矢印キーを押して 、 Chassis In い usion 設定へ移動します。 

5. スペースバーを巧してオプション設定を選びます。 

6. セットアップユーティリティを終了します。 

オプション設定 

I Enabled — コンピュータカバーが開けられると、設をが Detected にをわり、次回のコンピュータ起動時の起動ルーチン中に次の警告メッセージが表示されます。 

Alert ! Cover was previously removed. ( 臺吿！カバーが取りかされました。） 

Pete け ed の設定をリセットするには、 セットアップユーティリティを起動します 。 Chassis Intrusion オプションで、ちち矢印キーを巧して Reset を選択してから、 Enabled 、 Enabled - Silent 、 
または Disabled を選びます。 

I Enabled-Silent (デフォルト）ーコンピュータカバーが開けられると、設をが Dete け ed じをわります。次回のコンピュータ起動時の起動順を中に警告メッセージは表示されません。 

I Disabled — イントリュージョン監視はおこなわれず、メッセージも表示されません。 

パドロックリングとセキュリティケーブルスロット 

巧の方まの1つを使って、コンピュータのセキュリティをおこないます。 

I パドロックリングはパドロックのみ、またはパドロックとルーブ型セキュリティケーブルをいっしよに巧用します。パドロックリングの巧置は. 「 コンピュータの内部 」 を参照してください。 

パド□ックだけでコンピュータが開けられることを巧ぐことができます。 

固定されたものにセキュリティケーブルを通し、パドロックを取りかけることで、勝手にコンピュータを移動することを防ぐことができます。 

I コンピュータ背面のセキュリティケーブルス□ットに市販のお難防止デバイスを取り付けます。 

Wa メモ： 盗難化止デバイスを髓入する前に、お使いのコンピュータのセキュリティケーブルスロットに対応ずるか確認してください。 

通常、を難防止デバイスに、金属ケーブルじロック装置とキーが付いています。ケンジントンロックをお割めします。ロック用デバイスに付属のマニュアルに、取り付け方法が記載されています。 


パスワードによる保護 

© を意： パスワードはコンピュータ内のデータに巧してセキュリティを提供しますが、絶対にを全であるというわけではありません。より強固なセキュリティが必要なデータについては、データ暗号 
化プログラムなどの保護磯能をご自さでご用意ください。 

システムパスワード 

© を意： システムパスワードを設定せずに操作中のコンピュータから難れたり、コンピュータをロックせずに放置した場合ロホ、第=者力{ジャンパ設定を変更し、パスワードを解除することができま 
す。その結果、誰でもハードドライブ内のデータにアクセスずることができるようになります。 

オプション設定 

巧の2つのオプションのいずれかが表示されている場合、システムパスワードの変更や新しいパスワードの入力はできません。 

I E nabled — システムパスワードが設定されています。 

I Disabled — システムを板のジャンパ設まによって、システムパスワードが無効になっています。 

巧のオプションが表示された場合のみシステムパスワードを設定できます。 

I Not Enabled — システムパスワードが設定されていないが態で、システムさキ反のパスワードジャンパが有か設定（デフホルト）になつています。 


システムパスワードの設定 









システムパスワードの入力を途中で中止したい場合は、 < Tab > またはづ hift >< Tab >^ 巧して別のフィールドに移動するか、手順5を終了する前に < Esc >^ 巧します。 

1. セットアップユーティリティをお 動 一て 、 Password Status が UnlocIcedI こ設定されているか確認します。 

2. System Password をハイライト表示して、左ちみ E ロキーを押します。 

オブション名力 SEnter Password に変わり、その後ろに32文字巧のをのフィールドが現れます。 

3. 新しいシステムパスワードを入力します。 

32文字まで入力できます。入力した文字を訂正する場合、 backspaces または左矢印キーを巧しまず。パスワードは、ホ:文字と小文字を区別しません。 

お効なキーの絹み合わせもあります。そのような組み合わせで入力すると、スピーカーからビープ音が鳴ります。 

それぞれの义字キ ー( またはを白としてのスぺースバー)を巧すごとにい J が表示されます。 

4. < Enter >^ 巧します。 

新しいシステムパスワードが32文字未満の場合、フィールド全卽にい」が巧入されまず。巧に、オプションちが Verify Password じをわり、その後ろに32义字分の別のをのフィールドが現れま 
す。 

5. パスワードを確認するために、もう一度パスワードを入力して < Enter ぶ巧します。 

パスワード設定は 、 E nabled にをわります。 

6. セットアップユーティリティを終了します。 

コンピュータを再起動すると、パスワード巧塞谜能はち効になります。 

システムパスワードの入力 

コンピュータを起動または再起動すると、お下のプロンプトの1つが画面に表示されます。 

Password StatusWUnlocked に設定されている場合 

Type in the password and 

- press <ENTER> to leave password security enabled. 

- press <CTRL><ENTER> to disable password security. 

Enter password: 

(パスワードを入力して、 < Enter え巧すと、パスワードセキュリティはち効なままです。 ^ trlxEnter ホ押すと、パスワードセキュリティは無効になります。パスワードを入力してくださ 
い。） 

Password 513む5がい£ ked に設定されている場合 

Type the password and press <Enter>. 

(パスワードを入力して、 < Enter ぶ巧してください。） 

セットアップパスワードが設をされてし、る場合、コンピュータはセットアップパスワードをシステムパスワードの代用として受け付けます。 

入力したシステムパスワードが間違ってし巧と、巧のメッセージが表示されます。 

** Incorrect password. ** 

(誤ったパスワード。） 

入力したシステムパスワードが2回目も間違っていると、同じメッセージが表示されます。システムパスワードを3回間違えると、それむ降はな下のメッセージが表示されます。 

** Incorrect password. ** 

Number of unsuccessful password attempts : 3 
System halted! Must power down. 

(誤ったパスワード。間違ったパスワード入力の回数: 3 システムが信止しました！電源を落としてくださし、。） 

コンピュータの電源を入れなおした後でも、再び誤ったシステムパスワード、または不完全なシステムパスワードを入力するたびに、上記のメッセージが表示されます。 

^ メモ： システムパスワードおよびセットアップパスワードと一請にパスワードステータスを使用すると、無許可のを更に巧してコンピュータの保護を強化できます。 

システムパスワードの巧り消しと変更 

1. セットアッブユーティリティを拉動して . Password Status が Unlocked に設定されているか確認します。 

2. コンピュータを再起動します。 

3. プ□ンプトが表示されたら、システムパスワードを入力します。 

4. CtrIxEnter ぶ押して、既存のシステムパスワードを無効にします。 

5. System Password オプションに Not Enabled が表示されているか確認します。 

Not Enabled と表示されたら、システムパスワードは取り消されています 。 Not Enabled がを示されていない場合. ditxfa み押してコンピュー々を巧お動し 丰順3 〜 丰順 5 を燥り返します。 
「 システムパスワードの語を I の手 I 情に;走って、新しいパスワードを記をします。 

6. セットアップユーティリティを終了します。 


セットアップパスワード 





オプション設定 


I Enabled — セットアップパスワードの設定ができません。セットアップユーティリティを変更するには、セットアップパスワードを入力ずる必きがあります。 

I Not Enabled — セットアップパスワードの設定ができます。パスワード磯能はち効ですがパスワードが設定されてし、ません。 

セットアップパスワードの設定 

セットアッブパスワードとシステムパスワードは同じでもかまいません。 

。メモ： これらのパスワードが異なる場合でも、セットアップパスワードをシステムパスワードのけわりに入力することができます。ただし、システムパスワードは、セットアップパスワードの代わり 
**■ に使用することはできません。 

1. セットアップユーティリティをが卽して .Setup Password が Not Enabled じ設定されていることを確認します。 

2. Setup Password をハイライト表示し、左ち矢印キーを押します。 

パスワードの入力と確認のプロンプトが表示されます。パスワードに巧用できないで字の場合、ビープ音がなります。 

3. パスワードを入力して確認します。 

パスワードの確認が校わると、 Setup Password の設定は、 Enabled にをわ y ます。これな降は、 セットアップユーティリティを起動する 際に、セットアップパスワードの入力をホめられます。 

4. セットアップユーティリティを終了します。 

Setup Password の変更は、ただちに有効になります(コンピュータを再起動する必要ありません)。 

セットアップパスワードが有効な巧合のコンピュータの揉作 

セットアップユーティリティを起動ず る と 、 Setup Password オプションが " イライト表示され、パスワードの入力を求められます。 

正しいパスワードを入力しないと、セットアップユーティリティ画面は表示されますが、セットアッブオブションを変更することはできません。 
b メモ： セットアップパスワードと一潮こパスワードステータスを使巧すると、無許可のを更に巧してシステムパスワードを保 f 室できます。 

セットアップパスワードの取りミ肖しとを更 

既存のセットアップパスワードを変更するには、そのパスワードを知っている必要があります。 

1. セットアップユ~ティリティを起動します 。 

2. プ□ンプトでセットアッブパスワードを入力します。 

3. Setup Password を/\イライト表示させて、左ち矢印キーを巧して、既存のセットアップパスワードを取り消します。 

設定は Not Enabled にをわ y まず。 

「 セットアップパスワードの設ず I の手廳を実行し.ま斤ししホットアップパスワードホ記をします。 

4. セットアップユーティリティを終了します。 

忘れたパスワードの取り消しと新しいパスワードの設定 

^ を*: この手順をおこなうと、システムパスワードとセットアップパスワードの両ちが消ちされます。 

A 警告： コンピュ-タカバ-を曲く前に、『システム情なガイ円!の巧を上のを意を 参 巧してください。 

1. コンピュータカバーを開きまず 。 

2. rpswD 」 とラベルされたジャンパブラグをジャンパから取りかします。 

パスワードジャンパの位置は. [ ジャン パ詰を I を参昭してください。 

3. コンピュータカバーを閉じます 。 

4. コンピュータとデバイスをコンセントに接続しなおし、電源を入れまず。 

これで、既巧のパスワードが取り消されます。 

5. セットアップユーティリティを起動して 、 Setup Password 力ぶ isabled に設定されているか確認しまず。 

6. セットアップユーティリティを格了します。 

么 警告： コン ピュータカパーを曲<巧に、『システム情岳ガイド J のを全上のを童をホ旧してください。 

7. コンピュータカバーを閱きます 。 

8. PSWD ジャンパプラヴを取り讯ナます。 

9. コンピュータカバーを巧 じ - コンピュータとデバイスをコンセントに巧続してから電源を入れます。 

これで、パスワード機能はち細こなります。 セットアップユーティリティを起動す ると. どちらのパスワードオプションも Not Enabled と表示されます(パスワード磯能はも効ですが、パスワードが 
設定されていません）。 

10. 新しいシステムパスワード、またはセットアップパスワードを設定します。 














セットアップユーティリティ 


セットアップユーティリティは次の場合に使用します。 

I ユーザー選択可能オプション(たとえば日時またはシステムパスワード)を設定する場合 
I 現在のメモリの容量を調べたり、取りがけられた/、ードドライブの種類を設定する場合 
<Print Screen ぶ押してセットアップユーティリティ画面を印刷したり、後で参照できるように設を内容を記録しておし、てください。 

セットアップユーティリティを起動する前に、コンピュータに取り付けられているフロッピードライブとハードドライブの種類を確認する必要があります。この情報を確認するには、コンピュータに付属の製 
造テストレポートを参照する力、、ホンラインの DeH アクセサリ フホルダにあるこの情裙を検索してください。 

セットアップユーティリティの起動 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. 画面のち上角に Press <F2> to Enter Setup と表示されたら、すぐに < F 2 ぶ押します。 

ここで時間をおきずぎて Microsof 阳 Windows ® □ゴが表示されてしまったら、 Windows デスクトップが表示されるまで待ちます。：欠にコンピュータをシャットダウンして、再度試みます。 

b メモ： コンピュータのシャットダウンを正し<おこなうために、オペレーティングシステムに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

セットアップユーティリティ画面 

セットアッブユーティリティ国面には、お巧いのコンピュータの現在の設ま情報が表示されます。画面の情報は、な下の4つの領域から構成されています。 

I Title — 画面の上端にあるボックスにはコンピュータちが一監表示されます。 

I Computer data — タイいレボックスの下の2つのボックスには、コンピュータプロセッサ、 L 2 キャッシュ、サービスタグ、および BIOS の/くージョンナンバーがき示されます。 

I Options -取り付けられた/トドウェア、省電力裸能、およびセキュリティ锁能を含む、コンピュータの構巧をま養ずるホブションを表示するスクロール巧能なボックスです。 

オプションタイトルのち側のフィールドには、設定が態または値がき示されます。変更できるフィールドは、画面に明る<表示されます。変更できない(コンピュータによって設定されるため)フィー 
ルドはき<表示されます。 < Enter > がオプションタイトルのちに表示されたら、 < Enter ホ押して追加オプションのポップアップメニューにアクセスしまず。 

I Key functions —画面のいちばん下のボックスには、セットアップユーティリティで使用できるキーとそれらの機能が表示されます。 

〇 < F 1> —セットアップユーティリティのヘルプにアクセス 
〇 < ESC 〉ー セットアッブユーティリティの終了 

セットアップ ユー ティリティナビゲーションキー 


キー 

キーの動き 

Ta » 

却 

または1 ♦ 

次のフィールドに移動します。 

SMI 

または 

卸 

の 

前のフィールドに移動します。 

因 まらは 日 

フィールド巧のオプションを移動します。多くのフィールドで、数値キーを巧用して値を入力することもできます。 

または 

ヘルプ情報をスクロール表示します。 

问 

選巧したフィールドのポップアップオプションメニューを起動します。 

スぺースバーまたは 

回 または 曰 

選巧したフィールドのポップアッブホプションメニューでフィールド巧のホブションを移動しまず。 

AK 

の 

コンピュータを再起動せずにセットアップユーティリティを格了して、起動ルーチンに房 y ます。 

AK 

の 

セットアップユーティリティを挺了して、コンピュータを再起動し、変更した設まをち効にします。 

M 

の 

選巧したオプションをデフホルトにリセットします。 










































Boot Sequence (起動順巧) 


この磯能を使って、どのデバイスからコンピュータを起動するか、その順番を変更します。 

オプション設定 

I Normal— (現在の起動プ□セスのみで使用可能です。） コン ピュータはセットアップユーティリティで指をしたデバイスの順番で起動を試みます。 

I Diskette Drive —コンピュータはフロッピードライブからの起動を試みます。ドライブ内のフロッピーディスクが起動用でない場合、あるいはフロッピーディスクがドライブにない場合、コンピュ 
ータはエラーメッセージをま成します。 

I Hard Drive — コンピュータはプライマリドドライブからの起動を試みます。オペレーティングシステムがドライブにない場合、コンピュータはエラーメッセージを生ぶします。 

I CD Drive — コンピュータは CD ドライブからの起動を試みます。ドライブじ CD がない場合、あるいは CD じホペレーティングシステムがない場合、コンピュータはエラーメッセージを生なします。 

I MBA — (将来の起動プロセスでのみ使巧可能です。）コンピュータが起動して、 ^ trlxAltxb 靖巧すように指示されます。このキーの組み合わせを巧すと、ネットワークサーバから起動方ま 
を選キ尺できるメニューが表示されます。起動ルーチンがネットワークサーバーからほ用できないと、システムは起動順序リスト内の次のデバイスからの起動を試みます。 

現在の起巧用のコンピュータ起動順巧の変更 

たとえば、この機能を使って、 Dell 餘がプログラムを実行するためじ CD ドライブからコンピュータを起動するように設定できます。しかし該断テストが完了したらコンピュータがハードドライブから起動する 
よラ指定します。 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します)。 

2. 画面のち上角に F2 。 Setup と表示されたら、 < Ct ： rlxAltxF 8 ホ}甲します。 

ここで時間をおきすぎて Microsoft Windows ロゴが表示されてしまったら、 Windows デスクトップが表示されるまで待ちます。测コンピュータをシャットダウンして、再度試みます。 

^ メモ： コンピュータのシャットダウンを正し<おこなうために、オペレーティングシステムに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 

使用可能な起動デバイスをすべて一黄き示した、 Boot Device Menu が表示されます。をデバイスには、横に番号があります。メニューの一番下で、現なの起動のみに使用されているデバ 
イスの致を入力します。 

将ホの起動用の起動順巧の変更 

1. セットアップユ ー T • ィリ了ィみがむ ] 一ます 。 

2. 矢印キーを巧って Boot Sequence メニューオプションを/、イライト表示し、 < Enter 々押してポップアップメニューにアクセスします。 
b メモ： 後で元に房すこともできるよう、現巧の起動順をを書きとめておきます。 

3. デバイスのリスト内を移動するには、上下矢印キーを押します。 

4. デバイスをち効またはお効にするにはスペースバーを巧しまず(有なにしたデバイスにはチ： c ックマークが付いています)。 

5. 選巧したデバイスをリストの上または下に移動するには、プラス1+1またはマイナス (-) を巧します。 

セットアップオプション 


AC Power Recovery — コン ピュータじ AC 電源が回復した場合じどうするかをミ夫定します。 

I 0 け一 AC 電源が回復してもコンピュータの電源は切れたままです。 

I On — AC 電源が回復すると コン ピュータは起動します。 

I Last — コン ピュータは AC 電源が切れたときの AC 電源の状態に戻ります。 


Asset Tag — 管理タグ番号が割り当てられてしぶ場合に、ユーザーがコンピュータに対して指定可能な管理タグ番号をき示しまず。 

Auto Power 0 n —時間と曜日を設定しコンピュータに自動的に電源を入れることができます。選べるのは、ち日または月曜から金曜のち日です。 

時間は24時間おま（時間：分)で表示されます。左ち矢印キーを巧して、数値を増やしたり減らしたりするか、日付と時間のフィールドの両方に数値を入力して、起動する時間をを 
更します。 

Disabled がデフホルトでず。 

この機能は、電源タッブやサージブロテクタでコンピュータをシャットダウンした場合には動作しません。 

CPU ID — 取りがけられているマイクロプロセッサの製造元識別コードを示します。 

CPU Information 

I CPUS peed — コンピュータが起動する際の、ブロセッサ连度です。 

ちち矢印キーを押して、常ま主マイクロプロセッサの定格速度(デフォルト)とより遲い速度の間で、 CPU Speed オプションを切り換えます。このオプションへの変更はただ 
ちじ有効になります(再起動は必要ありません）。 

コンピュータがリアルモードで実行中に定格速度と互換速度の間で切り換えをおこなうには、 < arl >4 lt :>< ホ巧します。（アメリカ英語を使用していないキーボードの場 
合、 < arl >< AII : x わを巧します。） 


I Bus Speed — マイクロプロセッサのシステムバスの速度です。 


メモ： フロントサイドバスの速度は133 MHz として表示される場合がありますが、 Quad ボンブアーキテクチヤによると効果めな速度は533 MHz です。 


I Processor ID —取り付けられているマイクロプロセッサの製造元識別コード 
I Clock Speed — マイクロプロセッサが動作するコア速度 
I Cache Size — マイクロプロセッサの L2 キャッシュの容量 


Diskette Drive A — コンピュータに取り付けられているフロッピードライブの種類です。標準ケーブル設定では、 Diskette Drive A (起動フロッピードライカは、最上部のフ 








ロントドライブベイじ取り付けられている 3.5 インチフロッピードライブです。2つのオプションは、 3.5 Inch , 1.44 MB および Not Installed です。 

テープドライブは Disks け e Drive A オプションには反映されません。たとえば、1つのフロッピードライブと1つのテープドライブをフロッピードライブインタフエースケーブルに接続 
している場合、 Diske け e Drive A は 3.5 Inch , 1.44 MB に設定します。 

Fastboot 

I 0 n (デフホルト） ー コンピュータは、特定の設定およびテストを省略して、10抄な巧で起動します。 

I Off — コンピュータは、起動プロセス中に特定の設定およびテストを省略しません。 

Integrated Devices — システム基板に取り付けられた次のデバイスを設定します。 

I Sound — 設定は、 On (デフォルト)または Off です。 

I USB Controlle け一設定は、 On または0けです。 

I Network Interface C ontroller — 設定は、0 n (デフホルト）、0け、または0 n w / MBA です 。 On w / MB A 用の設定は、アクティブ起動モードとしての PXE 、 RP し 
Boo け、 または NetWa けです。 

I Mouse Po け一設定は、 On または Off です。 

I Serial Port 1 and Serial Port 2 —設定は、 0 け および Auto (デフオルト）です。 

0 Auto は、コネクタを自動めに特定の指定巧に設定しますく C 0 M 1 または COM 3 を Serial Port 1じ 、 C 0 M 2 または C 0 M 4 を Serial Port 2に設定）。 

シリアルコネクタを Auto に設定して、同に値こ設定したコネクタを含むカードを追加すると、同じ IRQ 設定を共ちして、次に使用可能なコネクタ植じ内蔵ポー 
卜の再マッピングが自動めにおこなわれます。次の例を参照して〈ださい。 

C 0 M 3 との間で IRQ 4 を共ちする C 0 M 1く I / O アドレス 3 F 8 h ) は 、 C 0 M 3(1/ 0アドレス 3 E 8 h ) に巧マップされます。 

COM 4 との間で IRQ 3 を共ちする(：0«2く1/0アドレス2ド811)は、（0«4(1/0アドレス2£8[1)に再マッブされます。 

メモ： 2つの COM コネクタカ 《 1つの IRQ の設定値を共に持つ場合、必要に応じていずれかのコネクタを使巧できますが、2つのコネクタを同時じ使用することはできません。 

Microsoft Windows 95または旧 M ® OS /2 贷オペレーティングシステムを実巧している場合、両方のシリアルコネクタを同時に使巧することはできません。2つ目のコネクタ ( COM 3 ま 
たは COM 4) もほ用中の場合、巧蔵コネクタはホフじなります。 

I Parallel Po け一設定は ModeJ / 0 Address 、 および DMA Channel です。 

Mode の設定は、 PS /2、 EPP、E CP 、 AT 、 または 0 けです。 Mode オプションは、パラレルコネクタに接続されているデバイスのタイプに合わせて設定します。正しし、モー 
ドを使用するには、 デバイスに付属のマニュアルを参照して ください。 

I/O Address の設定は、 378 h (デフホルト）、 278 h 、 または 3 B C h です。 Mode が0けに設まされてし、るこれらの設定は使用できません。 

メモ： Mode が EPP に設定されてし、る場合、パラレルコネクタを 3 BChi こ設定することはできません。 

DMA Channel は、 Mode が ECPI こ設定されている場合にのみき示されます。設定は DMA 1 、DMA 3、または Off です。 

I IDE Drive Inte け aced — 設定は、 0 け および Auto (デフオルト）です。 

Auto は、が;張スロットじ取り付けられたコントローラカードに適合するために、必要に応じて IDE インタフエースをホフにします。 

I Diskette Interface — 設定は、 Auto (デフホルト ）、 Read 0 nly 、 および0 ff です。 

Auto は、が;張スロットじ取り付けられたコントローラカードに適合するために、必要に応じて内蔵フ□ッピードライブをオフにします。 

Read Only は、内蔵フロッピードライブコントローラがフロッピードライブへの書き込みを禁止し Auto をアクティブにします。 

I USB Emulation — 設定は、 On および Off です。 

I Primary Video Controller — 設定は、 Auto および AG P (デフオルト）です。 

Auto — AGP 力ードだけが取り付けられている場合、コンピュータは AGP 力ードを使用します。 PCI 力ードだけが取り付けられている場合、コンピュータは PCI 力ードを使用し 
まず。 AGP 力ードと PCI 力ードの両方が取り付けられている場合、コンピュータは PCI 力ードを使巧して起動します。 

AGP (デフオルト） ー コンピュータは AGP 力ードをほ用します。 

I Video DAC S noop — 設まは、0け(デフホルト）および0 n です。 

0りは、4寺をのビデオカードを巧ってしぶ場合に起こることがある、不適切な色またはウィンドウに何も表示されないといったビデホの問題を修正します。 

Keyboard Numl_ock — 設定は、0 n および0 ff です (84 キーのキーボードには適用されません）。 

On - キーの最もちのバンクがアクティブになんそれぞれのキーの上部に表示された数値機能が使用できるようになります。 

0けーキーの景も右のバンクがアクティブになり、それぞれのキーの下部に表示された力ーソルコントロール機能が使届できるようになりまず。 

Memory Information — 取り付けられたメモリの容量、メモリの速度、および AGP のサイズを示します。 

PCI IRQ Assignment — どの IRQ ラインカ s 、 コンピュータに取り付けられた PCI デバイスに割り当てられるかを指定します。 

< Enter ぶ押し、巧に変更したい IRQ ラインをもつデバイスを選びます。プラス (+) キー、またはマイナスト ) キーを巧して、使巧可能な IRQ ライン巧をスクロールします。 

Primary Drive n and Secondary Drive n — 設定は Auto (この設定は Dell からのすベての IDE デバイスに使巧します)および 0 けです。 

Primary Drive n は、システム基板のプライマリ IDE インタフエースコネクタ （ riDEl 」 とラベル）に接続されたデバイスを識別します。 

Secondary Drive n は、セカンド IDE インタフエースコネクタ （「 IDES 」 とラベル）にを結されたデバイスを識別します。 

メモ： セカンド IDE インタフエースロ DE デバイスを接結する場合、プライマリ IDE インタフエースロ DE デバイスが接結されてし、る必要があります。 

巧届がある場合 

IDE ドライブを取り付けてから、初めてコンピュータを起動したときに、ドライブエラーメッセージが表示される場合、ドライブが自動ドライブタイプお出磯能を使って動かしていない可 
能性があることを意味します。いずれかのハードライブフィールドで如 t >< d 绛巧して、ハードライブ自動設定磯能を設定します。 

POST 中に、コンピュータはサポートされたデバイスの IDE チヤネルをスキヤンし、合計メッセージを生成します。たとえば、ハードドライブがプライマリチヤネルに接統され、 CD ドライ 
ブカ化カンドチヤネルにち続されていることをコンピュータが検出すると、次のメッセージが生成されます。 











Performing automatic IDE configuration... ( 自卽 DE 設定の実行中...） 


Primary Master : IDE Disk Drive (プライマリマスター ：IDE デイスクドライブ） 

Secondary Master : CD-ROM Reader (セカンドマスター ： CD-ROM リーダー ) 

スキャン中にコンピュータがデバイスを検出すると、デバイスはセットアッブユーティリティで Auto に設定されます。デバイスが一寶にない場合、デバイスはセットアップユーティリ 
ティで0けに設定されまず。 

これらの手順を実行してもコンピュータがリセットされない場合、セットアッブユーティリティを起動して、コンピュータを出荷時のオリジナル設定にリセットします。 

1. コンピュータを再起動します。 

2. コンピュータの再起動中に、 < F 2 ぶ巧してセットアップユーティリティを起動します。 

3. セットアップユーティリティ画面がき示されたら、 dItxF ろ巧してデフォルト設定を口ードします。 

設をが復元されると、ビープ音が鳴りまず。 

4. 時間、日付、年号が正し 〈.Secondary Drive 0オプションカな uto じ設定されていることを確認します。 
t <Esc ホ押し、 <Enter ぶ巧して、変更を巧巧し、セットアップユーティリティを終了します。 

コンピュータは再起動します。 


ジャンパ設定 





CLR CMOS 


O を意： ジャンパの設定を変更する前に、お使いのコンピュータの電源がオフでコンセントからかされているか確認してください。電源力{入ったままをましようとすると、コンピュータを損傷したリ予 
巧できない結果を巧〈巧れがあります。 

ジャンパの設定を変更するには、ピンから巧いたプラグを、指定のピンにミ主意深〈巧し込みます。 


ジャンパ 

巧定 

说巧 

PSWD 

CsiiJ げフオルト） 

回 

パスワード構能がち効になっています。 

パスワード機能が無知になっています。 

CLR-CMOS 

[ Z 3 

CMOS 設定をクリアします。 

ジャンパありジャンパなし 


電源ボタン 

。 注意： コンピュータの電源を切る際は、できるだけ正常なコンピュータのシャットダウンを実行してくださし、。 

ACPI 雜能を使って、 Microsoft Windows 2000 および Windows XP オペレーティングシステムの禮能を設定できます。 

ACPI が有巧な場合の Windows 2000 および Windows XP の■巧ポタンの植お 


巧置 

巧果 


コンビュータがオンで 
ACPI がち巧 

コンピュータ 
がスタンバイ 
モード 

コンピュータがオフ 

電源ボタンを 
押ず 

コンピュータはスタンバイ 
モードに入るか、ホフにな 
ります(オペレーティング 
システムのセットアップに 
応じて）。 

コンピュータカ《 
オンじなりま 
す。 

コンピュータが起動してホンになります。 

電源ボタンを 

コンピュータがホフになり 

コンピュータカ《 

コンピュータが起動してホンになりまず。 

























6巧ル:1上巧し1ます。 

1オフじなりま 

続けか 1 

1す。 


メモ： 電源ボタンを押したり、巧し続けてコンピュータをシャットダウンするとデータが失われるをれがあります。 
オペレーティングシステムが応答しない場合にのみ電源ボタンをほってコンピュータをシャットダウンしてくださ 
し、。 


ACPI が無巧な場合の Windows 2000 および Windows XP の■巧ボタンの機お 


巧置 

巧果 


コンピュータが才 
ンで ACPI が無巧 

コンピュータがサ 
スベンドモード 

コンピュータがホフ 

電ミ原ボタンを巧 
す 

コンピュータはすぐ 
にオフになります。 

コンピュータはす 
ぐにオフじなりま 
す。 

コンピュータが起動してホンになります。 

電ミ原ボタンを6抄 
な上押し続ける 

コンピュータカ《ホフ 
になりまず。 

コンピュータカ{ホ 
フになります。 

コンピュータが起動してホンになります。 

メモ： 電源ボタンを押したり、巧し続けてコンピュータをシャットダウンするとデータが失われるをれがあります。 
オペレーティングシステムが応答しない場合にのみ電源ボタンを使ってコンピュータをシャットダウンして〈ださ 
い。 


ハングアップしたコンピュータ 


電源ボタンを巧してもコンピュータがオフにならない場合、コンピュータはハングアップしています。コンピュータが完全にオフになるまで、電源ボタンを巧し続けます(数抄かかります）。コンピュータカシ、 
ングアップして電源ボタンが正し<機能しない場合、 AC 電源ケーブルをコンピュータから巧き、コンピュータの動作が完全に惇止してから AC 電源ケーブルを接続します。コンピュータが再起動しない場 
合、電源ボタンを巧してコンピュータを再起動します。 


IEEE 1394デバイスの接続 

IEEE 1394は、コンピュータと周辺機器間で大容量のデータを移動できるデジタルインタフェースです 。 IEEE 1394はデータおよび大きなファイルのお送を度を増すので、マルチメディアデバイスとの使用 
に最適です。これにより、コンピュータをデジタルビデオカメラなどのデバイスに直接接続することが可能じなりまず。 

お使いのコンピュータにはアドインカードとして標準の IEEE 1394コネクタが搭載されています。アドインカードじついては、 「 カードの取り付け I ホを照して〈ださい。 



1 

IEEE 1394コネクタ 

2 

IEEE 1394ケーブル 


TAPI 


& メモ： TAPI デバイスの詳細、およびお使いのコンピュータでの力ードの動作を確認するには、 TAP 闹応力ードに付属のマニュアルを参照してください。 


お使いのコンピュータは、標準 TAPI コネクタ ( MODEM または TELEPHONY とラベルされた緑をのコネクタ)を使って、 TAPI 対応モデムカードをサポートしています。モデムが音声磯能をサポートしている 
場合、モデムを TAPI コネクタに接続し、才ーディホスピーカーとマイクを留守番電話またはスピーカーフォンとして使用することができます。マイクが音靑をコンピュータに取り入れ、次に TAPI システム 
基板コネクタを経由してモデムカードに送られます。巧手側の音声はモデムカードを経由して TAPI システム基あコネクタじ入り、次にスピーカーから出力されます。また、この構成を使うことによって、サ 
ードパーティのソフトウユアを使用した電話でのオーディオファイルの録音と再生も可能です。 


^ 警吿： この巧の手順を曲巧する前に、『システム情報ガイ内!のをを上のを意を参おしてください。 


TAPI 対応モデムカードの取 y 付け 


1. スタートメ ニユーからコンピユータをシャットダウンします。 

2. コンピュータと接続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が自動めじ切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 


Q を意： ネットワークケーブルを取りかすには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックからかしまず。 




















3. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

4. コンピュータと接続されてし、るすべてのデバイスをコンセントから取り外し巧に電源ボタンを押してシステム基巧の詩電気を逃がします。 

5. コンピュータカバーを開きます 。 

t TAPI 対応モデムカードを取り付けまず。 

a . 4ピンの TAPI ケーブルを TAPI システム基板コネクタに接結します。 

システム基板上の TAPI コネクタの位園よ、 「 システムを板のコンポーネン H を参,昭してください。 

b . もう一方のケーブルの端をモデムカードの TAPI コネクタに接続します。 

力ード上の TAPI コネクタの位置は、力ードのマニュアルを参照してください。 

7. コンピュータカパーを閉じまず 。 

8. コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

9. 適切なモデムドライバと音声プ□グラムをインストールします。 

詳細については、製造元のマニュアルと Microsoft ® Windows ® のマニュアルを参照して〈ださい。 

TAPI サウンドカードの取り付け 

モデムを TAPI 対応サウンドカードコネクタ（通常 TAD とラベル）に接結して、才ーディオ谜能をスピーカーフォンとしてな巧できます。 

1. スタートメ ニューからコンピュータをシャットダウンします。 

2. コンピュータと接続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が自動めじ切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 

Q を 意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックから巧しまず。 

3. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

4. コンピュータとお結されてし、るすべてのデバイスをコンセントから取り外しのこ電源ボタンを押してシステム基巧の詩電気を逃がします。 

5. コンピュータカバーを開きます 。 

t TAPI 対応サウンドカードを取りがけます。 

7. 外巧けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接統します。かがけホーディホデバイスを、システムの正面パネルまたは背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフォンコネク 
夕、またはライン入カコネクタに接続しないでください。 

8. 4ピンの TAP けーブルを TAPI サウンドカードコネクタに怯続します。 

サウンドカード上の TAPI コネクタの化圏ま、力ードのマニュアルを参照してください。 

9. もう一方のケーブルの端をモデムカードの TAPI コネクタに接結します。 

力ード上の TAPI コネクタの位置は、力ードのマニュアルを参照してください。 

10. コンピュータカバーを閉じまず 。 

11. コンピュータとデバイスをコンセントに接結して、電源を入れます。 

12. セットアップューティリティを起動し 、 Integrated Devices をクリックして、 Sound の設定を0けに変更します。 

13. 巧しいデバイス用の適切なドライバをインストールします。 

詳細については、製造元のマニュアルと Windows のマニュアルを参照してください。 
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パッテリ 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 


警告： この«の手順を M おするがに、『システム情報ガイド JI のをを上のを意を参巧してください。 

コイン型バッテリは、コンピュータの設定、日付、時間の情報を巧持します。バッテリの寿命は巧年間です。 

コンピュータの電源を入れた後、繰り返し時刻と日付情報をリセットしたり、な下のメッセージのいずれかが表示される場合、バッテリを交換する必要がある場合があります。 

Time—of—day not set - please run SETUP program 

(日時が設定されてし巧せん。セットアップユーティリティを実行してください。） 

または 

Invalid configuration information - 
please run SETUP program 

(無効な設定情報ーセットアップユーティリティを実斤してください。） 

または 

Strike the FI key to continue, 

F2 to run the setup utility 

(続けるには FI キーを、セットアップユーティリティを起動するには F 2 キーを}甲してください。） 

バッテリの交換が必要かどうか確認するには、セットアップユーティリティで日付と時刻を再入力し、プログラムを終了してその情報を保存します。コンピュータの電源を切り、コンセントから2、3時間巧し 
て置きます。それからコンピュータをコンセントに接続しなおし、電源を入れてセットアップユーティリティを起動します。セットアップユーティリティに表示される日付と時刻が間違っている場合、バッテリを 
交換します。 

バッテリカ％<てもコンピュータは動作しますが、電源をホスこしたり、コンセントから電源プラグを巧いた場合、コンピュータ設定情報はミ肖モされます。その場合、セットアップユーティリティを起動して、 
設定オプションをリセットしなければなりません。 

A 警告： 新しいバッテリは、阳違って装着すると破巧する巧れがあ y ます。バッテリを女おする場合、同じバッテリ、または巧を兄が拒巧する同等のバッテリのみを巧用してくださ 
^ い。巧巧巧みのバッテリは、製を元の拍示に巧って巧棄してください。 

バッテリを取り付けるには、次の手順を実行します。 

^ メモ： セットアッブユーティリ ティ に ある話を情報のコピーホ取っていない場合.コピーを取ります。 

1. スタートメニューからコンピュータをシャットダウンします。 

2. コンピュータと接続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が自動めじ切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 

Q ホ意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックから巧しまず。 

3. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

4. コンピュータとを結されてし、るすべてのデバイスをコンセントから取り外し次に電源ボタンを押してシステム基板の静電気を逃がしまず。 

5. 背面パネルのパド□ックリンヴを通してパドロックを取り付けてし巧場合、パド□ックを取りかします。 

么 警告： な■巧止のため、カバーを M く巧に コン ピュータの電巧プラグを化ず コンセント からはいてください。 

© を意： コンピュータ背面の金属部など、塗装されてし々い金属部分じわれてから、コンピュータ巧卽のが品を取り巧って〈ださい。イ乍業中も、定期めに塗装されていない金属部分に触れて、巧 
蔵コンポーネントを損傷するをれのある詩電気を逃がしてください。 

6. コンピュータカ/く一を閱きます 。 

7. BATTERY とラベルされたバッテリソケットを探します。 

〇 を意： 先端の銳< ない道具を使用してバッテリをソケットから取り出ず場合、道具がシステム基柄こ触れないようを意してください。必ず、バッテリとソケットの間に道具を確実に挿入してから、 
バッテリを外して〈ださい。これを怠ると、バッテリソケットがかれたり、システム基あの回路を切断するなど、システム基概こ損傷をちえるをれがありまず。 

8. プラスチック製のドライバなどのように先端部の鋭くないが導電性の道具、または巧を使ってバッテリをバッテリソケットから取りかします。 

9. バッテリの r + j 側を上に向けてま斤しいバッテリをソケットじ挿入し、バッテリを所定の場所にカチッとはめ込みます。 







Q を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

10. コンピュータカバーを巧 じ - コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続します。 

11. セットアップユーティリティを起動し 、 この手順を始める前に記録した設定を復元します。 

12. 古いバッテリは適切に廃棄します。詳細じついては、『システム情報ガイド』を参照してください。 
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コンピュータのクリーニング 

Dell Precision™ Workstation 350 ユーザーズガイド 

♦ コンピュータのク IJ — ニングをする前に 
♦ コンピュータ、キーボード.およびモニタ 

♦ マ〇ス 

♦ フロッピードライブ 

♦ CD および DVD 


コン ピュータのクリー ニン グをする前に 

^ 警告： この巧の手順を曲巧する前に、『システム情巧ガイド J のまを上のを意を参旧してください。 

1. スタートメニューからコンピュータをシャットダウンします。 

2. コンピュータと接続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が自動めに切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 

^ ホ意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのブラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックから巧しまず。 

3. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

4. コンピュータとを続されているすべてのデバイスをコンセントから取り外し、次に電源ボタンを押してシステム基キ反の静電気を逃がします。 


コンピュータ、キーボード、およびモニタ 

I ブラシの付いた掃除機を巧って、コンピュータのすベてのスロットおよび開口卽、それにキーボードのキーとキーの間のほこりを除去します。 

の を意： モニタ画面を石厳またはアルコール落巧で巧かないでください。反射防止コーティンヴが損協ずるをれがあります。 

I モニタ画面をクリーニングするじは、水で程く湿らした柔らか〈てきれいな布を使います。可能であれば、画面クリーニング専用ティッシュまたはモニタの帯電防止コーティング用に適した落巧を 
巧ってください。 

I キーボード、コンピュータ、およびモニタのプラスチック部分は、水と中性;巧体洗剤を3巧1で混ぜ合わせたミ容巧で湿らした柔らかなクリーニング布を使って巧きます。元頁固な巧れは、イソプロピル 
アルコールを軽 < 含ませた布で巧きます。 

このを前こホを浸さないで〈ださい。またコンピュータやキーボードの内部に落あが入らないようにしてください。 


マウス 

画面のカーソルが巧んだり、異常な動きをする場合、マウスをクリーニングします。ホをまでないマウスをクリーニングするには、次の手順を実行します。 

1. マウスの底の保持リングを反時計回りに回し、次にボールを取りかします。 

2. きれいで糸くずのでないホでボールを巧きます。 

3. ボールケージに慎重に風を送って、ほこりや糸<ずを取り除きます。 

4. ボールケージ巧側の□ーラーに巧れが巧積している場合、イソブロピルアルコールを段くさませた綿棒で取り除きます。 

5. 口ーラーが溝からずれてしまった場合、中央になおします。綿椿の綿毛が口ーラーに残っていなしけ、確認します。 
t ボールと保持リングを取り付けます。カチッと所定の位菌こ化まるまで、保持リングを時計回りに回しまず。 


フロッピードライブ 

〇 を意： 綿棒でドライブヘッドを巧かなし巧ください。誤ってヘッドがずれてしまい、ドライブが動かしな<なる場合があります。 

巿販のクリーニングキットをほってフロッピードライブをきれいじします。市販のキットには前処理したフロッピーディスクが入っていて、通常の動作中に付着したちれを取り除きます。 


CD および DVD 


1. ディスクの外側の端を持ちます。中央の巧の内測の端におれてもかまいません。 

Q を意： ディスク表面への損協を避けるため、円を描くようにディスクを巧かなし巧ください。 













2. 糸くずのでない柔らかな布で、ディスクの裏面(ラベルのない面)をディスクの中おから外側じ向けて T 寧にまっすぐ巧きます。 


巧固な巧れは、水、または水と刺激性のかない石厳の希耕ミき巧で試して〈ださい。ディスクをきれいにし、ほこり、指紋、引つかき傷からある程度ディスクを保譲する市販の製品を購入ずることも 
できます。 CD 巧のクリーニング裝品は、 DVD に使用してもま全です。 


目次ページに戻る 




目次ページに戻る 


Dell へのお問い合わせ 

Dell Precision ™ Workstation 350ューザーズガイド 

インターネット上での Dell へのアクセスは、次のアドレスをご利届ください。 

I www.dell.com/ jp 

I suppor り p.dell.com (テクニカルサポート） 

Dell へお問い合わせになる場合、巧の表の電子アドレス、電話ま号、およびコードをご利用ください。 


国（都市） 

国巧■巧アクセスコード 
国番号 
市外局番： 

巧署ちまたはサービス巧を 

ウェブサイトおよぴ■子メールアドレス 

市ホ面番、市内番号、またはフリーダイヤル 

日本 川 1か 

国際電話アクセスコード: 001 

国番号: 81 

巿が局番: 44 

ウェブサイト： support . jp . dell.com 


テクニカルサポート （Dell Precision 〜、 Optiple ) (〜、 Latitude 〜） 

フリーダイヤル:0120 -1984- 33 

テクニカルサポート(あ巧から ） (Dell Precision 、 Optiplex . Latitude ) 

81- 44-556-3894 

24 時間細期案内電話サービス 

044-556-3801 

カスタマーケア 

044- 556- 4240 

ビジネスセールス本卽(従業員数400人未満） 

044-556-1465 

法人営業本部く化業員数40日人な上） 

044- 556- 3433 

エンタープライズ営業本卽(従業員数3500人レ:(上） 

044- 556- 3430 

官公庁/研巧•教育糖関/医療巧関セールス 

044-556-1469 

Dell グローバルジャパン 

044-556-3469 

個人のお客巧 

044-556-1760 

Fax 情報サービス 

044-556-3490 

巧表 

044- 556- 4300 


目次ページに戻る 





















目次ページに戻る 


困ったときは 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 

♦ テクニカルサポート 
♦ ご注文に閣する PpI 聞 
♦ 製品情節 

♦ お問い合わせじなる前に 


テクニカルサポート 

巧術的な問題で手助けが必異な場合、いつでも Dell にお問い合わせください。 

么 警告： コンピュータカバーを巧 y 巧す化巧がある場合、巧めにすぺてのコンセントからコンピュータの■巧ケーブルとモデムケープルを巧 y ホしてくださし、。 

1. r 問題の姫み I の手順を完了します。 

2. Dell 訖断プロゲ ラム を 実斤します。 

3. 誇卽チェックリスト ホ印刷して、それに記入します。 

4. インストールとトラブルシューティングの手順については、 Dell サボートウェブサイト （ suppo け. jp . dell . com ) をご監<ださし、。 

5. これまでの手順で問題が提まされない場合、 Dell にお問い合わせください。 

^ メモ： テクニカルサポート担当者が必要な作業をスムーズにお伝えできるよう、テクニカルサポートへはコンピュータのぶくから電話してください。 

& メモ： Dell のエクスプレスサービスコードシステムは、ご利用できない国もあります。 


Dell のホートテレフォンシステムの指示に巧って、 エクスプレスサーピスコードを 入力すると、電話は適切なサポート担当者にお送されまず。エクスプレスサービスコード (8 巧から11巧までの 
全巧数字のみの番号）は、コンピュータの前面、背面、または側面に貼られているシールに、サービスタグナンバー(5巧もし<は7巧までのま数字;‘昆合の番号)と共に、記載されてしなす。ロンピ 
ュータの正面パネル内に貼られている機種もあります。） 

テクニカルサポートの詳細については、 「 テクニカルサポートサービス ホ 参輯してください。 

オンラインサービス 

DeN サポートへは 、 suppo け. jp . dell . com でアクセスすること力{できます。 サポートサイトへようこその ぺージから、サポートツール.情報などお選びくださし、。 

インターネット上での Dell へのアクセスは、次のアドレスをご利用くださし、。 

I World Wide Web 

www . de [し com / jp / (日本） 
www . dell . com / (化米） 

www . dell . com / ap / (アジア/太平ま諸国のみ） 

www . euro . dell.com 口ーロ ツパのみ） 
www . dell . com / la (ラテンアメリカ諸国のみ） 

ファックス情巧サービス 

ファックス情報サービスは、フリーダイヤルでファクシミリをほ用して巧術情報を提供ずるサービスです。 

プッシュホン式の電話から必要なトピックを選巧します。テクニカル情報が指定したファックスま号茄こ送信されます。ファックス情報サービスの電話き号につし N ては、 r pell へのお問い合わせ 」 を参照し 
て〈ださい。 

24時間納期案内電話サーピス 

ま文した Dell 製品の巧況を確認することができまず。電話番号については 、 「 Dell への お問い合わせ I を参熙して<ピさい。ホンラインでも納巧状巧をご確認いナこだけます。 

テクニカルサポートサービス 

Dell 製品に関するお問い合わせは、 Dell のテクニカルサポートをご利用〈ださい。 

テクニカルサポートに電話をおかけじなると、サポートスタッフがお巧い合わせ内容の確認のために、お使いのシステムの詳細をお聞きすることがあります。サポートスタッフはその情報を元に、正確な 
回答を迅速に提供します。 

DeH テクニカルサポートサービスにも'巧い合わせになるじは、 r テクニカルサポ ート」 を参照し、 「 Dell へのお問い合わせ」 じ記載の番号に連絡して〈ださし、。 


ご注文に関する問題 


















义品、誤った卽品、間違った請ホ書などのを文に関ずる問題があれば、 Dell カスタマーケアにご連絡ください。お電話の瞭は、細品書または出荷ち票をご巧意ください。電話番号は、 「 Dell へのお問い合 
わせ I を参照して〈ださい。 


製品情報 

Dell のその他の製品に関する情報や、ごを文に関しては、 Dell のウェブサイトの www.dell.com/jp/ をご黃〈ださい。弊なセールスの電話番号は 、 「 Dell への お巧い合わせ i ホを照してください。 


お問い合わせになる前に 


を、ず、下話の 较断チェック リスト に 記入してください。 Dell へお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータの近くの電話から電話をかけて〈ださい。キーボードからコマン 
ドを入力したり、操作時に詳細情報を說巧したり、コンピュータシステム自化でのみ可能な他のトラブルシューティング手順を試してみるようじお願いする場合があります。システムのマニュアルがあるこ 
とを確認してください。 

テクニカルサポートをご利用の斷ま、製品本体のラベルに記載されているエクスプレスサービスコードまたはサービスタグナンバーが必要じなります。お電話をおかけいただ < と、エクスプレスサービスコ 
-ドを自動音声でお伺いしまず。エクスプレスサービスコードをもとにお客様の情報を確認し、弊な担当者に電話をおつなぎ致します。 

エクスブレスサービスコードは、サービスタグナンバーを全が数字に変換した鮮社裝品の固有の管理番号です。製品本体のラベルに8巧から11巧までの数字のみの番号で記載されています。エクスプ 
レスサービスコードが本がじない製品をお持ちのお客様のためじ、弊な Web サポートぺージで*変換ツールをご用意しております。 

* 変換ツール…サービスタグナン/く一をエクスプレスサービスコードに変換ずるツール 

サービスタグナンハ‘一は、英数字混合の5巧もし〈は7巧の弊社製品の固ちの管理番号です。サービスタグナン/く一でもテクニカルサポートをご利巧いただけますが、弊な Web サポートぺージで変換した 
エクスプレスサービスコードをご用意の上、お電話いただ〈ことをお勤めします。 


A 警告： この項の手 I 反を M 巧する前に、『システム请巧ガイド J に安全に M するを意を参おしてください。 


お断チェックリスト 

を前； 

曰か： 

住所： 

電話番号： 

サービスタグ(コンピュータ背面のバーコード）： 

エクスプレスサービスコード： 

返品番号 ( Dell サポート担当まから提供された場合）： 

オペレーテイングシステムとバージョン： 

周迈機器： 

お張カード： 

ネットワークに接続されていますか？はいいいえ 

ネットワーク、パージョン、ネットワークアダプタ； 

プログラムとバージョン： 

システムのスタートアップファイルの内容を巧設するときは、ホペレーティングシステムのマニュアルを参照して〈ださい。巧能であれば各ファイルを E 口刷します。そうでない場合は、をファイルの内容を 
記録してから Dell にお巧い合わせください。 

エラーメッセージ、ピープコードまたは診断コード： 

問題点の説明と実行したトラブルシューティング手順： 


目次ページに戻る 
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快適な使い方 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 

A 警告： 無理なを《でお時阳キーボードを巧用すると、身体にお影響を及ぼす可化をがあ y ます。 
么 警告： モニタ画面を*時 raa 巧けると、旧精巧巧の巧因となる場合があ y ます。 


コンピュータを快適に効率よく使用するために、コンピュータの設置と使用に関しては、レ: I 下のガイドラインを守って〈ださい。 

I 作業中にモニタとキーボードが身体の正面を向くよ引コンピュータを配置します。キーボードの位置を調節できる専用の棚が販売されてしなず。 

I モニタを使用する場合、目が旅れなしなうにモ ニ タとの距離を調整します（通常は50 ~ 60センチ）。 

I モニタの正面に座ったときに、画面が目の高さかそれよりもかし下になるように設置します。 

I モニタの角度、コントラスト、輝度、および周困の照明（天井の照明、卓上ライト、商囲の窓にかかってし、るカーテンやブラインド）を調整して、モニタ画面の反きホを最小限に抑えます。 
I しっかりとした背もたれの付し、た椅子を使用します。 

I キーボードやマウスを使届する際は、前脯卽と手首を水平にして、リラックスした快適な位置に保ちます。 

I キーボードやマウスを使届する際に> 手を化めることができるスペースを確保します。 

I 上脑卽は身体の横に自巧に下ろします。 

I 足の裏を床につけ、太ももを床と平巧にして、背筋を伸ばして座ります。 

I 椅子に座ってし、るときは、足の重さが椅子のシートではな<足の裏にかかるようにします。必要に応にて椅子の高さを調節したり足台を巧用して、正しい姿勢を雄持しまず。 

I イ乍業に変化を持たせるようにします。あまり長時間続けてタイプしないようにします。タイプしていないときはなるべく両手を使う巧業をおこなうようにします。 



1 

モニタは目の高さか、目線より下に設置する 

4 

足の里は床にしっかりとつける 

2 

モニタおよびキーボードは身体の正面に設置する 

5 

晌は机と同じ高さにする 

3 

モニタスタンド 

6 

手首はリラックスさせて水平にする 
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用語集 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 

A をこた E 亡を tiLKLMNPR を lUVWZ 玄由互を主 MZ と乏 


A 


AC — alternating current — コンピュータの AC アダプタ電源ケーブルをコンセントに差し込むと供給される電気の様まです。 


ACPI — advanced configuration and power interface — Microsoft® Windows 贷オペレーティングシステムの電源管理規格です。コンピュータをスタンバイモードやが止状態モードにして、コンピュータ 
に接続されたをデバイスに割り当てられた電力を節約できまず。 


AGP — accelerated graphics port —システムメモリをビデオ関連の処理に使巧できるようにする専巧のグラフィックスポートです。 AGP を使うとビデオ回路とコンピュータメモリ間のインタフエースが高 
速化され、 Tru 卜 Color のスムーズなビデオイメージを伝送できます。 


ASF — ハードウエアおよびソフトウェアの臺吿を管理コンソールに報告する方式を定義する標準です。 ASF は、プラットフホームとして設計されており、オペレーティングシステムからお立しています。 


B 

BIOS — basic input/output system (基本入出カシステム）ーコンピユータのハードウエアとホペレーティングシステム間のインタフエース機能を持つプログラム(またはユーティリテイ)です。設定がコ 
ンピユータにどのような影響をちえるのか理解できていない場合、このブログラムの設定を変更しな LX で〈ださい。セットアップユーティリティとも呼ばれます。 

bps — bits per second (ビット/お） ー データの転送速度を計測する標準単位です。 

BTU — British thermal unit (英国熱量単位） 一 熱量の単位です。 


C 

0 — セルシウス(捂氏）一温度の測を単位。水の水点を0度、沸点を100度としてし巧す。 

CD — compact disc (コンパクトディスク）。光罕お式のストレージメディア。通常、音楽やソフトウェアプ□グラムに使用されます。 

C D ドライプー 化を技術を使用してデータを CD から読み取るドライブです。 

C D プレイヤー— 音楽 CD を再生するソフトウェアです。 CD プレーヤーのウィンドウに表示されるボタンを使用して CD を再生することができます。 

CD-R — CD recordable — 書き込み巧能な CD です。デーかよ 、 C D - R に1回のみ記録されます。一度記録されたデータは削除したり上書きできません。 

CD-RW — CD rewritable —書き換え可能な CD です。データを CD - RW に書き込んピリ削除したり上書きできます(再書き込み）。 

C D-RW ドライブ ー CD のデータを読み取ったり、 CD-RW ディスクや CD-R ディスクにデータを書き込むことができるドライブです。 CD-RW ディスクには、繰り返し書き込むことが可能ですが、 CD-R ディ 
スクじは1度だけ書きをむことができます。 

COA — Certificate of Authenticity — Windows の英数文字のコードで、コンピュータのラベルに E 口刷されています。ホペレーティングシステムのセット アッ ブや再インストールを完了するために C0A が 
必要な場合があります。プロダクトキーまたはブロダクト ID を参.暗してください。 

CRIMM — continuity rambus in-line memory module — メモリチップのない特別なモジュールで、使巧されていない RIMM スロットに取り付けます。 


D 

DDR SDRAM — doubi 卜 data-rate SDRAM (ダブルデータ速度 SDRAM )— データバーストサイクルを2をにして、システムのな能を向上させる SDRAM の一種です。 

DIN コネクター DIN 標斟こ準拠した、丸型の6ピンコネクタです。通常、 PS リキーボードケーブルコネクタまたはマウスケーブルコネクタを接結するために使用します。 

DMA — direct memory access — DMA チヤネルを使うと、 RAM とデバイス間でのデータ輯をがマイクロプロセッサを介さずにおこなえるようじなります。 

DMTF — Distributed Management Task Force —分散型デスクトップ、ネットワーク、企業、およびインターネット環境における管理標準を開発する/、ードウェアおよびソフトウェア会社の団巧です。 
DRAM — dynamic random-access memor パダイナミックランダムアクセスメモリ）ーコンデンサが搭載された集積回路に情報を保巧するメモリです。 

DSL — Digital Subscriber Line — アナログ電話回線を介して高速常時インターネット接続を提供するテクノロジです。 

DVD — digital versatile disc — 通常、映画を収録するのに使用するディスクです。 CD の場合は片面のみを使用しますが、 DVD は両面を使用します。 DVD ドライブはほとんどの CD メディアを読み取 
ることができます。 

DVD ドライブー DVD および CD から、ホを技術を巧用してデータを読み取るドライブです。 

DVD プレーヤ ー — DVD 映画を絕真するときに使用するソフトウェアです。 DVD プレーヤーのウィンドウに表示されるボタンを使用して映画を絕賞ずることができます。 

DVD + RW ドライブー DVD とほとんどの CD メディアを読み取ることができるドライブです。 DVD+RW ディスクに書き込むこともできます。 

DVI — diaital video interface (デジタルビデホインタフェース）ーコンピユータとデジタルビデオディスプレイ間のデジタル送信の標準です。 D 川アダプタは、システムの巧蔵グラフィックを介して動作し 
ます。 








E 

ECC — error checking and correction (エラーチェックおよび訂正）ーメモリにデータを書き込んだり、メモリからデータを読み取ったりするときに、データの正確さを検査する特別な回路を搭載してい 
るメモリです。 

ECP — extended capabilities port — 双方向のデータ転送を提供するパラレルコネクタの祐張仕巧の1つです。 EPP に脚ていて、データ乾送にダイレクトメモリアクセスを使用して性能を向上させま 
す。 

EIDE — enhanced integrated device electronics —ハードドライブと CD ドライブ用の IDE インタフエースの向上したバージヨンです。 

EMI — electromagnetic inte け erence (電磁波喧害） 一 電磁巧が線によって引き起こされる電気障害です。 

Energy Star® — 全体的な消費電力を節減する EPA 要件です。 

EPP — enhanced parallel port —双方向のデータ転送を提供するパラレルコネクタの仕巧の i つです。 

ESD — electrostatic discharge (詩電気障害）一詩電気の急激な放電のことです。 ESD は、コンピュータや通信销亂こ使われている集積回路を損傷することがあります。 


F — ファーレンハイト(華氏）一温度の測定単位。水の氷点を32度、沸点を212度としてし巧す。 

FCC — Federal Communications Commission (ホ国連が通信委員会） ー コンピュータやその他の電子裸器が放出する巧が線の量を規制する通信関連のを例を執行するアメリカの棚関です。 
FSB — front side bus — マイクロプロセッサと RAM の間のデータ経路と物理的なインタ フエー スです。 

FTP — file transfer protoco —インターネットに接続されたコンピュータ間でファイルを交換するための、標準インターネットプロトコルでず。 


G 

G — グラビティー重力の計測単位です。 

扫 B — ギガバイトーメモリの場合、1ギガバイトは1024 MB と同じです。ストレージの場合、1ギガバイトは16 M ほたは百万バイトと同じです。 

GHz — ギガへルツー周波数の計測単位です。1 GHz は10億 Hz または1,0叫 MHz です。 

GUI — graphical user interface — メニュー、ウインドウ、およびアイコンでユーザとネ目互じやり取りするソフトウェア。 Microsoft Window ホペレーティングシステムで作動するほとんどのプログラムグ 
は、 GUI です。 


H 

HTML — hypertext markup language —インターネットブラウザ上で表示できるよう、インターネットのウェブぺージに挿入されるコードセットです。 

HTTP — hypertext transfer protocol —インターネットに接統されたコンピュータ間でファイルを交換するためのプロトコルです。 

Hz — ヘルツー周ぶ数の単位です。1抄間1サイクルで周波数1 Hz です。 コン ピュータと電子デバイスは、通常、 kHz (キロへルツ）、 MHz (メガヘルツ）、 GHz (ギガへルツ）、または THz 斤ラへルツ)で測 
定されます。 


I 

1C — Industry Canada —ホ国での FCC と同巧、電子装置からの放射を規制するカナダの規制固体です。 

IDE — integrated device electronics —ハードドライブまたは CD ドライブにコントローラが内蔵されている大容量ストレージデバイス巧のインタフェースです。 

IEEE 1394 — Institute of 曰 ectrical and Electronics Engineers. Inc. —コンピユータにデジタルカメラや DVD プレーヤーなどの、 IEEE 1394互換デバイスを接続するのに使用される高性能シリアルバ 
スです。 

I/O— i 叩山/口 utput (入出力）ー コン ピユータにデータを入力したり、 コン ピユータからデータを出力する動作、またはデバイスです。キーボードや、プリンタは I/O デバイスです。 

I/O アドレスー 特定のデバイス(シリアルコネクタ、パラレルコネクタ、または拡張ス□ットなど)に関連する RAM のアドレスで、マイクロプロセッサがデバイスと通信できるようにします。 

IRQ — interrupt request (割り込み要ホ）一特定のデバイスがマイクロプロセッサと通信できるようじ、デバイスに割り当てられた電子経路です。デバイスコネクタロホ、 IRQ を割り当てる必要があり 
ます。2つのデバイスに同じ IRQ を割り当てることはできます力 《 、両方のデバイスを同時に動作させることはできません。 

ISP — Internet service provider (インターネット接続業者）ーインターネットへの接続、電子メールの送受信、およびウェブサイトへのアクセスをおこなうためにホストサーバへのアクセスを提供ずる会 
化です。 ISP は通常、ソフトウェアのパッケージ、ユーザーち、およびアクセス用の電話番号をち償で提供します。 


K 








Kb — キロビットー1024バイトに巧当するデータの単位です。メモリ集積回路の容量の測定単位です。 
KB — キ□バイト ー データの単位です。1 KB は1024バイトです。または1000バイトとすることもあります。 
kHz — キロへルツー1000 Hz にネ目当ずる面ぶ数の単位でず。 


L 

LAN — local area network (口ーカルエリアネットワーク）一巧い範囲にわたるコンピュータネットワークです。 LAN は通常、1棟の建物巧や隣接する2、3巧の建物巧に限定されます。 LAN は電話回線 
や電波を使って他の離れた LAN と接結し 、 WAN (ワイドエリアネットワーク)を構成できまず。 

LED — light-emitting diode (おホダイホード） ー コンピュータの化態を示す化を発する電子部品です。 

LPT — Line print terminal — プリンタや他のパラレルデバイスへのパラレル接続の通常の指定巧でず。 


M 

Mb — メガビット ー 1024 KB に巧当するメモリチップの容量の単位です。 

Mbps — メガビット/秒 一 1.000,000ビット/秒です。通常、ネットワークやモデムなどのデータ転送速度の計測単位に巧用します。 

MB — メガバイト ー 1,048,576バイトに相当するデータストレージの単位です。1 MB は1024 KB です。 M - ドドライブストレージに関してほ用する場合、1 MB を通常1,000,000バイトに丸めます。 
MB/sao — メガバイト/秒一1.000,0加バイト/秒です。通常、データの転送连度の計測単位に使用します。 

MHz — メガヘルツ ー 周 ミ 巧数の単位です。1秒間に1,000,000サイクルで1 MHz です。通常、コンピュータのマイクロプロセッサ、バス、インタフエースの処理速度は MHz 単位で計測されます。 
ms — ミリ抄一1抄の1000分の1じ相当する時間の単位でず。ストレージデバイスなどのアクセス速度の計測に使巧します。 


N 

NIC —ネットワークアダプタを参照してくださし、。 

ns — ナノ秒 一 1秒の10憶かの1に巧当する時間の単位です。 

NVRAM — nonvolatile random access memory (不揮発性ランダムアクセスメモリ）ーコンピュータの電源が切られたり、外部電源が停止した場合にデータを巧巧ずるメモリの一種です。 NVRAM は、 
日付、時刻、およびお客梯が設定できる化のシステムセットアップオブシヨンなどのシステム設定情報を維持するのに使用されます。 


P 

PCI — peripheral component interconnect — PCI は、32ビットおよび64ビットのデータ経おをサポートする口ーカルバスで、マイクロプロセッサとビデオ、を種ドライブ、ネットワークなどのデバイス間に 
高速データ経路を提供します。 

PIO — programmed input / output —データパスの一卽にマイクロプロセッサを経由した2つのデバイス間のデータ牵5送方まです。 

POST — power-on self - test (電源巧乂時の自己診が） 一 BIOS が自動めに口ードする診断プログラム。メモリ、ハードドライ义およびビデオなどのコンピュータの主要コンポーネントに基本的なテスト 
を実行します。 POST で問題が検出されなかった場合、コンピュータは起動を続行します。 

PS/2 — personal system /2 — PS /2 互換のキーボード、マウス、またはキーパッドを接続ずるコネクタです。 

PXE — WfM (Wired for Management ) の規格で、ホペレーティングシステムを持たないネットワークコンピュータを設定しリモートで起動できます。 


R 


RAID — redundant array of independent disks — 2 つまたはそれな上のドライブが一緒に動巧して、性能を向上したリ耐故障性を提供します。 RAID ドライブは通常はサーバや高性能 PC で使用され 
ます。 


もっともよ〈使巧される RAID レベルは、0、3、および5です。 


I レベル 0: データストライピングを提供します力{、冗長性はありません。レベル 0 によって性能は向上しますが、耐巧廣性は提供されません。 

I レベル 3: レベル 0 と同じですが、エラー修正データ脚こき用ドライブを予おして、高性能とある程度の耐巧廣性を提供します。 

I レベル 5: バイトレベルでのデータストライピングとストライプエラー修正情報を提供します。その結果、性能および耐巧暗性が大き<向上します。 


RAM — random-access memor パランダムアクセスメモリ）ープログラムの命令やデータを保存するコンピュータの主要な一時記憶領域です。 RAM じ保存されている情報は、コンピュータの電源が 
切れると失われます。 


readme ファイルー ソフトウェアのパッケージまたはハードウエア製品にホ巧されているテキストファイルです。通常、 readme ファイルには、インス!ル手 I 頃、新しく付け加えられた機能の説明、マニ 
ュアルに記載されてし々い修正などが記載されています。 


RFI — radio frequency interference (無線電波障害） 一 10 kHz から100,000 MHz までの範囲の通常の無線周波数でを生する摩害です。お線周ぶは電磁周波数帯域のほ域に属し、ホか線や光など 
の高面波よりも障害を起こしやすい傾向があります。 


ROM — read-only memory (読み取り専 ffl メモリ）ー コン ピュータが削除したり書き込んピリできないデータやプログラムを巧巧するメモリです。 RAM と異なり、 ROM は コン ピュータの電源が切れた後 
内容を保持します。コンピュータの動作に不可欠のプログラムで ROM に常なしているもの力化べつかあります。 








RPM — revolutions per minute — 1 分間にを生する回おの数です。 

RTC — real time dock — システム基巧上にあるバッテリで動く時計で、コンピュータの電源を切った後も、日付と時刻を巧持します。 
RTORST — real time clock reset —システム基巧のジャンパで、トラブルシューティングに使用することができまず。 


S 

ScanDisk — Microsoft のユーティリテイで、ファイル、フォルダ、およびハードドライブのき面のエラーをチェックします。ロックアップ発生後に ScanDisk を実行します。 


SDRAM — synchronous dynamic random-access memory (同期ダイナミックランダムアクセスメモリ）ーマイクロプロセッサの最適クロック速度と同期された DRAM の一種です。 


T 

TAPI — telephony application programming interface — Microsoft Windows のアブリケーシヨンで音声、データ、ファックス、ビデホなどのを種テレフホニーデバイスが使用できます。 


U 


UPS — uninterruptible power s 叩 ply (無停電電源装置）一電気的な镇害が起きた場合や、電圧レベルがほ下した場合に使巧されるバックアップ電源です。 UPS を設置していると、電源が切れた場合 
でもコンピュータは限られた時間稼動します。通常、 UPS システムは、過電流を抑え電圧を調整します。ル型の UPS システムで数分間電源を供給するので、コンピュータを正し<シャットダウンすることが 
可能です。 


USB — universal serial bus (ユニバーサルシリアルバス）一 USB 互換キーボード、マウス、ジョイスティック、スキヤナ、スピーカー、およびプリンタなどのほまデバイス用ハードウエアインタフエースで 
す。コンピュータの4ピンソケットカロンピュータに接続されたマルチポーいづじ直接デバイスを接続します。 USB デバイスは、コンピュータの電源が入つていても接続したり取りかしたりできます。ま 
た、デージーチ卫ーン型に接続もできます。 


V 

V — ボルト ー 電位または起電力の計測単位です。 1 ボルトは、 1 アンペアの電流をるずる巧抗 1 オームの導線の両端の電位の差です。 


W 

W — ワットー電力の計測単巧です。 1 W は 1 机レトで流れる 1 アンペアの電流を指します。 

WHr — ワット時ーバッテリの巧電容量を表すのに通常使われる単位でず。たとえば、 66 WHr バッテリは 66 W の電力を 1 時間、または 33 W の電力を 2 時間供給できます。 


Z 

ZIF — zero insertion force —コンピュータチッブまたはソケットのどちらにもまった<力を加えないで、チッブを装着したり取り巧したりできる、ソケットやコネクタの種類です。 

Zip — -般のなデータの圧縮フォーマットです。 Zip フホーマットで圧縮されているファイルを Zip ファイルとし、い、通常、ファイル名の}なお子が .zip となりまず。特別な Zip ファイルに自己解法型ファイル 
があり、ファイルちの拡張子は. exe となります。自己解法型ファイルは、ファイルをダブルクリックするだけで自動めに解まできます。 

Zip ドライブー Iomega Corporation によって開をされた大容量のフロッピードライブで、 Zip ディスクと呼ばれる 3.5 インチのリムーバルディスクを使巧します。 Zio ディスクは標準のフロッピーディスクより 
もやや大き<が)二倍の厚み力 f あり、100 MB のデータを保持できます。 


ア 


アンチウイルスソフトウェアー コンピュータからウイルスを見つけ出して隔離し、除去するように設計されたプログラムです。 


ウイルス_ ユ— ザ-に ダ メ—ジ をちえたり、 コン ピュータのデータを巧壊する目的でかられたプログラムです。ウイルスプログラムは、ウイルス感染したディスクやインターネットからダウンロードした 
ソフトウェアや電子メールのホ付ファイルを経由して コン ピュータからまた別のコンピュータへ感染します。ウイルス感染したプログラムを起動すると、プログラムに潜化したウイルスも起動します。 


-般的なウイルスには、フロッピーディスクのブートセクタに潜伏するブートウイルスがあります。フロッピーディスクをドライブじ挿入したままコンピュータをシャットダウンすると、次に起動したときコンピ 
ュータはオペレーティングシステムを探すためフロッピーディスクのブートセクタにアクセスします。このアクセスでコンピュータがウイルスじ感染します。一度コンピュータがウイルスじ感染すると、ブー 
トウイルスは除去されるまで、 読み書きされる全てのフロッピーディスクじウイルスをコピーします。 


エクスプレスサービスコードー Deir コンピュータのラベルに付いている数字のコードでず。サポートを受けるために Dell に連絡ずる際にエクスプレスサービスコードを使用しまず。 


力 

力ーソルー キーボードまたはマウスが巧にどこで動作するかを示すディスプレイや画面上の目印です。通常は点滅する棒線かアンダーライン、または小さな矢印で表示されます。 
解像まー プリンタで印刷される画像や、モニタに表示される画像がどの <らいお明かという度合いです。解像度は高い数値に設定しているほど鮮明です。 










書き込み巧證ー ファイルやメディアに、データの内容ををま不可に設定することです。書き込み保譲を設定しデータを変更されたり破壌されることのないようにデータを保譲します。 3.5 インチのフロッ 
ピーディスクじ書きをみ保譲を設定するときは、書き込み保譲設定タブをスライドさせて書き込み不可の位菌こします。 

巧巧力ード— コン ピュータのシステムさあ上の祐張スロットじ装着する電子回路基巧で、 コン ピュータの性能を拡張します。描張力ードの例ロホ、ビデオ、モデム、およびサウンドカードなどがありま 
す。 

化巧型 PC 力ードー お張型 PC 力ードは、取り研ナた際に PC 力ードスロットから力ードの端が突き出してし巧す。 

巧 a スロットー お張力ードを挿入するコンピュータのシステム基板のコネクタで、システムバスに接続しまず。 

巧巧ディスプレイモードー お巧いのディスブレイの拡張として、2台目のモニタを巧えるようじするディスプレイの設定です。デュアルディスプレイモードとも呼ばれます。 

壁巧一 Windows デスクトップの背景となる模様や給柄です。壁紙を変更するには、コントロールパネルを開いて画面のプロパティにアクセスします。また、気に入った絵巧を読み込んで壁紙にするこ 
とができます。 

ち動 CD — コン ピュータを起動するために使用する CD です。ハードドライブが損傷した場合や、 コン ピュータがウイルスじ感染した場合などに楠え、起動 CD または起動ディスクを常楠しておきます。 
お使いの 『Drivers and Utilities CD 』 は、起動 CD です。 

ち動なホー コンピュータが起動を試みるデバィスの順番を指をします。 

を » ディスクー コンピュータを起動するために使巧するディスクです。ハードドライブが損傷した場合や、コンピュータがウイルスに感染した場合などに備え、起動ディスクまたは起動 CD を常搞してお 
きます。 

キャッシュー 特別な高速記憶領域です。メインメモリのリザーブセクションまたは独立した高ま記憶デバイスです。キャッシュは、マイクロブロセッサのホペレーションスピードを高めます。 

L 1 キャッシュー マイク□プ□セ ッサ 巧にある高速のブライマリ キャッシュ。 

L 2 キャッシュ ー マイク□プ□セッサに外付け、またはマイクロプ□セッサアーキテクチャに組み込まれたセカンドキャシュ。 

化止扶巧モードー メモリ内のすべてをハードドライブ上の特別な予約領域に保巧してからコンピュータの電源を切る省電カモードです。コンピュータを再起動すると、ハードドライブに巧巧されている 
メモリ情報が自動のに復元されます。 

グラフィックモード ー X 水平面素数、 y 垂直画素数および Z を致で表されるビデオモードです。グラフィックモードは、どんなおやフホントも表現できます。 

クロック巧をー システムバスに接続しているコンピュータコンポーネントがどのくらいの速さで動作してし、るかを示す速度で、 MHz で表されます。 

コントローラー マイクロプロセッサとメモリ間、またはマイクロプロセッサとデバイス間のデータ転送を制御するチップです。 

コントロール/《ネ J レー 画面設定などのオペレーティングシステムやハードウェアの設定を変更するためのユーティリティです。 


サ 


サージプロテクター 雷雨などの時に発まする電圧スパイクがコンセントを通してコンピュータに送られるのを防ぎます。ただし、サージプロテクタでは、ブラウンアウト(電圧が通常の AC ライン電圧レ 
ベルよりも20%む上ほ下）からはシステムを保譲できません。 


ネットワーク接続はサージプロテクタでは保塞されません。雷が巧し化きには、常にネットワークケーブルをネットワークコネクタから外してください。 


サー ビスタグー コンピュータに貼ってあるバーコードラべルのことで 、 Dell Suppo けの supDO け . jp . dell.com にアクセスしたり、 Dell のカスタマーサービスやテクニカルサポートに電話でお問い合わせに 
なる場合に必要な識別番号力 《 書いてあります。 


システム基巧ー コンピュータじ搭載されている主要回路基キ反です。マザーボードとも呼ばれます。 


システムトレイー コンピュータの時計、音量調節、およびプリンタの状況など、プログラムやコンピュータの機能に素早くアクセスできるアイコンが表示されている Windows タスクバーの領域です。通知 
領域とも呼ばれます。 


シャットダウンー ウインドウやプログラムを閉に、ホペレーテイングシステムを終了して、コンピュータの電源を切るプロセスです。シャットダウンが完了する前にコンピュータの電源を切ると、データを消 
失するをれがあります。 


シヨートカットー 頻繁に使用するプログラム、ファイル、フォルダ、およびドライブにすばや < アクセスできるようにするアイコンです。シヨートカットを咖 ndows デスクトップ上に作成し、シヨートカットアイ 
コンをダブルクリックすると、それに対応するフホルダやファイルを検索せずに開くことができます。シヨートカットアイコンは、ファイルが置かれている場所を変更するわけではありません。シヨートカット 
を削除しても、元のファイルじは何の影響もありません。また、シヨートカットのアイコンちを変更することもできます。 


シリアルコネクター I / O ポートは、コンピュータにハンドへルドデジタルデバイスやデジタルカメラなどのデバイスを接続するためによ < 使用されます。 


スタンバイモードー コンピュータの不必要な動作をシャットダウンし電力を節約ずる、省電カモードです。 


セットアッププログラムー ハードウェアやソフトウェアをインストールしたり設定するのにほうプログラムです。 setup.exe または install.exe とし、うプログラムカ 《 Windows 用ソフトウェアに付属していま 
す。セットアッブプログラムはセットアツブユーティリティとは異なりまず。 


セットアップユーティリティー コンピュータハードウエアとオペレーティングシステム間のインタフエース雑能を持つプログラム（またはユーティリティ）です。セットアップユーティリティを使って 、 BIOS 
のユーザー選択可能オブシヨン（時刻、日付、またはシステムパスワードなど)を設定できます。設定がコンピュータにどのような影響をちえるのか理解できていない場合、このプログラムの設定を変更 
しないでください。 


ソフトウェアー コンピュータフアイルやプログラムなど、電子的にな存できるすべてのものです。 


夕 


通巧ち巧ー コンピユータの時計、音量調節、およびプリンタの状巧など、プログラムやコンピユータの機能に素早〈アクセスできるアイコンが表示されている Windows タスクバーの領域です。システム 
トレイとも呼ばれます。 

ディスクストライピングー 複数のディスクドライブじデータを分散する巧術です。ディスクストライピングによって、ディスクストレージからデータをより早〈読み出すことができます。ディスクストライピ 
ングを使用しているコンピュータでは、ユーザーはデータのユニットサイズまたはストライプ幅を選巧できます。 


テキストエディター 邮 ndows のメモ祕など、テキストのみを含むファイルを作成したり編集するためのプログラムです。テキストエディタじは通常、ワードラップやフォーマット(アンダーラインのホプシ 




ヨンやフォントの変換など)の機能はありません。 


デバイス _ ディスクドライ义プリンタ、キーボードなどコンピュータに内蔵またはか付けされたハードウエアです。 

デバイスドライバー ドライバを参照してください。 

デュアルディスプレイモードー お使いのディスプレイのお張として、2台目のモニタをほえるようにするディスプレイの設定です。お張ディスプレイモードとも呼ばれます。 

ドライバー プリンタなどのデバイスが、オペレーティングシステムに制御されるようにするためのソフトウェアです。多〈のデバイスは、コンピューかこ正しいドライバがインストールされてない場合、正常 
に動けしません。 



巧な一 通常、コンピユータのシステム基巧に搭載されているコンポーネントを指します。また、ビルトインともいいまず。 

ネットワークアダプター ネットワーク機能を提供するチップです。コンピユータのシステム基板にネットワークアダプタが内蔵されていたり、アダブタが内蔵されている PC カードもあります。ネットワー 
クアダプタは、 N に（ネットワークインタフエースコントローラ)とも呼ばれます。 


パーティションー ハードディスク上の物理ストレージ領域でず。1つ]; I 上の論理ストレージ領域(論理ドライカに割り当てられます。それぞれのパーティションは複数の論理ドライブを持つことができ 
ます。 

/、ードドライブー /\-ドディスクのデータを読み書きするドライブでず。/\-ドドライブとドディスクは、同じ意味としてどちらかが使われてし、ます。 

バイト— コン ピュータで使われる基本的なデータ単位です。1バイトは、通常8ビットです。 

バスー コンピュータのコンポーネント間で情報を通信する経路です。 

バスまをー バスがどの < らいの速さで情報を西をできるかを示す、 MHz で示される速度です。 

バックアップー フロッピーディスクドライブ、 CD ドライ义またはハードドライブなどにプログラムやデータファイルをコピーすることです。不測の事態に稿えて、定期的にハードドライブのバックアップを 
取ってください。 

パラレルコネクター I/O ポートは、コンピュータにパラレルプリンタを接結する場合などに使用されます。 LPT ポートとも呼ばれます。 

ヒートシンク ー 巧熱の役目をするマイクロプロセッサにが属する金属板です。 

ピクセル ー ディスプレイ画面のシングルポイントです。ピクセルが縦と横に並び、イメージを作ります。ビデオの解像度 (800 X 600など）は、上下ちちに化ぶピクセルの数で表します。 

ビット— コン ピュータが認識ずるデータの最小単位です。 

ビデホ保な度一 锅像度を参照してください。 

ビデホコントローラー お使いのコンピュータに(モニタの組み合わせにおいて)ビデオ機能を提供する、ビデホカードまたは（巧蔵ビデホコントローラ搭載のコンピュータの）システム基板の回路でず。 

ビデオメモリー ビデホ機能専用のメモリチッブで構成されるメモリです。通常、ビデオメモリはシステムメモリよりも高速です。取り付けられているビデホメモリの量は、主にプログラムが表示できるを 
数に影響をちえます。 

ピデオモードー テキストやグラフィックをモニタにき示する瞭のモードです。グラフィックをべース I こしたソフトウェア (Windows オペレーティングシステムなど)は、 X 水平ピクセル数、 y 垂直ピクセル 
数、 Z を数で表されるビデオモードでき示されます。义字をべースにしたソフトウェア(テキストエディタなど）は、 X 列 x y 巧の文字数で表されるビデオモードでき示されまず。 

フォーマットー ファイルを保をするためにドライブやディスクを準楠することです。ドライブまたはディスクをフホーマットするとデータはすべて消失します。 

フォルダー ディスクやドライブ上のファイルを整頓したりグループ化した y する入れ物です。フォルダ中のファイルは、を前や日付やサイズなどの順番で表示できます。 

プラグアンドプレイ ー デバイスを自動脚こ設定するコンピュータの機能です。 B に S 、 オペレーティングシステム、およびすベてのデバイスがプラグアンドプレイ対応の場合、プラグアンドプレイを使う 
と、自動めなインストール、設定、および既存ハードウェアとの互換性が可能になります。 

プログラムー 表計算ソフト、ワープ□ソフト、データベースソフト、ゲームソフトなどデータ処理をするソフトウェアです。これらのプログラムは、ホペレーティングシステムの実行を必要とします。 
フロッピードライブ ー フロッピーディスクにデータを読み書きできるディスクドライブです。 


プ 

マイクロプロセッサー プ□グラム命令を留がして実行する、コンピュータチップです。マイク□プ□セッサは、ブ□セ'ソサや CPU (中央演富化理装置)とも呼ばれます。 

マウスー 画面上の力ーソルを楼動させるポインティングデバイスです。通常は、マウスを硬くて平らな面で動かし、画面上の力ーソルやポインタを移動します。 

メモリー コンピュータ巧卽にある、一時的にデータを保存する領域です。メモリにあるデータは一時のに格がされているだけですので、巧業中は時々ファイルを保巧するようお勧めします。また、コンピ 
ュータをシャットダウンする時もファイルを保存してください。コンピュータのメモリには、 RAM 、 ROM およびビデホメモリなど何種類かあります。通常、メモリというと RAM を指します。 

メモリアドレスー データを一時的に RAM に保をする特定の場所です。 

メモリマッピングー コンピュータがスタートアッブ時にメモリアドレスを物理的な場所に割り当てる処理です。デバイスとソフトウェアが、マイクロプロセッサがアクセスできる情報を識別できるようになり 
ます。 

モデムー アナログ電話回線を通にて他のコンピュータとコミュニケーシヨンをとるためのデバイスです。モデムには、外付けモデム、 PC 力ードモデム、および巧蔵モデムの3種類がありまず。通常、モ 
デムはインターネットへの接続や電子メールの交換に使用されます。 

モニタ— 高解像度のテレビのようなデバイスで、 コン ピュータの出力を表示します。 





R み巧 y 専用一 表示することはできますが、編集したり削除したりすることができないデータやファイルです。巧のような場合にファイルが読み取りま用に設定されます。 


I 物理めに書き込み保護にされたフロッピーディスクにファイルが存在する場合 

I ファイルがネットワーク上のディレクトリにあり、システム管理をが特定の個人にのみ権限を割り当てている場合 


リフレッシュレートー 画面上のビデオイメージが巧描画される周波数です。単位は Hz で、このリフレッシュレートの周ぶ数で画面の水平走査線(垂直周波数)が再描画されます。人の目には、リフレ 
ッシュレートが高ければ、ビデホのちらつきが少な<なりまず。 

口ーカルパスー デバイスにマイクロプロセッサへの高速スルーブットを提供するデータバスです。 
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お使いのコンピュータについて 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 

♦ お巧いのコンピュータに閣する情報の樽索 

♦ 遞 


お使いのコンピュータに関する情報の検索 


巧をお探しですかマ 


I コンピュータの診がプログラム 
I コンピュータのドライバ 
I コンピュータのマニュアル 
I デバイスのマニュアル 


ここにな載されています 

『Drivers and Utilities C DJ](『ResourceC DJ | とも巧ばれます) 




この CD は-マニュアルへのアクセス. ドライバの岳インストール . 該断ツールの実行 に 巧巧します。 


コンピュータのセットアップ方法 『セットアップおよびクイックリファレンスガイド』 

トラブルシューティングの情報 
ツールとユーティリティ 



エクスプレスサービスコードとサー 
ビスタグナンバー _ 

Microsoft 狡 Windows ® ライセンス 
ラベル 


エクスプレスサーピスコードとプロダクトキー 


NWWOElL.eCM 


S«nK*tiQ；mXX 

>•«*«• CM •: xxjga-n 



1 

1 

"•was KIB" 



ラベルはお使いのコンピュータに貼られています。 


オペレーテイングシステムの巧イン 『ナペレーテイングシステム C DJ および『インス!ルガイト1 
ストール方ま 



ホペレーテイングシステムを巧インストールする場合、 『 ResourceCD 』 を使巧してコンピュータじ付属しているデバイス用のドライバを再インストールしま 
す。 



苗5品の取り外しおよび取り付け方 


ユーザーズガイドアイコン 






































法 

1仕な 

1システムの設定方法 

1トラブルシューティングおよび問題 
稱ミ夫の方ま 

み 


ホペレーティングシステムに応じて、デスクトップのユーザーズガイドアイコンをダブルクリックする力、、あるいはスタートボタンをクリックし、次にヘルプ 
とサポートをクリックして、ハードドライブの電子マニュアルにアクセスしまず。 

1コンピュータ巧の最新のドライバ 

1テクニカルサービスおよびサポート 
に関する費問の回答 

1コンピュータのマニュアル 

Del サボートウェブサイト 

Dell サポートウエブサイトには、な下のツールを含むいくつかのホンラインツールがあります。 


1 巧術情報一 Q & A 集、トラブル解决ナビ 、 Diagnostics (該巧プログラム）、インストールガイド、 0 S アップグレード情報、システムマニュアル 

1ダウンロードーファイルライブラリ（ドライバ、ソフトウェアのアップデート） 

1テクニカルサポート への お問い合わせ 一 E メールサポート、電話テクニカルサポート、引き取り修理状況確認 

1を種サービスのご案巧ーサービスプラン、登録内容をま申し込み、 FAX 情巧サービス 

1その他 

1 Windows XP の使い方 

1コンピュータとデバイスのマニュア 

Windows XP のヘルプとサポートセンター 

ル 

1. スタートボタンをクリックして、ヘルプとサポートをクリックします。 

2. 問題に関連する用語やフレーズを巧ホボックスに入力して、矢印アイコンをクリックします。 

3. き示されているトピックをクリックします。 

4. 画面で示されている手順に巧います。 


仕な 

♦ マイクロプロセッサ 
♦ メモリ 

♦ コンピュータ 情 ま民 
♦ ビデオ 
♦ 才ーディホ 
♦ 化張バス 



♦ コネクタ 

♦ キーの紐み合わせ 
9 ボタンとライト 



マイクロプロセッサ 

マイクロプロセッサの種穎 

Intel ® Pentium ® 4 

L 1 (レベル U キャッシュ 

64 KB 

L 2( レベル 2) キャッシュ 

512 KB 

メモリ 

種類 

RDRAM 

メモリのコネクタ 

4 

対応するメモリモジュール 

PC 800- 40: 64、128、256、 512 MB 、非 ECC または ECC 


PC 1066- 32 P ;12 日、256. 512 MB 、 ECC および64、128、256, 512 

MB ' 非 ECC 

最小メモリ 

PC 800-40:128 MB 非 ECC および ECC 


PC 1066- 32 P ;128 MB が ECC および 256 MB ECC 

最大メモリ 

PC 800 -40; 2 GB 非 ECC および ECC 


PC 1066- 32 P ;1.5 GB 非 ECC および ECC 

BIOS アドレス 

FOOOOh 

コンビュータ情巧 

于ップセット 

Intel 850 E 

データバス幅 

64 ビット 

アドレスバス幅 

32 ピット 

DMA チヤネル 

8 





































割り込みレベル 

23 

B に S チップ 

4 Mb 

メモリ速度 

400 MHz FSB 搭載の 1.5 GHz 〜 2.2 GHz のプロセッサは45 ns な上が 
必要です。 


533 MHz FSB 搭載の 2.26 GHz な上のプロセッサは4日 ns な上が必要 
です。 

りに 

DMTFI こよって定義されている ASF サポートを組み込んだ内蔵 PCI ネ 
ットワークインタフェース 

SCSI コントローラ 

ホプシヨンのアドイン U 320 SCSI 

システムクロック 

400または533 MHz データ転送率 

ビデオ 

種類 

AGP 4倍速 (1.5 V のみ） 

ホーデイオ 

種類 

AC 97 、Sound Blaster エミユ レーシヨン 

ステレオ変換 

16ビット AD 変換および20ビット DA 変換 

化なバス 

バスの種類 

PCI および AGP 

バス速度 

PCI : 33 MHz 


AGP : 66 MHz 

拡張カードコネクタ 

PCI スロットが 4 つ、および AGP スロットが; L つ 

ドライプ 

外部アクセス用； 

3.5 インチべイカりつ 


5.25 インチべイカリつ 

内部アクセス用； 

1インチ幅/、ードドライブ用べイカ巧つ 

コ本クタ 

かかけコネクタ： 

シリアル 

16550〔互換9ピンコネクタが2つ 

パラレル 

双ち向25ピンコネクタ（メス） 

ネットワークアダプタ 

RJ 45コネクタ 

PS /2( キーボード/マウス） 

6ピンミニ DIN 

USB 

USB 2.0 互換コネクタカ S 、 正面パネルに2つと背面パネルに6つ 

ホーディホ 

ライン入力、ライン出力、マイク用のコネクタカ巧つ、およびヘッドフォ 
ン用の正面パネルコネクタが1つ 

システム基巧コネクタ； 

プライマリ IDE 

PCI 口ーカルバスに40ピンコネクタ 

セカンド IDE 

PCI 口ーカルバスに40ピンコネクタ 

フロッピー 

34ピンコネクタ 

CD ドライブ オーデイオ インタ フエー ス 

4ピンコネクタ 

テレフォニー ( TAPI ) 

4ピンコネクタ 

フアン 

3ピンコネクタ 

キーの巧み合わせ 

< Ctrl ><^ lt >< Del > 

コンピュータを再起動 

< F 2> 

内蔵のセットアップユーティリティを起動(起動時のみ） 

< F 12> 

ネットワークからの起動(起動時のみ） 

< Ctrl >< Alt><f 10> 

コンピュータ起動時に、ユーティリティパーティシヨンを始動（インスト 
—ルされている場合） 

< Ctrl >< Alt><f 8> 

起動順をの変更(起動時のみ） 

< Ctrlx £ nter > 

起動時にコンピュータパスワードをお巧化（正しいパスワードが入力 
されたを） 

ボタンとライト 

電源ボタン 

巧しボタン 

電源ライト 

電源ボタンの緑をのライトースリープ状態のとき緑をに点滅:電源 
がオンのとき緑をじ点灯 


緑を 











































































リンク保全ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

10 Mb 伝送時は緑をのライト:100 Mb 伝送時はオレンジのライト； 

1000 Mb ( lGb ) 伝送時は黄をのライト 

動作ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

黄色の点滅ライト 

診断ライト 

背面パネルにライトが4つ 

■巧 

DC 電源装置： 

ワット数 

250 W 

熱散逸 

910 BTU / 時 

電圧 

90 V 〜 135 V (50/60 Hz ) ;180 V 〜 265 V 巧0/60 Hz ) 

バックアップバッテリ 

3 V CR 2032 リチウムコインセル 

サイズと重量 

高さ 

42.5 cm 

幅 

18.1 cm 

寶行 

44.7 cm 

重量 

12.7 kg 

巧境 

温度； 

動作時 

10。 〜 35。ピ 

保管時 

-40° 〜 65 。 C 

相対湿度 

20 %-80 %(結露しないこと） 

最大振動： 

動作時 

0.25 G 口 Hz 〜200 Hz 、0.5 ホクターブ/分） 

保管時 

0.5 G 口 Hz 〜200 Hz 、 1オクターブ/分） 

最大衝撃： 

動作時 

50.8 cm / が、のま度を化でボトム ハーフ サインパルス 

保管時 

508 cm / 巧の速度を化で27 G フェアードスクェアウ x - ブ 

高度； 

動作時 

- 15.2 m 〜 3,048 m * 

保管時 

- 15.2 m 〜 10,668 m 

*35 でで、最大操作高度は914 m です。 
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メモリ 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 

A 警告： この巧の手順を曲巧する前に、『システム情巧ガイ円!のをを上のを意を参おしてください。 

システム基椒こメモリモジュールを取り付けることによって、コンピュータのメモリを増やすことができます。お使いのコンピュータでサボートされているメモリの種類じついては、 「仕様」 の 「メモリ」 を参.晤 
してください。 

メモリの取 y 付けガイドライン 

I 新しいメモリモジュールを取り付ける前に、お巧いのコンピュータ用の最新の BIOS を Dell サポートウエブサイト suppo け. jp . delUom からダウンロードしてください。 

。 ホ*: CRIMM は、メモリモジュールコネクタ3および4にのみ装着可能です。コネクタの位置は、 r システム基巧のコンポーネント 」 を参照してください。 

I 名■メモリソケットは、 RIMM または CRIMM のどちらかじよって占ちされている必堂があります。 

メモリモジュール 



ft n 



1 

RIMM 

2 

CRIMM 


© を意： メモリのアップグレード中にコンピュータから元のメモリモジュールを取りかした場合、新しいモジュールが Dell から購入されたものであっても、お持ちのま斤しいモジュールとは区别して保 
管してください。元のメモリモジュールは、 RIMM 1 と RIMM 2 コネクタまたは RIMM 3 と RIMM 4 コネクタのどちらかにそれぞれペアで取り付ける必要があります。元のメモリモジュールとおしいメ 
モリモジュールをペアにしないでください。ペアにすると、コンピュータが正し<起動しないことがありまず。 


I メモリソケットは、同じものを2枚1維で必ずアップグレードします。いいかえれば、2つ1組のソケットには、容量、コンポーネントの数、および速度が同一のモジュールを取り付ける必要がありま 
す。システム基板のメモリソケットの位置は、 「 システム其ネ反のコンポーネント ホ を照してください。 


メモリモジュールのラベル 



I ECC とが ECC モジュールを組み合わせたペアは、常に非 ECC モジュールとして磯能します。 

I PC 1066 と PC 800 モジュールを組み合わせたペアは、常に PC 800 として機能します。 

I モジュールを別のソケットに装着する前に、必ず景础こ RIMM をソケット1ロロセッサに最もおい)に取りがけてください。 

メモリモジュールを取り外したり取り付ける前に 

1, スタートイニューからコンピュータをシャットダウンします。 

2. コンピュータとを続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されているデバイスの電源が自動的に切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 

^ ホ意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックから巧します。 


























3. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

4. コンピュータとを結されてし、るすべてのデバイスをコンセントから取り外し次に電源ボタンを押してシステム基板の静電気を逃がしまず。 

5. 背面パネルのパドロックリングを通してパドロックを取り付けている場合、パドロックを取りかしまず。 


^ 警告： 巧■巧止のため、カバーを曲くがにコンピュータの電巧プラグを化ずコンセントからをいてください。 

© を意： コンピュータ背面の金属部など、塗装されてし々い金属部分じわれてから、コンピュータ巧部の部品を取り巧って〈ださい。イ乍業中も、定期めじ塗装されていない金属部分に触れて、巧 
蔵コンポーネントを損傷ずる恐れのある詩電気を逃がしてください。 

6. コンピュータカバーを開きます 。 

メモリモジュールの取り外し 

1. メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを押し開きます。 

2. モジュールをつかんで引き上げます。 

モジュールが取り外しに<い場合、モジュールを前御こ慎重に動かしてゆるめ、コネクタから取り外します。 

メモリモジュールの取り付け 

1. メモリモジュールコネクタの両端じある固定クリッブを}甲し開きます。 



手厢3 


1 

切り义き (2) 

2 

コネクタ 

3 

メモリモジユール 

4 

切り込み 

5 

固をクリッブロ） 


2. モジュールの底面の切り込みを、コネクタ巧のクロスバーに合わせます。 

Q を意： メモリモジュールへの損窃を防ぐため、モジュールの両端に均等に力をかけてソケットにまっすぐ差し込むようにしてください。 

3. モジュールがコネクタ両端の垂直ガイドに収まっていることを確認しながら、モジュールをコネクタにまっすぐ差し込みます。モジュールカけチッと所定の位置に収まるまで、モジュールの両端を 
しっかり}甲します。 

モジュールが適切に挿入されると、固定クリップはモジュール両端の切り义きにカチッと収まります。 

4. コンピュータカバーを閉にまず 。 

Q を童： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

5. コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 

6. < F 2 ぶ巧してセットアップューティリティを起動し 、 System Memory の値を確認します。 

コンピュータは丢斤しく取り付けたメモリを認識して 、 System Memo けの惜を変更しているはずです。メモリの新しい値を確認します。植が正しければ. 丰順8 へおみます。 

7. メモリの合計が正し<ない場合、コンピュータとデバイスの電ミ原を切ってコンセントからかします。 コンピュータカバーを閱 き . 取り付けられたメモリモジュールを確認して、メモリモジュールがソケ 
ットに正し<装着されているか確認します。次に、手順4、5、および6を繰り返します。 

8. System Memory の総メモリ容量が正しい場合、 < Esc ぶ押してセットアップューティリティを格了します。 

9. Dell 該断プロヴ ラム ネ 実行し.メモリモジュールが正し<動作しているか確認します。 
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AGP 力ード 

Dell Precision ™ Workstation 350 ユーザーズガイド 


警告： この«の手順を M おするがに、『システム情報ガイド JI のをを上のを意を参巧してください。 

お使いのコンピュータには、 AGP 力ード巧のコネクタが搭載されています。 

1. 残しておきたいデータを保をしてし、る M - ドドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、巧の手順を開姑します。 

2. スタートメニューからコンピュータをシャットダウンします。 

3. コンピュータと接続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が自動めじ切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 

Q を意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックから巧しまず。 

4. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

5. コンピュータとお結されてし、るすべてのデバイスをコンセントから取り外し巧に電源ボタンを押してシステム基巧の詩電気を逃がします。 

6. 背面パネルのパド□ックリンヴを通してパドロックを取り付けてし巧場合、パド□ックを取りかします。 

警告： 感■防止のため、カバーを w < 前にコンピュータの電巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

〇 を意： コンピュータ背面の金属部など、塗装されてし々い金属部分に触れてから、コンピュータ巧卽の部品を取り巧ってください。作業中も、定期的に塗装されていない金属部分に触れて、内 
蔵コンポーネントを損傷するをれのある詩電気を逃がしてください。 

7. コンピュータカパーを開きまず 。 

AGP カードの取り外し 

1,ヒンジレバーを持ち上げてからフイラーブラケットを引き上げて、フイラーブラケットを取りがします。 



1 

ヒンジレバー 

2 

フイラーブラケット 


2. 力ードレバーを PCI コネクタの方へ巧しまず。 

3. カードを引き上げてカードクリップから取り出します。 



1 

切り込み 

4 

カードクリップ 

2 

レバー 

5 

AGP コネクタ 

3 

タブ 

6 

PCI コネクタ 


AGP カードの取り付け 



























1. 力ードを追加したり交換するには、力ードレバーを pa コネクタの方へ巧し、力ードが所定の位置にカチッと化まるまで、慎重に力ードを AGP コネクタじ巧し达みます。 

2. 力ードレバーのタブが力ードの正面角の切り込みとかみ合ってし、るか確認しながら、力ードレバーを巧します。 

3. 背面パネルのヒンジレバーを下げて、力ードを固をします。 

4 ‘ コン ピュータカパーを閉じます 。 

5 . モニタケーブルを力ードのビデホコネクタに巧続します。 

Q ホ意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

6. コンピュータとデバイスをコンセントに接統し、電源を入れます。 
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PC I 力ード 

Dell Precision ™ Workstation 350 ユーザーズガイド 

♦ 力ードの取りかけ 
♦ カードの取り外し 

么 警告： この巧のモ頭を開巧する巧に、『システム情巧ガイ刊の巧全上のを意を参おしてください。 

お使いのコンピュータには、32ビット/33 MHz 力ード用のスロットが4つ搭載されています。詳細については、 「 化橫I または1~ システム其おのコンポーネント I を参輯して〈ださい。 

メモ： PC 99 要件を満たすため、 Dell コンピュータは PCI スロットのみを巧用しています。 iSA 力ードはサポートされていません。 

カードを取り付けるか交換する場合、巧巧の手順に従ってください。カードを取り外して取り付けなおさない場合、 「 カードの巧りかし I ホを照して〈ださい。 


カードの取り付け 

1. 力ードを空換する場合、現巧の力ード用のドライバをオペレーティングシステムから削除します。 

2. 残しておきたいデータを保をしてし、る M - ドドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開姑します。 

3. スタートメニューからコンピュータをシャットダウンします。 

4. コンピュータと巧続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が自動めに切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 

^ ホ 意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックから巧しまず。 

5. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

6. コンピュータとお結されてし、るすべてのデバイスをコンセントから取り外し巧に電源ボタンを押してシステム基巧の詩電気を逃がします。 

7. 背面パネルのパドロックリングを通してパドロックを取り付けてしぶ場合、パド□ックを取り外しまず。 

么 警告： 巧 ■巧止のため、カバーを M く前にコンピュータの■巧プラグを必ずコンセントから巧いてください。 

© を 意： コンピュータ背面の金属部など、塗装されてし々い金属部分に触れてから、コンピュータ巧卽の部品を取り巧ってください。イ乍業中も、定期的に塗装されていない金属部分に触れて、内 
蔵コンポーネントを損傷するをれのある詩電気を逃がしてください。 

8. コン ピュータカパーを開きまず 。 

9. 力ードの保持アームのレバーを巧し、保持アームを持ち上げます。 



1 

力ード 

2 

エッジコネクタ 

3 

カードコネクタ 

4 

保持アーム 

5 

レバ ー 

6 

フイラーブラケット 


10. 新ししけードを取り付ける場合、 フィ ラーブラケットを取り外して力ードスロット開口部ををにします。次に を陋」 ぶこ進みます。 

11. 既に コン ピユーかこ取り付けられている力ードを交換する場合、力ードを取りがします。 
























必要に応じて、カー円こ巧続されているすべてのケーブルを外します。次にカードの上端をつかんで、コネクタから取りかします。 


12. カードを取り付ける準楠をします。 

力ードの設定、内部の接続、またはコンピュータに合わせたカスタマイズの情報については、力ードにが属のマニュアルを参照して〈ださい。 

A 替告： ネットワークアダプタの中には、ネットワークに巧なすると自»的にコンビュータを起«するものがあ y ます。巧■防止のため、力ードを巧 y せける前に、コンビュータの ■ 
^ 巧プラグをコンセントから巧いてください。システム基巧のスタンバイ■巧ライトが消なしているか巧なします。このライトの位置は、 r システム基巧のコンポーネント J を参巧して 
ください。 

13. 力ードをコネクタに置き、しっか y と下に押します。力ードがス□ットにしっかりと装着されてし、るか確認します。 

力ードがフルレングスの場合、力ードをシステム基板のコネクタの方へ下げながら、力ードの端を力ードガイドブラケットに差し这みます。力ードをシステム基キ反の力ードコネクタにしっかりと挿入し 
ます。 



1 

スロットのみ測にはみ出したブラ 
ケット 

2 

スロット巧のブラケット 

3 

完全に装着されたカード 

4 

完全に装着されていない力ード 


14. 保持アームを下げる前に、レ: I 下のことを確認しまず。 

I すべての力ードと フィ ラーブラケットの上端が巧置合わせ/く一とぴったり揃っている。 

I 力ードまたは フイ ラーブラケット上端の切り込みが、估;置合わせガイドとかみ合っている。 
アームを所定の位置に押し、力ードをコンピュータに固定します。 



1 

フイラーブラケット 

2 

位置合わせバー 

3 

位置合わせガイド 

4 

保持アーム 


© を意： 力ードケーブルは、力ードの上やをろを通して配線しないで〈ださい。ケーブルを力ードの上に配線すると、コンピュータカバーが正し〈閉まらな〈なったり、装置に損傷を与える巧れがあり 
ます。 


15. 必要なケーブルをカードに巧続します。 


力ードのケーブル接統につい订ホ、力ードに付属のマニュアルを参照してください。 








































Q を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータじ差し込みます。 

化. コンピュータカバーを閉じ - コンピュータとデバイスをコンセントに巧続してから電源を入れます。 

17. サウンドカードを取り付けた場合 

a . セットアッブユーティリテ ィを起動し . Integrated Devices に進み、 Sound の設定を0けに変更します。 

t か付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに巧統します。かがけ才ーディオデバイスを、背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフォンコネクタ、またはライン乂カコ 
ネクタに接続しないでください。 

18. アドインネットワークアダプタを取りがけた場合 

a . セットアップューティリティを起動し ,、 Integrated Devices に進んで 、 Network Interface Card の設定を0 ff にを要します。 

t ネットワークケーブルをアドインネットワークアダプタのコネクタに接続します。ネットワークケーブルを背面パネルの内蔵コネクタに接続しないでください。 

19. 力ードのマニュアルに記載されている、力ードに必要なドライバをインストールします。 


カードの取り外し 

A 警告： この巧の手順を曲巧する前に、『システム情なガイ円!のまを上のを意を参旧してください。 

1. 残しておきたいデータを保をしてし巧 M - ドドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから.レ: I 下の手順を開巧します。 

2. スタートイ ニューからコンピュータをシャットダウンします。 

3. コンピュータと巧続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が自動的に切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 

^ を意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックから巧します。 

4. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

5. コンピュータとを結されてし、るすべてのデバイスをコンセントから取り外し次に電源ボタンを押してシステム基板の静電気を逃がしまず。 

民背面パネルのパドロックリンヴを通してパドロックを取り付けてしぶ場合、パド□ックを取り外しまず。 

A 警告： 巧■防止のため、カバーを M < 前にコンピュータの電化プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

〇 ま 意： コンピュータ背面の金属部など、塗装されてし々い金属部分じわれてから、コンピュータ巧部の部品を取り巧って〈ださい。イ乍業中も、定期めじ塗装されていない金属部分に触れて、巧 
蔵コンポーネントを損傷ずる恐れのある詩電気を逃がしてください。 

7. コンピュータカパーを開きまず 。 

8. 力ードな持アームを巧して、巧持アームを持ち上げます （「 力ードの取り付け 」 を参照）。 

9. 必要に応にて、力ードに巧続されたケーブルを取りがします。 

10. 力ードの上端を持って、コネクタから取り巧します。 

11. 力ードを取り外したままにする場合、をの力ードス□ット開口部にフィラーブラケットを取り付けます。 

フィラーブラケットが必要な場合、 Delll こお巧い合わせください 。 

。メモ： コンピュータの FCC 認証を満たすため、 フィ ラーブラケットををの力ードスロット開口部に取り付ける必きがあります。また、 フィ ラーブラケットを装着すると、コンピュータをほこりやゴミから 
M 保譲できます。 

12. 巧持アームを下ろして所定のお置に押し込み、力ードをコンピュータに固定します。 

^ ホ 意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

13. コンピュータカバーを閉じ 、 コンピュータとデバイスをコンセントに巧続してから電源を入れます。 

14. 力ードのドライバをオペレーティングシステムから削除します。 

15. サウンドカードを取りがした場合 

a . セットアッフユーティリティを起動し、 Intearated Devices に進み、 Sound の設定を On じ変まします。 

t か付けオーディオデバイスを、コンピュータ背面パネルのホーディオコネクタじ接続まず。 

アドインネットワークアダプタを取りかした場合 

a . セットアップ ユー ティリティを起動し 、 

Integrated Devices に進んで、 Network Interface Card の設定を 0 n に変更します。 

17. ネットワークケーブルをコンピュータ背面パネルの巧蔵コネクタじ接続します。 
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コンピュータカバーの閉じ方 

Dell Precision™ Workstation 350 ユーザーズガイド 

1. すべてのケーブルがしっかり巧結され、ケーブルが邪魔にならない場丽こ束ねられてし、るか確認します。 

電源ケーブルがドライブの下に挟まらないように、電源ケーブルを慎重に手前に引きます。 

2. コンピュータの内部に工具や余った部品が残っていないか確認します。 

3. コンピュータカバーを閉じまず。 

a . カバーを下に動かします。 

b . カバーが閉じるまでカバーのち側を巧し下げます。 

C. カバーが閉じるまでカバーのち側を巧し下げます。 

d . カバーの両側が□ックされてしぶか確認します。ロックされていない場合、手順3を繰 y 返します。 

。 を意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

4. コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 
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コンピュータカバーの 開き方 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 

A 警告： この巧の手順を曲巧する前に、『システム情巧ガイ円!のまを上のを意を参おしてください。 

1. スタートメニューからコンピュータをシャットダウンします。 

2. コンピュータと巧続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が自動めに切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 

^ ま意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックから巧します。 

3. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

4. コンピュータとを結されてし、るすべてのデバイスをコンセントから取り外して、次に電源ボタンを押してシステム基巧の詩電気を逃がします。 

5. 背面パネルのパドロックリングを通してパドロックを取り付けてしぶ場合、パド□ックを取り外しまず。 

A 警告： «■防止のため、カバ-を曲<前にコンピュ-夕の電巧プラグを必ずコンセントからはいてください。 

6. 次の図に示すように、側面を下にしてコンピュータを置きます。 

。 ま意： カバーを開し、ておくために 十 かなスぺース(化の上に30 cmJai 上)があることを確認します。 

7. カバーを開きます。 

a . コンピュータの背面を手前に向け、片方の手でカバー上端を引き上げながら、もう片方の手でコンピュータのち側じあるリリースボタンを押します。 
t 片方の手でカバー上端を引き上げながら、もう片方の手でコンピュータの左側にあるリリースボタンを押します。 

C. 片方の手でコンピュータのほ部を押さえ、もう样方の手でカバーを開きます。 



1 

リリースボタン 

2 

セキュリティケーブルスロット 

3 

パドロックリング 
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ドライブ 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 



♦ ハードドライブ 
♦ ドライブべイカ/く一 
♦ フロッピードライブ 

♦ CD し DVD ドライブ 


概要 

お读いのコンピユータは、次のドライブをサポートします。 
I 2台のハードドライブ 
I 2台のフロッピ~ドライブ 
I 2台の CD または DVD ドライブ 



1 

CD / DVD ドライブ 

2 

フ□ツピードライブ 

3 

/、ードドライブ 


IDE ドライブのアドレス指を 


1本の IDE インタフエースケーブルに2台の IDE デバイスを接統し、ケーブル選巧設定をおこなう場合、インタフエースケーブル上のモ端のコネクタに接続されたデバイスが、マスタまたは起動デバイス（ドラ 
イブのとなり、インタフエースケーブル上の中間のコネクタに接続されたデバイスがスレーブデバイス（ドライカ）となります。デバイスのケーブル選巧設定の方法については、アップグレードキットに付 
属しているドライブのマニュアルを参照して〈ださい。 


お使いのコンピュータは、 IDE デバイスを2台までサポートします。ハードドライブは riDEl 」 とラベルされたコネクタじ巧統され、 CD / DVD ドライブは nDE 2」 とラベルされたコネクタに接続されているはずで 
す。 


ドライブケーブルの巧な 


ドライブを取り付ける場合、2本のケーブル （ DC 電源ケーブルとインタフエースケーブル)をドライブの背面じ接統します。 



1 

電源ケーブル 

2 

電源入カコネクタ 































1 

インタフェース3木クタ 

2 

ケーブルの色帯 

3 

インタフェースケーブル 


インタフ X - スコネクタは、正し < 接続されるようじ設計されています。つまり、片方のコネクタの切りをみやピンの夕けが、もう一方のコネクタのタブや差し込み巧と一致しまず。これらのコネクタによっ 
て、ケーブルの1番ピンワイヤ（ケーブルの片側じを帯が付いています)が、コネクタの1番ピンの端に正し<接続されます。基キ反またはカード上にあるコネクタの1番ピンの端を示すために、通常、基キ反や 
力ード上に ri 」 と直接シルクスクリーン印刷されています。 

© ま意： インタフエースケーブルを接続する際は、を帯をコネクタの1番ピンから難れた位圏こ置力、ないでください。インタフエースケーブルを裏返しにするとドライブが動作しなかったり、コントロ 
ーラやドライブ、またはその両方を損傷する巧れがあります。 

ハードドライブ 

么 警告： この巧の手顆ぞ開化する前に、『システム情巧ガイド J のま全上のを意を参旧してください。 

。 ま意： ドライブへの損傷を防ぐため、ドライブを硬い所に置かなし、でください。ドライブは、を赴樹脂製のパッドなど十分なクッシヨン性のあるものの上に置いてください。 

1,残しておきたいデータを保をしてし、る M - ドドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開姑します。 

2. スタートメニューからコンピュータをシャットダウンします。 

3. コンピュータと巧続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されているデバイスの電源が自動的に切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 

^ を意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックから巧します。 

4. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

5. コンピュータとを結されてし、るすべてのデバイスをコンセントから取り外し测こ電源ボタンを押してシステム基板の静電気を逃がしまず。 
t 背面パネルのパドロックリンヴを通してパドロックを取り付けてしぶ場合、パド□ックを取り外しまず。 

^ 警告： 巧■巧止のため、カバーを M < 前にコンピュータの■巧プラグを必ずコンセントから巧いてください。 

© を意： コンピュータ背面の金属部など、塗装されてし々い金属部分じわれてから、コンピュータ巧部のが品を取り巧って〈ださい。イ乍業中も、定期めに塗装されていない金属部分に触れて、巧 
蔵コンポーネントを損傷ずる恐れのある詩電気を逃がしてください。 

7. コンピュータカ/く一を開きます 。 

ハードドライブの取り外し 

1. 電源ケーブルとハードドライブケーブルをドライブから取り巧します。 
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電源ケーブル 

2 

/\-ドドライブケーブル 


2. ドライブの両側のタブを巧し込んでから、ドライブを上にスライドして取りかします。 



1 

タブの 

2 

/\-ドドライブ 


ハードドライブの巧り付け 

1. 交換用の"ードドライブを箱から出し取りがけの宰楠をします。 

2. ドライブのマニュアルを参昭丄、ドライブがお使いのコンピュータに合わせて設定されてし、るか確認します。 

3. 交換するハードドライブにブラケットレールが付いていない場合、をレールをドライブじ固定している2本のネジを巧して、レールを古いドライブから取り巧します。ドライブのネジ巧とブラケットレ 
-ルのネジ巧を合わせ、かこ4本のネジ(をレールに2本)を差し込んでからすべて締めて、ブラケットレールをおしし、ドライブに取り付けます。 



1 

ドライブ 

2 

ブラケット レール （2) 

3 

ネジ (4) 


4. タブが所定の位置にカチッと確実に化まるまで、慎重にドライブを所定の位置にスライドします。 
Q を意： ケーブルのを帯をドライブの1番ピン （「1 J と印されています)と合わせます。 

t 電源ケーブルとハードドライブケーブルをドライブじ接統します。 



















1 

電源ケーブル 

2 

/\-ドドライブケーブル 


6. すべてのコネクタが正し〈接続され、しっかりと固定されているか確認します。 

7. コンピュータカバーを巧じます 。 

Q ホ意： ネットワークケーブルを抵抗するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

8. コンピュータとデバイスをコンセントに接続し、電源を入れます。 


ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブじ付属のマニュアルを参照してください。 

9. 取り付けたドライブがプライマリドライブの場合、起動フ□ッピーディスクをドライブ A に挿入します。 

10. コンピュータの電源を入れます。 

11. セットアップユーティリティを起動し . 摘切な Primarv Drive オプション (0 または 1) をアップデートします。 

12. セットアップユーティリティを終了しコンピュータを再起動します。 

13. 次の手順に進む前に、ご使巧のドライブにパーティションを巧ぶし、論理フホーマットを実巧しまず。 

手順については、ホペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。 

14. Dell 診断ブロヴ ラム を 実斤して-/\-ドドライブをテストします。 

15. 取り付けたドライブがプライマリドライブの場合、そのハードドライブにホペレーティングシステムをインストールします。 

16. Chassis Intrusion を Enabled または Enabled - Silent じ変更して、シヤーシイントルージョンディテクタをリセットします。 


^ メモ： セットアップパスワードが他の人によって割り当てられている場合、シャーシイントルージョンディテクタのリセット方まをネットワーク管理まじお問い合わせください。 

2台目のハードドライプの追加 

^ 警吿： この巧のキ顆を曲巧する前に、『システム情巧ガイ円!のまを上のを意を#おしてください。 

〇 を意： ドライブへの損傷を防ぐため、ドライブを硬い丽こ置かないでください。ドライブは、載包樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるものの上に置いてください。 

1. ドライブのマニュアルを参障.し、ドライブがお使いのコンピュータじ合わせて設をされてし、るか確認します。 

2. スタートイニューからコンピュータをシャットダウンします。 

3. コンピュータと接続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が自動めじ切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 

^ を意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックから巧しまず。 

4. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

5. コンピュータと接続されてし、るすべてのデバイスをコンセントから取り外し巧に電源ボタンを押してシステム基巧の詩電気を逃がします。 

6. 背面パネルのパド□ックリンヴを通してパドロックを取り付けてし巧場合、パド□ックを取りかします。 

^ 替告： 感■防止のため、カバーを曲<前にコンピュータの■巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

〇 ま 意： コンピュータ背面の金属部など、塗装されてし々い金属部分に触れてから、コンピュータ巧卽の部品を取り巧ってください。作業中も、定期的に塗装されていない金属部分に触れて、内 
蔵コンポーネントを損傷するをれのある詩電気を逃がしてくださし、。 

7. コンピュータカパーを開きます 。 

8. /、ードドライブベイの巧測から、2本の婦色のプラスチック製のレールを慎重に持ち上げて取り外します。 

9. レールに付いている2本のネジを巧って、レールを M - ドドライブに取りかけます。 

レールのタブがハードドライブの背面にな置してしぶか確認します。 

〇 注意： 掃色のドライブレールを"ードドライブベイの内側から取り外すまで、ドライブを下段のドドライブベイに取り付けないでくださし、。 

10. 1台目の/、ードドライブを上段のベイから取りかし、それを下段のベイに取り付けます。 

a . 電源ケーブルおよび M - ドドライブケーブルを 1 台目の M - ドドライブの背面から取り巧します。 
t 2つの緑をのレールタブを巧し、;1台目の/、ードドライブを上段のベイから引き出します。 

C. カチッという音がするまで、慎氧こ1台目のドドライブを下段のベイに巧し込みます。 
d . 電源ケーブルおよび M - ドドライブケーブルを1台目の M - ドドライブの背面に取り付けます。 

11. カチッと L づ音がするまで、慎重に新しいハードドライブを上段のベイに}甲し込みます。 










1 

レール タブ (2} 

2 

上段のベイの2台目のハードドライ 
ブ 

3 

下段のベイの1台目のハードドライ 
ブ 

4 

/ N - ドドライブベイ 


12. 電源ケーブルをドライブじ巧統します。 

Q ホ意： ケーブルの色帯をドライブの1番ピンに合わせます。 

13. 1台目の/、ードドライブに巧結されているドライブケーブルのチ搞のコネクタを探し、そのコネクタを2台目の/ドドライブに巧続します。 

お使いのコンピユータには、ケーブルセレクトドライブケーブルが使われています。これは、デバイスケーブルの端のコネクタに接統されたデバイスがマスタデバイスで、中間のコネクタに接続さ 
れたデバイスがスレーブデバイスであることを意味します。新ししげバイスのジャンパ設定が r ケーブルセレクト」に設定されているか確認します（ドライブに付属の マニュアルを 参照）。 



1 

電源ケーブル 

2 

2台目の/ \ードドライブケーブル 
(セカンドドライブ） 

3 

1台目の/ \ードドライブケーブル 
ヴライマリ起動ドライカ 


14, コンピュータカ/く一を閉じます。 


Q を意： ネットワークケーブルを接統ずるには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し这みます。 
15. コンピュータとデバイスをコンセントに接結し、電源を入れます。 

化.ドライブの動けに必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 


ドライブべイカ/く一 

新しし口□ッピードライブまたは CD / DVD ドライブを空換するのではなく取りがける場合、ドライブベイカバーを取りがします。 
1. コンピュータカバーを90度の ちをま で閱 き-コンピュータの内彻 I から博入タブをみします。 


























2. ドライブベイカバーがポンと音がしてかれようじなるまでカバーを巧します。 



フロッピードライブ 

^ 警告： この巧のキ顆を曲巧する前に、『システム情宙ガイ円!のを全上のを意を参おしてください。 

1. スタートメニューからコンピュータをシャットダウンします。 

2. コンピュータと接続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が自動めじ切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 

^ を意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックから巧します。 

3. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

4. コンピュータと巧結されてし、るすべてのデバイスをコンセントから取り外し测こ電源ボタンを押してシステム基板の静電気を逃がしまず。 

5. 背面パネルのパド□ックリンヴを通してパドロックを取り付けてし巧場合、パド□ックを取りかします。 

么 警告： 感■防止のため、カバーを M く巧にコンピュータの■巧プラグを化ずコンセントからないてください。 

© を意： コンピュータ背面の金属部など、塗装されてし々い金属部分じわれてから、コンピュータ巧卽のが品を取り巧って〈ださい。イ乍業中も、定期めに塗装されていない金属部分に触れて、巧 
蔵コンポーネントを損傷ずる恐れのある詩電気を逃がしてください。 

6. コンピュータカバーを閱きます 。 

フロッピードライブの巧りかし 

1,電源ケーブルおよびフロッピードライブケーブルをフ□ッピードライブの背面から取りかします。 

2. フロッピードライブケーブルのもう一方の端をシステム基板コネクタ （ DSKT とラベル）から取り外します。 
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電源ケーブル 

2 

フ□ッピードライブケーブル 

3 

フ□ッピードライブコネクタ （ DSKT ) 


3. ドライブの両側にある 2 個のタブを内側へ}甲し込み、ドライブを上へスライドしてフロッピードライブベイから取りかします。 



フロッピードライブの取り付け 

1. ブラケットレールが付いていないドライブやま斤しいドライブを取リ优ナる場合、をレールをドライブじ固定している2本のネジを外して、レールを古いドライブから取り外します。ドライブのネジ穴と 
ブラケットレールのネジ々を合わせ、巧に4本のネジ(をレールに2本)を差し込んでからすべて締めて、ブラケットをおしいドライブに取り付けまず。 


化 



1 

ドライブ 

2 

ブラケットレール （2) 

3 

ネジ (4) 


2. タブが所定の位置こカチッと確実に化まるまで、慎重にドライブを所定の位置にスライドします。 

3. 電源ケーブルおよびフ□ッピードライブケーブルをフ□ッピードライブに取 y かけます。 

4. フロッピードライブケーブルのもうーホの端を システム其 お の 「DSKT I とラベルされたコネクタじ巧結します。 
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電源ケーブル 

2 

フ□ッピードライブケーブル 

3 

フ□ッピードライブコネクタ （ DSKT ) 


5. 巧ししロロッピードライブをな換するのではな < 取りがける場合、 ドライブベイカバーを取りかします 。 
t すべてのケーブル接結を確認します。冷がフアンや通風孔の抓ずにならないようにケーブルをまとめておきます。 

7. コンピュータカバーを閉じます 。 

Q ホ意： ネットワークケーブルを抵抗するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

8. コンピュータとデバイスをコンセントに接結し、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順につい口ま、ドライブに付属のマニュアルを参,昭してください。 

9. セットアップユーティリティを起動し . 巧広する Diskette Drive A オプションを要き斤して新しいフロッピードライブのサイズと容量を反映させます。 

10. Dell 該断プログラム ホ実巧して.コンピュータが正しく動作するかな認します。 


CD/DVD ドライブ 

A 警告： この巧の手順を 開 巧する巧に、『システム 情巧 ガイ円!のをを上のを童を参照してください。 

1. スタートメ ニューからコンピュータをシャットダウンします。 

2. コンピュータと巧続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が自動的に切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 

^ ホ意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのプラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックから巧しまず。 

3. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

4. コンピュータと接結されてし、るすべてのデバイスをコンセントから取り外し:知こ電源ボタンを押してシステム基巧の詩電気を逃がします。 

5. 背面パネルのパドロックリングを通してパドロックを取り付けてしぶ場合、パド□ックを取り外しまず。 

么 警告： 巧■巧止のため、カバーを M く前にコンピュータの■巧プラグを必ずコンセントから巧いてください。 

〇 を意： コンピュータ背面の金属部など、塗装されてし々い金属部分におれてから、コンピュータ巧卽の部品を取り巧ってください。イ乍業中も、定期的に塗装されていない金属部分に触れて、内 
蔵コンポーネントを損傷するをれのある詩電気を逃がしてください。 

6. コンピュータカパーを開きます 。 

CD/DVD ドライブの取り外し 


1. 電源ケーブル、才ーディオケーブル、および CD / DVD ドライブケーブルをドライブの背面から取りがします。 
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電源ケーブル 

2 

ホーデイオケーブル 

3 

CD / OVD ドライブケーブル 


2. ドライブの両測にある 2 個のタブを内側へ}甲し込み、ドライブを上へスライドしてドライブベイから取り外します。 



CD / DVD ドライブの取り付け 

1. おしいドライブを取り付ける場合、ドライブを庭から出し、取り付けの準棉をしまず。 

ドライブにが属のマニュアルを参照して、ドライブの設定がおをいのコンピュータに合ってし、るか確認します。 IDE ドライブを取り付ける場合、ドライブをケーブルセレクトに設定します。 

2. 巧しいドライブをカバーの巧側に取 y かけてあるレールに巧続します。レールがカバーの内側に取りかけられてしぶい場合. Dell におない合わせください 。 

3. ブラケットレールが付いていない交換用ドライブや新しいドライブを取り付ける場合、をレールをドライブじ固定している2本のネジをかして、レールを古いドライブから取りかします。ドライブのネ 
ジ々とブラケットレールのネジ々を合わせ、次に4本のネジ(をレールに2本)を差し込んでからすべて締めて、ブラケットを新ししがライブに取り付けます。 



1 

ドライブ 

2 

ブラケット レール （2) 

3 

ネジ (4) 


4. タブが所定の位置こカチッと確実に化まるまで、慎重にドライブを所定の位置にスライドします。 


















5. 専巧のコントローラカードを持つドライブを取り付ける場合、コントローラカードは力ードスロットに取り付けます。 


ドライブおよびコントローラカードに付属のマニュアルを参照して、ドライブの設定がご使用のコンピュータシステムに合っているか巧設します。正しい設定に必要な変更をおこないます。 
t 電源ケーブル、才ーディオケーブル、および CD / DVD ドライブケーブルをドライブに接続しまず。 



1 

電源ケーブル 

2 

ホーディホケーブル 

3 

CD / DVD ドライブケーブル 


7. 巧しい CD / DVD ドライブを交巧するのではな<取りかける場合. ドライブベイカバーホ巧りがします 。 

8. すべてのケーブル接結を確認します。;令ち!]ファンや通風孔の巧げにならないようにケーブルをまとめておきます。 

9. コンピュータカパーを閉じまず 。 

Q ホ意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

10. コンピュータとデバイスをコンセントに接結し、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順につい口ま、ドライブに付属のマニュアルを参照してください。 

11. Drives : Secondary の該当する Drive オプション (0 または 1) を Auto じ設定して、設定情報を更新します。詳細じつし、ては. [ セットアップ オプション i の 「Phmarv Drive n and Secondary 
Drive n 」 を参照してください。 

12. Dell 該巧プログラムを 実行して、コンピュータが正しく動作するか確認します。 
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コンピュータの部品の取り外しと取り付け 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 


コンピュ~タカ/く~の閱き方 

ドライブ 
PCI 力ード 

AGP 力 一 K 

マイクロプ□セツサ 

バッテリ 

コンピュータカハ‘ 一の 围じ方 
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マイクロプロセッサ 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 

A 警告： この巧の手順を曲巧する前に、『システム情巧ガイ円!のまを上のを意を参おしてください。 

1. 残しておきたいデータを保をしてし、る/、ードドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、巧の手順を開姑します。 

2. スタートメニューからコンピュータをシャットダウンします。 

3. コンピュータと接続されているデバイスの電源が切れているか確認します。コンピュータをシャットダウンした勵コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が自動めに切れなかった場合、こ 
こでそれらの電源を切ります。 

^ ホ意： ネットワークケーブルを取り外すには、まずケーブルのブラグをコンピュータから外し、次に壁のネットワークジャックから巧しまず。 

4. 電話回線や通信回線のケーブルもコンピュータから外します。 

5. コンピュータと接結されてし、るすべてのデバイスをコンセントから取り外し.次に電源ボタンを押してシステム基板の静電気を逃がしまず。 

6. 背面パネルのパドロックリングを通してパドロックを取り付けてし巧場合、パド□ックを取り外します。 

^ 警告： 感■巧止のため、カバーを曲く前にコンピュータの■巧プラグを化ずコンセントからはいてください。 

© を意： コンピュータ背面の金属部など、塗装されてし々い金属部分に触れてから、コンピュータ巧部の部品を取り巧ってください。イ乍業中も、定期めに塗装されていない金属部分に触れて、巧 
蔵コンポーネントを損傷するをれのある詩電気を逃がしてください。 

7. コンピュータカバーを閱きます 。 

8. を却ファン電源ケーブルをシステム基巧の FAN コネクタから取り外します。 

9. 電源ケーブルをシステム基巧上の POWER コネクタから巧します。 

10. エアフローカバーを持ち上げます。 



11. マイクロプロセッサヒートシンクを取りがします。 

a . ヒートシンクをマイクロプロセッサに固定しているそれぞれの金属裝の固定クリッカホ、クリップのラッチを押し下げてヒートシンク保持基キ反からかれるようにします。それからクリップをヒ 
ートシンクから持ち上げてかします。 


t ヒートシンクを持ち上げてマイクロプロセッサから取りかします。 






















1 

固をクリッブロ） 

2 

ラッチ （2) 

3 

ヒートシンク 

4 

マイクロプロセッサソケット 

5 

保持基盤 


Q を意： サーマルグリースが付いた面を上に向けてヒートシンクを置きます。 

© を意： Dell のマイクロプロセッサアップグレードキットを取り付ける場合、元のヒートシンクは廃棄して〈ださい。 Dell のものでないマイクロプロセッサアップグレードキットを取り付ける場合、新しい 
マイクロプロセッサを取り付ける瞭には、元のヒートシンクおよび送風装置を再利巧してください。 


12. マイクロプロセッサが外れるまで、リリースレバーをまっすぐ引き上げます。 

Q を意： マイクロプロセッサを ZIF ソケットから取り巧す際は、ピンを曲げないように気をつけてください。ピンが曲がると、マイク□プロセッサに修復できない損協をちえる恐れがあります。 



1 

リリースレバー 

2 

マイクロプロセッサ 

3 

ソケット 


13. マイクロプロセッサをソケットから取り外します。 


新しし、マイクロプロセッサをソケットにずぐに取り付けられるように、リリースレバーはリリース位置に広げたままにしておきます。 

マイクロプロセッサの取りかけ 

つ ホ意： マイクロプロセッサとコンピュータに修復できない損傷をちえないためじ、マイクロプロセッサをソケットに正しく装着してくださし、。 


1,リリースレバーが完全に開いていない場合、その位置まで動かします。 






















2. マイクロプロセッサの 1 番ピンけ口のある角）とソケットの 1 番ピンを合わせます。 



1位置を合わせたマイクロプロセツ 
サとソケットの1まピンの角 


〇 ま意： マイクロプロセッサのピンは壊れやすいものです。マイクロプロセッサへの損傷を避けるため、マイクロプロセッサとソケットカ《きちんと揃っているか確認します。プロセッサを取り付ける際 
は、力を入れすぎないでください。 

3. 慎重にマイクロプロセッサをソケットに置き、軽く押さえて装着しまず。 

4. カチッと所定の巧圍こ収まるまで、リリースレバーをシステム基巧の方へ動かし、マイクロブロセッサを固定します。 

5. ヒートシンク保持を基盤の上に置きます。 
t 固定クリップを取り付けるには、次の手順を実行します。 

a . 保梓基盤のタブに、ラッチが被さってし、ないほうの固定クリップの端をはめ込みます。 
t クリップの中央を、保持基盤の中央のタブにはめ込みます。 

C. クリップのラッチを押し下げて、タブにはめ込み、クリップを保持基盤に固定します。 

7. エアフローカバーをヒートシンクアセンブリじ被せます。 

Dell のマイクロプロセッサ交換キットを取りかけた場合、元のヒートシンクアセンブリとマイクロプロセッサを、交換キットがちられてきたパッケージを巧用して Dell に返がしてください。 

8. 冷却フアン電源ケーブルをシステム基板の FAN コネクタに取りかけます。 

9. 電源ケーブルをシステム基巧の 12 VP 0 机 ER コネクタに取り付けまず。 

10. コンピュータカバーを巧じまず 。 

Q ホ意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

11. コンピュータとデバイスをコンセントに接統し、電源を入れます。 
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認可機関の情報 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 

♦ VCCI 捕を I .惜報地:巧駕两等瓦;曲窜育自主厢制協謡会描を: I 

♦ ENERGY STAR ® への 進拠 

空間に巧がされたり、電源コードやケーブルを経由して伝導されたりする、あらゆる電ぶやな射物を EMI (電磁干渉）といいます。この電波や巧射物が、お線操縦や他のま全業務の機能をを険にさらし 
たり、機能ほ下を巧いたり、巧害したり、または無線通信業務を繰り返し中断させたりすることがあります。巧線通信サービスには、 AM / FM の商業巧さ、テレビ、携帯電話のを種サービス、レーダー、 
航空交通管制、ポケットベル 、 PCS (Personal Communication Services ) などがありまずが、これらに限定されません。これらの認可サービスは、コンピュータシステムを含むデジタル装置などの意図 
めには電磁波を放射しない装置とともに、電磁潭境に影譽を与えます。 

EMC (電磁的両立性）とは、多数の電子機器が同一の環境で共に正常に動作ずる能力のことです。本コンピュータシステムは、認可機関の EMI I こ関する制限に準拠する設計力％されており、適合し 
ていますが、特定の設置を件で干渉が発生しないとしづ保証はありません。この装置が無線通信サービスに対して干ホするかどうかは、その装置の電源をホン/ホフすることによって判定できるので、 
な下の方まを1つレ: I 上は実施して干渉の巧題を解ましてください。 

I 受信アンテナのち向を変えてください。 

I 受信巧に巧してコンピュータを再配置してください。 

I 受信磯から コン ピュータを遠ざけてください。 

I コンピュータを別の電源コンセントにつないで、コンピュータと受信機を別々の分岐回路上に置いてくださし、。 

さらに詳しし、ことは、デルのテクニカルサポート担当者またはラジホ/テレビのほ術をにごが談<ださし、。 

デルのコンピュータシステムは、システムが置かれる電磁環境に合わせた設計、テスト、分類がなされています。一贴に、電磁環境は、 W 下のよラに巧類されます。 

I クラス A — 主として商工業塌境巧 
I クラス B — 主として住を環境巧 

情報技術装置 （ ITE ; Information い chnology Equipment ) は、周边權器、お張力ード、プリンタ、入出力 ( I / O ) 装置、モニタなどを含み、システムに統合または接続されるもので、 コン ピュータシステムの 
電磁環境の分類に適合しなければなりません。 

シールドかき但号ケーブルに田するを童：巧远檐器を DELL 典の巧巧檐巧にを巧するにはシールド付きケーブルのみをな用して、無な通信サービスとの干渉の巧化せを诚らして<だ 
さい。シールドせきケーブルの巧用により、目的とする巧境に適した EMC 分ち基单を巧たします。 

大半の Dell コンピュータシステムは、クラス B 環境に分類されています。しかし、コンピュータシステムに持定のホプシヨンを付加することにより、一部の構成はクラス A に類別されることもあります。 
お使いのシステムまたは周辺禮器の電恼的類别を確認ずるには、次項を参照してください。次巧には、 EMC / EMI または製品のを全に関ずる情報が記載されています。 


VCCI 規を（情報処理装置等電波障害自主規制協議会規定） 

大半の Dell コンピュータシステムは、 VCCI でクラス B 情報巧術装置 ( ITE ) として類別されています。しかし、コンピュータシステムに特定のオプションを付加することにより、一部の構前ホクラス A 
情報技術装置に類別されることもあります。情報巧術装置は、面辺樓器、お張力ード、プリンタ、入出力 ( I / O ) 装置、モニタなどを含み、システムに統合または接続されるもので、コンピュータシステムの 
電磁環境の類別（クラス A またはクラス B ) に適合しなければなりません。 

お使いのコンピュータシステムにどちらの類別が適用されているかを確認するロホ、コンピュータのを卽や背面パネルに添付されている VCCI 表示ラベル (rvcci クラス A 情報巧術装置る準」および 
rvcci クラス B 情報技術装置基準」のラベルを参照）を調べてください。 VCCI の類別を確認できたら、レユ下の該当する卽分をご旁ください。 

クラス A 情巧な巧装置 

VCCI 

VCCI クラス A 情巧は化ち a 基単のマーク 

VCCI 表示ラベルに次のマークが含まれる場合、お使いのコンピュータはクラス A 製品です。 

クラス B 巧巧技が装置 

■いを01 

VCCI クラス B 情巧ほ巧装置基ホのマーク 

VCCI 表示ラベルに次のマークが含まれる場合、お使いのコンピュータはクラス B 製品です。 










1/ を 


ENERGY STAR ® への 準拠 


特定の構巧の Dell コンピュータは、省エネコンピュータを目指した EPA (米国搔境保譲局1が規定ずる要件を满たしてし N ます。お使いのコンピュータの正面パネルに ENERGY STAR © エンブレムが付 
いている場合、このコンピュータの出荷時の清成はこの規御こ準拠しており、コンピュータの ENERGY STAR ® 電力管理谜能のすべてがほ巧できます。 


メモ ： ENERGY STAR © エンブレムの付いた Dell コンピュータは、デルからの出荷時に EPA ENERGY STAR ® のき件に従って構成されていることが証明されています。この構成になんらかの変更 
術張力ードまたはドライブの増設など）をおこなうと、コンピュータの消費電力は EPA の ENERGY STAR ® Computers プログラムで設定されている限界を超えるをれがあります。 



ENERGY STAR ® エンブレム 


EPA の ENERGY STAR ® コンピュータプログラムは、省エネコンピュータ製品を促進することによって大気巧染を減らすためじ、 EPA とコンピュータメーカーが共同で作成したものです。 EPA では、 
ENERGY STAR ® コンピュータ製品を使用することによって、コンピュータユーザーの年間電気料が最高で20億ドル節約されるとチ測しています。この電気使巧量の節減じよって、温まな果の一番の 
原因となる二酸化炭素の発ち、および酸性雨の主要な原因である二酸化硫黄と窒素酸化物の発ちを減少させることができまず。 


また、夜間および週末などコンピュータを長時間使用しないときじ電源を切ることによって、電気使用量とそれによる悪影響を減少させることができます。 
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問題の解決 

Dell Precision ™ Workstation 350ユーザーズガイド 

• バッテリの問題 
• 力ードの問題 
• ドライブの問題 

• 憑としたり榻 傷を ちえたコンピュータ 
♦ 電子メール、モデム、およびインターネットの巧閣 

• エラーメッセージ 
• 一賴的な問頭 
♦ IEEE 1394デバイスの巧頭 
♦ キ-ボ-ドの固題 


♦ メモリの問題 
• マウスの問題 
♦ ネットワークの問題 
♦ 雷 腊の巧頭 
♦ プリンタの問頭 

♦ シリアルまたはパラレルデバイスの巧顏 

♦ サウンドとスピーカーの問頭 
♦ システム其板の間題 
♦ ビデホとモニタの固潭 


バッテリの問題 

む下のチェックホを了し. 診断チェック リスト に 必軍事 I 頁を記入してください。 

A 警告： 新しいバツテリは、正しく装着しないと巧おする巧れがあ y ます。バッテリを交#する場合、同じバツテリ、まもは»を元が巧巧する同#のバッテリのみを巧用して<ださ 
^ い。巧用巧みのバツテリは、製を元の指示にがって巧窠してください。 

^ 警告： この巧の手順を M 巧する前に、『システム情報ガイド J のを全上のま意を参おしてください。 


バッテリを交換しますーコン ピュータの電源を入れた後、繰り返し時間と日付の情報をリセットする必要がある場合、または起動時に間違った時間または日付が表示される場 
合、 バッテリを交換します。 それでもバッテリが正常に雜能しない場合、 Dell にお問い合わせください。 


力ードの問題 

む下のチェックホを了し. 訖断チェック リスト に 必軍事 I 頁を記入してください。 

A 警告： この巧の手順を開巧する前に、『システム情なガイド J のをを上のを意を参おしてください。 


力ードの装着がおおよびケーブルを巧おします一 

1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントからがします。 1 Q 〜20妙待って コンピュータカバーを開きます。 

2. を力ードがコネクタにしっかりと装着されていることを確認します。しっかり装着されていない力ードを装着しなおします。 

3. カードのコネクタに対応するすべてのケーブルがしっかりと巧続されていることを確認します。ゆるんでいるケーブルは接続しなおします。 


力ード上の特定のコネクタにどのケーブルを接続するかについロホ、力ードのマニュアルを参照してくださし、。 


4. コンピュータカバーを閉じ、 コンピュータとデバイスをコンセントに接続してから電源を入れます。 


ビデオカードをテストします 一 


1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントからがします。10〜20抄待って コンピュータカバーを開きます。 

2. ビデホカードを除くすべてのカードを取り外します。 


プライマリハードドライブがドライブコントローラカードに接続されていて、システム基キ反の IDE コネクタのいずれかにを続されていない場合、コンピュータに取り付けられたド 
ライブコントローラカードはそのままじしておきます。 


3. コンビュータカバーを固 じ、 コンピュータとデバイスをコンセントに接続してから電ミ原を入れます。 

4. Dell 該断フログラム. を実行しまず。 


いずれかのテストに失がする場合、 Dell にお巧い合わせ〈ださい。 


力ードをテストしまず一 


1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントから列■します。 1 Q 〜20砂待って コンピュータカバーを開きます 。 

2. 前の手順で取りかしたカードの1つを取り付けなおします。 

3. コンビュータカバー を閉じ - コンピュータとデバイスをコンセントに接続してから電ミ原を入れます。 

4. Del 險断ブらグラム_ を実行します。 


診断プログラムテストのいずれかに失敗した場合、装着しなおしたカードが不良なので、交換する必要があります。 


t すべてのカードの巧取り付けが終わるまで、この手順を繰り返します。 


ずべての力ードを取り付けなおしても、力ードの問題が解ましない場合、 Dell にお問い合わせ〈ピさい。 


ドライブの問題 

な下のチェックを完了し、 誇巧チェック リストに 必要事巧を記入してください。 











































フロッピードライブの問題 


Windows ® がドライブを KBI しているか隹度しますー スタート ボタンをクリックして、 マイコンピユータを クリックします。フロッピードライブが表示されていない場合、アンチウ 
イルスソフトでウイルスチェックをおこなし、、ウイルスのチェックと除去をおこないまず。ウイルスが原因で Windows 力《ドライブを認識できないことがあります。 


ドライブをテストします一 

I 別のディスクを挿入して、元のフロッピーディスクに障害がある可能性を排除します。 
I 起動フロッピーディスクを挿入し、コンピュータを再起動します。 


ディスクのをき客量が十かか、書き込み禁止になっていないか宙 K しますー ディスクにをき容量があり、書きをみ禁止（ロック）じなつてし、ないか確認します。次の図を参 
照してください。 



1 

フロッピーディスクの裏側 

2 

書き込み不可 

3 

書き込み可 


フロッピードライブライトをテストします 一 

MS - DOS ® 

フ□ッピーディスクを挿入し、 DOS プロンプトに dir a ： と入力してから迂 nter 靖巧します。 

Microsoft Windows オペレーティングシステム 

フ□ッピーディスクを挿入し、スタートボタンをクリックし、マイコンピュータをクリックしてから、フロッピードライブのアイコンをダブルクリックします。 
DellRR プログラム 行します— いずれかのテストに失放する場合. Dell にお巧い合わせください 。 

Q を 意： 綿棒でドライブヘッドをはかなし巧ください。誤ってヘッドがずれてしまい、ドライブが操作できなくなる場合があります。 


I [ドライブをクリーニングします一 巿販のクリーニングキットを使用します。 

警告： この巧の手順を 曲 巧する前に、『システム 情巧 ガイド J のを全上のを意を 参 巧してください。 


フロッピードライブを巧りかしてちま巧 y 付けます一 この手 I 煩の詳細につい " c は、 「 フロッピードライブの取りかし I をき照してください。 
ドライブのエラーメッセージが表示される場合、詳細は 「 エラーメッセージ I をを照して〈ださい。 


CD ドライプの問題 

^ メモ： 高速 CD ドライブの振動は標準的なもので、ノイズを引き起こすこともあります。このノイズはドライブや CD の異常ではありません。 


Windows の音量を RS します一 画面ち下にあるスピーカーのアイコンをクリックします。 

I スライド/く一をクリックし上にドラッグして、音量が上がることを確認します。 

I チェックマークが巧いたボックスをクリックしても、サウンドがミュートに設定されていないか確設します。 

化の C D が再生できるか拍店します 一 CD に問題のないことを確認するため、別の CD を挿入します。 

スピーカーおよびサブウー/\-を巧度します一 「 サウンドとスピーカーの問題 」 を参照してください。 

阳 indows がドライブを巧識しているか巧昆しますー スタート ボタンをクリックして、 マイコンピュータを クリックします。 CD ドライブが一監に表示されない場合、アンチウイル 
スソフトでウイルスチェックをおこない、ウイルスを除去します。ウイルスが原因で Windows がドライブを認識できないことがあります。 

ディスクをクリーニングします一 市販のクリー ニン グキットを使用して〈ださし、。 


CD - RW にまき込みができない場合 


化のプログラムを 巧 じます一 CD-RW ドライブはデータを書きをむとき、一定のデータの流れを必要とします。データの流れが中断されるとエラーが発生します。 CD-RW に書 
き込みを開始する前に、すべてのプログラムを終了してみます。 









































DVD ドライブの問題 


& メモ： 国によってファイル化式が異なるため、お使いの DVD ドライブでは再まできない DVD もあります。 


化の DVD が再生できるか巧涅します一 DVD に問題のないことを確認するため、別の DVD を挿入します。 


阳 indows がドライブを屁識している か 巧おしますー スタート ボタンをクリックして、 マイコンピユータを クリックします。 DVD ドライブが一監に表示されない場合、アンチウイル 
スソフトでウイルスチェックをおこない、ウイルスを除去します。ウイルスが原因で Windows がドライブを認識できないことがあります。 


ディスクをクリーニングします一 市販のクリー ニン グキットを使用してくださし、。 


巧り込みち々のコンフリクトがないか巧店します一 「 ソフト ウ X アおよびハードウエアのお互換性の解み J を 参照して ください。 


ハードドライブの問題 


ハードドライブをテストします一 

Windows XP 一 chkdsk ユーティリティを実行します 0 

1. スタート ボタンをクリックし、 終了ホブシ ヨンを選んで、 再ち »をクリックします。 

2. C : prompt で CD\wi_ndows\coinmand と入力して、<£ nter >$ 巧します。 

3. chkdsk と入力して、 <Enter ホ巧します。 

ユーティリティは、ステータスレポートを巧ぶおよび表示し、ディスク上のエラーを一監表示および訂正します。 

Windows 2000 一 ScanDisk ユーティリティを実行します。 

スタート ボタンをクリックし ファイルをを巧まして 実行をポイントしてから、 0 K をクリックします。 

MS-DOS 

邮-005ブロンプトで3ご刖が5けかは/\-ドドライブ文字）と入力して、迂 nter ぶ巧します。 

DellR 断 プログラムを 実 斤します ー テストがドライブまたはドライブコント□-ラに障害があることを示す場合、 DelH こお問い合わせください 。 

ケーブルのをなを巧坦します一 

1. 電源装置の DC 電源ケーブルが、をドライブのコネクタにしっかり接続されてしぶか確認します。 

2. をドライブのインタフエースケーブルが、ドライブおよびシステム基板にしっかり接結されてし、るか確認します。 

3. コントロールパネルケーブルカ{システム基板にしっかり接続されているか確認します。 

起動ルーチン中に M - ドドライブ動作ライトが点滅しない場合、 Dell にお問い合わせくださし、 。 

ドライブのエラーメッセージが表示される場合、詳細については、 「 エラーメッセージ J を参照してください。 

オペレーティングシステムを含んだブライマリハードドライブが起動しない場合、オペレーティングシステム巧のファイルが壊れている可能性があります。詳細じついては、オペレー 
ティングシステムのマニュアルを参照して〈ださい。 


落とした y 損傷を与えたコンピュータ 

^ 警告： この巧の手順を曲巧する前に、『システム情巧ガイド j の巧を上のを童を参旧してください。 


カードおよぴケーブルの接なをな度します一 


1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントから巧■しまず。10〜20お、待って コンピュータカバー を開きま す。 

2. コンピュータ内部のすべての力ードの接続を確認し、ゆるんだ力ードを取り付けなおします。 

3. ずべてのケーブルが正し〈接続されていること、およびすベてのコンポーネントが所定のコネクタやソケットに正しく装着されていることを確認しまず。 

4. コンピュータカバー を閉じ - コンピュータとデバイスをコンセントに接続してから電源を入れます。 

t Dell 該がブロヴ ラム を 実行します。 


いずれかの教断テストIこ失おした場合- Delll こお巧い合わせ〈ださい 。 


電子メール、モデム、およびインターネットの問題 


■お«のをなを巧なします一 電話線力{モデムのコネクタに接続されてし、るか確認します。（コネクタは緑をのラベルかコネクタの絵巧の横にあります。）電話錬のコネクタを 
モデムにを続する瞭に、カチッと収まったことを確認しまず。 


■括ジャックを巧 e しますー モデムから電話線を取りかし、電話に接統します。電話の発信音を確認します。 


モデムを壁の電巧ジャックへ宙巧を巧します 一 留守番電話、ファックス、サージプロテクタ、または電話線分岐タッブなどが同じ回線に接続されている場合、それらを介さずに 
モデムを壁の電話ジャックに直接接統します。 


化の電おなをな用してみます一 3 メートルレ: 1上 の電話線を使用している場合、短い電話線を試してみまず。 


Modem Helper お断プログラムを実行しますー スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラムを ポイントしてから 、 Modem Helper をクリックします。画面の指示に従つ 
て、モデムの問題を識別し、その巧題を解まします。 (Modem Helper は、すべてのコンピュータで利用できるわけではありません。） 


モデムが Windows ® とぶ信しているか巧篇します一 


1. スタート ボタンをクリックして、 コントロールバ ネルをクリックします。 

2. プリンタとその化のハードウエアを クリックします。 

3. ■括とモデムのオプションを クリックします。 

4. モデム タブをクリックします。 

t モデムの COM ポートをクリックします。 

































6. モデムが Windows と通信しているか確認するため、プロパティをクリックし、 お断 タブをクリックして、 モデムの巧 会をクリックします。 
すべてのコマンドと応答が表示されていればモデムに問題はありません。 


キャッチホン樓化の肢まを保なしますー キャッチホン谜能を解除する番号にチェックマークが巧いているか確認します。次に、一寞でコードをクリックするか、または電話会 
社から提供されたシーケンスを入力します。 


1. スタートボタンをクリックして、コントロールバネルをクリックします。 

2. プリンタとその化のハードウエアを クリックして、 ■おとモデムのオプションを クリックします。 

3. き示されたリストで、接続タイプをクリックしてハイライト表示にします。 

4. ダイヤル情報タブをクリックして、«集をクリックします。 

t キャッチホン機化を解おするための番号 ボックスをクリックして、チェックマークを付けます。 

6. ドロップダウンメニューでお細こするコードを選びます(たとえば、*70)。 

7. 適用をクリックして、 0 K をクリックします。 


インターネットへの巧巧を 巧認 します一 電子メールプログラムの Outlook Express を開き、 ファイルを クリックします。 オフライン 作業の横にチェックマークが付いている場 
合、チェックマークをクリックしてマークをかしてから、インターネットに接続します。 


インターネットを g サービス業を （ ISP ) との契おが巧んでいることを巧おします一 契約に付い订ホ、インターネット接続サービス業者 ( ISP ) にお問い合わせください。 


インターネットをなサービス業を （ ISP ) に巧い合わせます一 契約して し、 るインターネット接続サービス業者く ISP ) にサポ ー H こついてお問い合わせください。 


エラーメッセージ 

メッセージが一監にない場合、オペレーティングシステムまたはメッセージが表示された瞭に実行していたプログラムのマニュアルを参照してください。 


A filename cannot contain any of the following characters : ¥/:*?■<>! — これらの記号をファイル名に使用しないでくださし、。 


A required .DLL file was not found — アプリケーシヨンブログラムに必要なファイルがありません。巧の操巧をおこない、アプリケーシヨンプログラムを削除して巧インスト 
ールます。 


1. スタート ボタンをクリックします。 

2. コントロールバネルを クリックします。 

3. プログラムのを化と削 おをクリックします。 

4. 削除したいプログラムを選びます。 

t 肖り 除 またはを 更と自 1| な ボタンをクリックします。 

6. インストール手順についロホ、プログラムのマニュアルを参照してください。 


Alert ! CPU Fan Not Detected — マイクロプロセッサ;令却フアンが取り付けられていなし、か、巧障していまず。または、システム基板に正し < 按綺されていません。ホ却フアン 
が適切に取リイ寸けられ動作しているか確認します。また、マイクロプロセッサのエアフローカバーが正し〈取りがけられているか巧認します。 「マイクロフロセッサ 1ホを照して〈ださ 
い。 

Alert ! Previous attempts at bootina this system have failed at checkpoint [ nnnn ]. For help in resolving this problem , please note this checkpoint 
and contact Dell Technical SuDDort — 同じエラーによって、コンピュータは 3 回連統して起動ルーチンを終了できませんでした。 Dell に 逢 絡して テクニカルサポートキ旦当者 
にチェックポイントコード ( nnnn ) を伝えてください。 

Alert ! Previous Fan Failures — 前回コンピュータを使用したときに、ファンにエラーがを生しました。換気口力 《 ふさがれていない力、、またはすベてのフアンが正しく取り付け 
られ動巧しているか確認します。 

Alert ! Previous Processor Thermal Failure — 前回コンピュータを使用したとき(こ、マイクロプロセッサが才ーバーヒートしました。換気口がふさがれていないか、または 
すべてのフアンが正し<取り付けられ動作しているか確認します。また、マイクロプロセッサのヒートシンクが正し〈取り付けられているか確認します。 

Alert ! Previous Reboot Was Due to Voltaee Regulator Failure — 前回コンピュータを巧.用したときに、 VRM が巧頃しました。 DelH こ連絡して テクニカルサポートをきけ 
てください。 

Alert ! Previous Shutdown Due to Thermal Event — 前回コンピュータを使用したときに、マイクロプロセッサまたはハードドライブが才ーバーヒートしました。通気孔がふ 
さがれていないか、またはすベてのファンが正常に動作しているか確認します。また、マイクロプロセッサのヒートシンクが正しく取り付けられているか確認します。 

Alert ! Previous Voltaee Failure — コンピュータによって巧用される電圧が限巧値をがえたか、または必要な虽ほ電圧な下になりました。 「電源のを 1 顏 1または 「システム基 
ネ反の問頭 1を参照してください。 

Alert ! System Battery Voltage is l ow — コンピュータバッテリからの電圧が適切ではありません。 「バッ テ U 」 を参照してください。 

Alert ! Unable to Initialize all Installed Memory — 1 つまたは樓おのメモリモジュールが TF し〈巧り付けられていないか不良の巧能件があります。 「メモリの問 頭が きお 
して〈ださい。 

Alert ! Uncorrectable Memory Error Previously Detected … Address xxxxxxxxh , Device RIMM Y — 1 つまたは複数のメモリモジュールが正し〈取り付けられてい 
ないか、不良の可能ながあります。またシステム基板が不良の可能性があります。 「メモ IJ の巧顏 1 または 「シス" テム其祐の問 頭」 を参照してください。 

Attachment failed to respond — フロッピードライブコントローラまたはハードドライブコントローラは、関連するドライブにデータをされません。トラブルシューティングについ 
ては、 「フロッピードライブの巧頭」 または 「ハードドライブの問韻」 を参照してくださし、。 

Bad command or file name — コマンドのスペルが正ししけ、、スぺースを適切な位置に置いた力、、正しいパスちを巧用したか確認します。 

Bad error - correction code (ECO on disk read — フロッピードライブコントローラまたはハードドライブコントローラカ《、修正不能な読み取リエラーを検出しました。トラブ 
ルシューティンヴじついては. r フロッドードうイブの問韻 1まナ-は r ハードドライブの問韻1 奈参照し了<ドみ、， 

Controller has failed — ハードドライブまたはそれに関連するコントローラが不良です。トラブルシューティングについては、「フロッピードライブの問題」または「ハードドライブ 
の問題」を参照してください。 


Data error — フロッピードライブまたはハードドライブがデータを読み取れません。 


I Microsoft ® 伽 ndows ® オペレーティングシステムの場合、 chkdsk ユーティリティを実行して、フロッピードライブまたはハードドライブのファイル構造を調べます。 
I 别のオペレーティングシステムの場合、該当するユーティリティを実行します。 


これらのユーティリテイを実行するには、ホペレーテイングシステムのマニュアルを参照してください。 


Decreasing available memory — 1 つまたは複数のメモリモジュールが不良力、、正し〈取り付けられていない可能性があります。 


I メモリモジュールを取り付けなおし、必要に応じて、メモリモジュールを交換します。 
I 追加のトラブルシューティングについ口ま、「メモリの問題」を参照.してください。 


Diskette drive 0 seek failure — ケープルがゆるんでいる力、、コンピユータ設定情報がハードウエア構成と一致していない可能性があります。トラブルシユーティングについ 
ては、 「 フロッピードライブの巧頭 I 东き照して〈ださい。 


Dis い tte read failure — フロッピーディスクが不良力、、ケーブルがゆるんでいる可能性があります。 


I ドライブライトが点'灯する場合、别のディスクを試してみます。 

I トラブルシューティングについては、「フロッピードライブの巧題」を参照してください。 

















































Diskette subsystem reset failed — フロッピードライブコントローラが不良の可能性があります。 Dell 誇がプログラム を 実行します。 

Diskette write protected — フロッピーディスクカ;'書き込み巧護 I こなっています。書き込み保護ノッチを才ープン位置 I こスライドします。 

Drive not ready — フロッピーディスクがドライブ巧じありません。フロッピーディスクをドライブに挿入します。 

Gate A20 failure — 1 つまたは複数のメモリモジュールが不良力、、正しく取り付けられていない可能性があります。 

I メモリモジュールを取り付けなおし、必要に応じて、メモリモジュールを交換します。 

I 追加のトラブルシューティングについ订ま、「 メモリの巧頭 I ををおしてください。 

General failure — オペレーティングシステムがコマンドを実行できません。通常、このメッセージの後ろ I こは具なめな情報が付きます（たとえば 、 Printer out of paper 
ヴリンタの用紙がありません])。適切な化置をおこなって、問題を塔みします。 

Hard- disk configuration error — 


Hard- disk controller failure — 


Hard-disk drive failure — 

ドドライブが初期化をおこなえませんでした。 

I Dell 該断プログラム を実行します。 

I トラブルシューティングについては、「 ハードドライブの問頭 I を参照して〈ださい。 


Insert bootable media — オペレーティングシステムが起動できないフロッピーディスクまたは CD から起動しようとしています。起動フロッピーディスクまたは CD を巧入します。 


Invalid configuration information - please run SETUP program — コンピュータ設定情報がハードウエア構成じ合っていません。 セットアップユーティリティを起動し > 
コンピュータ設是情報を修正します。 


Keyboard Controller Failure — 


KeyBoard Stuck Key Failure — 


Keyboard failure — 


ケーブルまたはコネクタにゆるみがある力、、キーボードまたはキーボード/マウスコントローラが不良の可能性がありまず。 r キーボードの問頭 I ホをおしてくださし、。 


Memory address line failure at address, read value expecting value — メモリモジユールが不良か、正し<取り付けられていない可能性があります。メモリモジユー 
ルを取り付けなおし、 必要に応じて、メモリモジュールを交換します。追加のトラブルシューティングについ订ま、 「メモリの巧覇 I をを照してください。 


Memory allocation error — 実行しようとするソフトウェアカ<、オペレーシヨンシステム、その他のプログラム、またはユーティリティとコンフリクトしています。 

1. コンピュータの電源を切り、30巧待ってから再起動しまず。 

2. 再度プログラムを実行してみまず。 

3. 再度エラーメッセージがき示される場合、追加のトラブルシューティング情報については、ソフトウェアのマニュアルを参照して〈ださし、。 


Memory data line failure at address, read value expecting value — 

Memory double word logic failure at address, read value expecting value — 

Memory odd/ even logic failure at address, read value expecting value — 

Memory write/ read failure at address, read value expecting value — 


メモリモジュールが不良力、、正し<取り付けられていない可能性があります。メモリモジュールを取り付けなおし、必要に応じて、メモリモジュールを交換します。追加のトラブルシ 
ューティングについては、「 メモリの問題 」を参照してください。 


Memory size in CMOS invalid — コンピュータ設定情報に記録されているメモリ量力{コンピュータに実際取り付けられているメモリと一致していません。コンピュータを再起動 
します。エラーメッセェージが!！巧き示される場合. Delll こお巧い合わせください 。 追加のトラブルシューティングについては、 「 メモリの問顏 I を参おして〈ピさい。 


No boot device available — コン ピュータカ{フロッピーディスクまたはハードライブをお出できません。 


I フロッピードライブが起動デバイスの場合、起動フロッピーディスクがドライブに挿入されているか確認しまず。 

I ハードドライブが起動デバイスの場合、ドライブが適切に装着されており、起動デバイスとして区分(パーティシヨン)されていることを確認します。 
I セットアップユーティリティをお動し -起動順巧の情報が正しいことを確認します。 


No boot sector on hard- disk drive — 


I セットアップユーティリティのコンピュータ設定情報が間違っている可能性があります。 セットアップユーティリティをお動し .ハードドライブのコンピュータ設を情おが正しし、 
ことを巧設します。 

I セットアップユーティリティの情報が正しいことを巧設したあともメッセージがき示される場合、オペレーティングシステムが壊れている可能性があります。オペレーティング 
システムを再インストールします。再インストールの情報は、オペレーテイングシステムのマニュアルを参照.してください。 


No timer tick interrupt — システム基キ反上のチップが誤動作している可能性があります。 Dell 該断 プログラムを 実巧します。 


Non- system disk or disk error — ドライブ A のフロッピーディスクまたはハードドライブに起動オペレーティングシステムカ《インストールされていません。起動オペレーテイン 
グシステムの入ったフロッピーディスクと交換する力、、ドライブ A からそのフロッピーディスクを取り出してコンピュータを再起動します。 


Not a boot diskette — 起動オペレーティングシステムがインストールされていないフロッピーディスクから起動しようとしています。起動フロッピーディスクを挿入して〈ださし、。 


Not enough memory or resources. Close some programs and try again — あまりじをくのプログラムを開いています。すべてのウィンドウを閉じ、使用したいプログ 
ラムを開きます。場合によつては、コンピュータを再起動してコンピュータリソースを復元する必要があります。その場合、使用したいプログラムを最柳こ実行してみます。 


Operating system not found — De 川こお巧い合わせください 。 


Please Connect USB Keyboard/Mouse to USB Ports on the Back of the Computer — USB キーボードとマウスの両方またはどちらかを、 コン ピュータ背面の USB 



































コネクタに接続する必要があります。コンピュータの電源を切り、 USB キーボードとマウスの両ちまたはどちらかをコンピュータ背面の USB コネクタじ接続し、コンピュータを再起動 
します。 


Plug and Play Configuration Error — 1 枚またはお数の力ードを設定中に問題がを生しました。 

1. コンピュータの電源を切り、コンセントから取りかしまず。巧に、力ードを1なだけ残してすべて取りかします。 

2. コンピュータのブラグを差し込み、再起動します。 

3. メッセージが表示される場合、取り付けられている力ードが誤動作している可能性がありまず。メッセージが再度き示されない場合、コンピュータの電源を切り、別の力ード 
を1枚挿入しまず。 

4. 誤動作している力ードカホかるまで、この手1頃を繰り返します。 

Read fault — オペレーティングシステムがフロッピーまたはハードドライブからデータを読み取れません。ディスク上の特定のセクタがちつからなかった力、、要求されたセクタが 
不良です。トラブルシューティングについては、 r フロッピードライブの問頭 ほ卜は r ハードドライブのお頭 ホき照してください。 

Requested sector not found — オペレーティングシステムがフロッピードライブまたはハードドライブからデータを読み取れません。ディスク上の特定のセクタが見つからな 
かったか、要求されたセクタが不良です。トラブルシューティングについては、 「フロッピードライブの巧頭1 または r ハードドライブの巧頭」 を参照してください。 

Reset failed — ディスクのリセットじ失敗しました。トラブルシューティングについては、 「フロッピードライブの頭」 または 「/\-ドドライブの巧照 1を参照してください。 

Sector not found — オペレーティングシステムがフロッピードライブまたは M — ドドライブ上のセクタを横出できません。 

1 Windows のエラーチェックユーティリティを実行して、フロッピーディスクまたはハードドライブのファイル構をを調べます。手順については、 Windows のヘルプを参照して< 
ださい。 

1多 < のセクタに障害カホる場合、可能であればデータをバックアップし、フロッピードディスクまたはハードドライブを再フォーマットします。 

Seek error — オペレーティングシステムがフロッピーディスクまたはハードドライブ上の特定のトラックを検出できません。トラブルシューティングについては、 T フロッピードライ 
ブの問顏 1または r ハードドライブの巧頭」 を参照して〈ださい。 

Shutdown failure — システム基板上のチップが誤動作している可能性があります。 Dell 診断ブロヴぅム ホ車巧します。 

The file being copied is too large for the destination drive — コピーしようとしているファイルは、ディスクじ巧巧するには大きすぎます。ファイルををのディスクじコ 
ピーするか、容量の大きなディスクを使用します。 

Tim 卜〇卜 dav clock stoDoed — バッテリカ<機能してし、ない可能性があります。 セットアップユーティリティを超動し、 日時を訂正します。問頭が齡夫しない場合、 Delll こおを 1い 
合わサ〈ドさい。 トラブルシューティングの詳細につい订ホ、 r バッテリの問頭」 を参照してください。 

Tim 卜 of-dav not set — セットアップユーティリティじな持されている時間まわは日付がコンピュータクロックトー致していまサん。 セットアップユーティリティホお動し. Date お 
よび Time オプションを修正します。 

Timer chip counter 2 failed — システム基板上のチップが誤動作している可能性があります。 Dell 診断ブ □グラムを 実巧しまず。 

UnexDected interruot in wotected mode — キーボードコントローラが誤動巧している力、、メモリモジュールがゆるんでいる可肯ち性があります。 Dell 該断 プログラムを 実巧 
します。 

WARNING ; Dell's Disk Monitoring System has detected that drive [0/1】 on the [ primary/secondary ] EIDE controller is operating outside of 
normal specifications . It is advisable to immediately back up your data and replace your hard drive by calling your support desk or Dell — ネリ巧起 
動中に、ドライブがエラーを生の可能性を埃出しました。 

1コンピュータが起動を終了したら、ただちにデータのバックアップをとり、ハードドライブを交換します。 

1 すぐに利巧できる夕巧巧のドライブがむ <. そのドライブが巧一の巧動ドライブではない場合.セットアップユーティリティをお動し.該当するドライブの說ホを None にをずし 
ます。巧にドライブをコンピュータから取りかします。 

Write fault — ナペレーティングシステムがフロッピードライブまわはハードドライブにデータホ書きみめまサん。トラブルシューティングじついては. r フロッピードライブの問題 | 
または 「ハードド' ライブの問顏」 を参照してください。 

Write fault on selected drive — オペレーティングシステムがフロッピードライブまたはハードドライブにデータを書き込めません。トラブルシューティングについては、 「フロ 
' vK - ドぅイブの巧賴」 または 「ハードドぅイブの問 頭」 を参照してください。 

x ：¥ is not accessible . The device is not ready — フロッピードライブがディスクからデータを読み取れません。フロッピーディスクをドライブに巧入し、再度試してみま 
す。 


一般的な問題 

コンピュータの反応が停止した巧合 

コンピュータの ■ 巧を切 y まずー コンピュータがロックして、キーボードのキーを押してもマウスを動かしてもコンピュータが応答しない場合、コンピュータの電源が切れるまで、 
電源ボタンを8~10抄な上押し続けます。巧に、電源ボタンを再度押して、コンピュータの電源を入れます。オペレーティングシステムのシャットダウンが実巧できない場合、データ 
を消失するをれがあります。 

プログラムが応答しなくなった巧合 


プログラムを洽 7 します一 


Windows ® XP^Windows 2000 


1. < arl >< Shiftxfsc >$ 同時に巧します。 

2. アプリケーシヨンを クリックします。 

3. 応答しな〈なったプログラムをクリックします。 

4. タスクのお 了をクリックします。 


プログラムが繰り返し壊れる巧合 


& メモ： ソフトウェアには、通常マニュアルの中やフロッピーディスクまたは CDI こインストール手順が収録されています。 


ソフトウェアのマニュアルを巧 g します一 を〈のソフトウェア製造元は、問題を解みするための情報をウェブサイトに載せています。ブログラムが、適切にインストールされ、 
正しく設定されているか確認します。必要に応じて、プログラムをアンインストールしてから再インストールします。 
















































な前の Windows オペレーテイングシステム用に設計されているプログラムの巧合 


Windows XP をお巧いの場合、プログラム互換をウイザードを実行します一 


Windows XP には 、 Windows XP オペレーティングシステムとは異なるオペレーティングシステムに近い環境で、プログラムが動巧するよう設定できるブログラム互換性ウイザードが 
ありまず。 


1. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラムーアクセサリと ポイントしてから、 プログラム互換せウイ ザードをクリックします。 

2. ようこそ画面で、々へをクリックします。 

3. 画面の指示に従います。 


面の表示が青一色になった巧合 


コンピュータの■巧を切 y まずー キーボードのキーを巧してもコンピュータが応きしない場合や正常なシャットダウンカ巧きない場合、コンピュータの電源が切れるまで、電源 
ボタンを日〜10抄な上巧し続けます。電源ボタンを再度巧して、コンピュータを再起動します。 chkdsk プログラムは、起動プロセス中に自動のに実行されます。画面の指示 I こ従い 
ます。 


その他のソフトウ X アの問題 


トラブルシューティング情巧について、ソフトウェアのマニュアルを巧ちするかソフトウェア製る元に巧い合わせます 


すぐにお使いのファイルのバックアップを作巧しますー コンピュータに CD - RW ドライブまたは zip ドライブが搭載されている場合、バックアップ巧成の手顺こついては、ドライブ 
のマニュアルを参照してください。 


データを入力する巧にエラーがちきなかったかな e しますー プログラムじ付属のマニュアルを参照して、入力する値または文字がち巧であるか確認します。 


ウイルスをチェックしますー ウイルス検出ソフトを使ってフロッピーディスクや CD をチェックします。 


コンピユータを再ち動します一 作業中のすべてのファイルを保存してから閉に、開いているすべてのプログラムを終了します。次に電源ボタンを巧さずに、 スタートメニ ユーか 
らコンピュータをシャットダウンします。そうしないと、データを消失するをれがあります。 


互み性を巧 K します一 


I プログラムがお使いのコンピュータにインストールされているオペレーティングシステムに対応していること、およびコンピュータがソフトウェアを実巧するのに必要な最小要 
件を満たしていることを確認します。詳細じついては、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。 

I 必要に応じて、プログラムをアンインストールしてから再インストールします。 


プログラムが正し<インストールおよぴ投をされているか巧昆しまず 一 詳細については、ソフトウェアに付属のマニュアルを参照してください。必要に応じて、プログラムをア 
ンインストールしてから再インストールします。 


Dell おがプログラムをミ行します一 すべてのテストが正常に終了したら、不具合はソフトウェアの問題に関なしてし、ます。 


デバイスドライバのコンフリクトを巧 B します一 

I プログラムのデバイスドライバが、ブログラムとコンフリクトしていないか確認します。 
I ソフトウ X ア製造元のテクニカルサポートへお問い合わせください。 


その他の巧術的な問題 


Del サポートウェブサイトへアクセスします一 

-般的な使用方ま、 インストール、およびトラブルシューティングに関するご質問については suppo け. jp . dell.com にアクセスします。サポートウェブサイトでは、お客様の没に立つ 
様々なツールを用意しています。ウェブサイトの詳細については、 r お巧いのコンピュータに閨する情祝のお索 I ホをおしてください。 

Dell へ電巧で巧いをわせます 一 Dell サポ~トウェブサイトまたは E メールサポートで巧題が解みしない場合、 De りに連絡して テクニカルサポートを受けてください。 


ハードウ X ァの一般的な問題 

コンピュータが次の迈巧の1つまたは複数を示してし、る場合、デバイスのコンフリクトが発ちしてし、る可能性があります。 
I 特定のデバイスを使用してし、る場合.賴コンピュータが"ンヴまたはロックします。 

I 贾近追加したデバイスが動作しません。 

I パリティがち効なコンピュータでメモリパリティエラーが発まします。 

I サウンドカードがノイズを発したり、その他の問題を示していまず。 

I プリンタから意味不明な文字が印刷されます。 

I マウスポインタが動かない、または「小刻みに J 動きます。 

I システムが最大の性能で動作していないことを示すメッセージが表示されます。 

I 巧確な理由がないのに、エラーが起こったり、ブログラムがクラッシュします。 

I モニタに何も表示されません。 


ft 巧増投したハードウエアを巧り外してコンフリクトが解巧するか庙 e しますー ハードウエアを取り外すとコンフリクトが解みする場合、設定とトラブルシユーティングの手順 
じついては、ハードウエアのマニュアルを参照して〈ださい。それでも問題が解ましない場合、ハードウエアの製造元にお問い合わせになり、テクニカルサポートを受けて〈ださし、。 


トラブルシューテイングの括巧については、ホべレーテイングシステムのマニュアルを巧店してください 


割 y 込み要ホのコンフリクトがないか巧おします 一 「 ソフトウェアおよびハードウ X アの非互換性の解み 」 を参照してください。 























IEEE 1394 デバイスの問題 


& メモ： Windows ェクスプローラを調べて、デバイスがドライブとして表示されているか確認します。 


IEEE 1394デバイスを巧 K します一 IEEE 1394デバイスカ 《 適切にコネクタに巧入されているか確設します。 


IEEE 1394デバイスが Windows ゆによ つて gat されているか巧なします一 


1. スタート ボタンをクリックします。 

2. コントロールパネルを クリックします。 

3. プリンタと子の化のハードウエアを クリックします。 


IEEE 1394デバイスが一監に表示されている場合、 Windows はデバイスを設識していまず。 


Dell から度入した IEEE 1394デバイスに枯坦がをる場合一 Dell にお問い合わせください 。 


Dell 化かから巧入し灯 EEE 1394デバイスに巧 H がある場合一 IEEE 1394デバイスの製造元にお問い合わせください。 


キーボードの問題 

レ: TF の于 エック ホ完了し. 該断 チェック リスト に 化きま I 頁を記入してください。 


コンピュータを再ち動します 一 


I マウスが機能している場合、スター トメ ニューからコンピュータをシャットダウンしますコンピュータがシャットダウンしたら、電源ボタンを巧してコンピュータを再起動します。 
I キーを}甲したり、マウスを動かしてもコンピュータが厉応しない場合、コンピュータの電源が切れるまで、8〜10抄な上電源ボタンを押します。電源ボタンを再度}甲して、コン 
ピュータを再起動します。 


キーボードケーブルを度します 一 


I キーボードケーブルがコンピュータにしっかり接続されているか確認します。 

I キーボードケーブルがコンピュータにしっかり接続されているか確認します。 

I ケーブルコネクタが曲がっていないか、ピンが壊れていないか、またはケーブルが損傷を受けていないか、擦り切れていないか確認します。曲がったピンをまっすぐ I こしま 
す。 

I キーボード延長ケーブルを取り巧し、キーボードを直接コンピュータに接続します。 


キーボードをテストします 一 正常に钱能している他のキーボードをコンピュータに接続し、使巧してみます。おしいキーボードが健能する場合、元のキーボードが巧障していま 
す。 


キーボードのスイッチお定をな B しますー スイッチ設定は、キーボードのき面またはパネルの裏側にあります。スイッチが PS /2、 Enhan£ed XT / AT 、 または PC / AT に設 
定されているかお認します。推奨されている設定についロホ、キーボードのマニュアルを参照して〈ださい。 


Dell お断プログラム実行します一 いずれかの該断テスト[こ失故した場合. Dell じお間い合わせ〈ださい。 


割り込み要ホのコンフリクトがないか巧涅しまず 一 「 ソフトウェアおよびハードウェアのホ互換性の觸決 J をを照してください。 


メモリの問題 

A 警告： この巧の手順を曲巧する前に、『システム情巧ガイド J のをを上のを意を参旧してください。 


メモリ不足を示すメッセージが表をされる場合一 


I 作業中のすべてのファイルを保存してから閉じ、使用していない開いているすべてのプログラムを終了して、問題が解まするか調べます。 

I プログラムを実行するのに十分なメモリがコンピュータに搭載されているか確認します。メモリの最小宴件について、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。必要な 
場合、増設メモリを取リイ寸けます （「メモリ.」 を参照、）。 

I メモリモジュールを装着しなおし （ r メモリ」を参照）、コンピュータがメモリと正常に通信してし N るか確認します。 

I コンピュータを再起動します。 

I Dell 該断プログラム ホ実行します。いずれかの訟断テストに失故した場合. Delll こお巧い合わせ〈ださい 。 


その他の巧《が発生する場合一 


I メモリモジ ュー ルを装着しなおし （ r メモ山を参照）、コンピュータがメモリと正常にる信しているか確認します。 
I コンピュータを再起動します。 

I Dell 該断ブログラム を実行します。いずれかのを断テストに失がした場合、 Dell にお巧い合わせください 。 


マウスの問題 


な下のチェックを完了し、 診がチェック リストに 必要事巧を記入してください。 


コンピュータを再を動します一 

1. < arlxEsc ホ同時に巧して、 スタートメニ ューを表示します。 

2. U と入力してからキーボードの矢印キーを巧して、 シャットダウン または 電源を巧る を選択し、 < Enter 钟一を巧します。 

3. コンピュータの電源が切れた後、電源ボタンを巧してコンピュータを再起動します。 


マウスケーブルを巧 K します一 






























I ケーブルコネクタが巧がっていないか、ピンが壊れていないか、またはケーブルが損傷を受けていないか、擦り切れていないか確認します。曲がったピンをまっすぐ I こしま 
す。 

I ケーブルがコンピュータにしっかり巧統されているか巧設します。 

マウスをテストします一 正常に磯能している他のマウスをコンピュータに巧統し、使用してみます。新しし巧ウスカ 《 機能する場合、元のマウスが巧镇しています。 


マウスの投をを巧認しまず一 


Windows ® XP 


1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールバネルを クリックして、 プリンタとその化のハードウ エアをクリックします。 

2. マウスを クリックします。 

3. 詰定を調整します。 


Windows 2000 


1. スタート ボタンをクリックし、肢定をポイントして、 コントロールパネルを クリックします。 

2. マウス アイコンをダブルクリックします。 

3. 語定を調整します。 


PS /2 マウスを巧巧している場合 


1. セットアップユーティリテ ィをお動 し . Integrated Devices ホプシヨンの Mouse Po け力ぶ n に設定されているか確認します。 

2. セットアップユーティリティを終了し、コンヒュータを再起動します。 


マウスドライバをちインストールします一 「ドライバ」 を参照してください。 


Dell お断プログラムを実行します 一 いずれかのを断テストに失故した場合、 DelH こお問い合わせ〈ピさい 。 


割 y 込み要求のコンフリクトがないか巧唐しまず 一 「 ソフトウェアおよひ‘ハードウ X アのが互巧化の解み I をき鹿してください。 


ネットワークの問題 


ネットワークケーブルを巧を隹 B しますー ネットワークケーブルが、コンピュータ背面のネットワークコネクタとネットワークジャックの両方にしっかり挿入されているか確認し 
ます。 

コンビュータ背面のネットワークインジケータを巧おします 一 

インジケータが点灯しない場合、ネットワークと通信していないことを示しています。ネットワークケーブルを交換してみます。 



コンピュータを再ち面!して、ネットワークにログインしなおしてみます 


ネットワークの投をを巧認しますー ネットワーク管理者またはネットワーク構築まに連絡して、ネットワークの設定が正しし、か、またネットワークが正常に磯能しているか確認 
します。 


割り込み要ホのコンフリクトがないか巧屋します 一 「 ソフトウェアおよびハードウェアのか互換性の間み J をを照してください。 


電源の問題 

^ 警告： この巧の手頭を開始する前に、『システム情巧ガイド J のを全上のを意を参旧してください。 
レ: TF の于エックホを了し. 該陆チェック リスト に 化をま I 頁を記入してください。 


■巧のプロバティを MS しますー コンピュータは、スタンバイモードか休止が態モードに入っている可能性があります。省電カモードの情報については、オペレーティングシス 
テムの マニュアルを 参照して〈ださい。 


■巧ライトがみをで、コンビュータが巧备しない場合一 「訖節ライト J を参照してください。 


■巧ライトが巧を に 点滅している場をー コンピュータは、スタンバイモードに入っています。キーボードのキーを巧すか、マウスを動かして通常の動作に房します。 


■巧ライトカリ5巧していない場合ー コンピュータは、電源が切れているか電力が供給されていません。 


I 電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの両方にしっかりと装着しなおしまず。 

I コンピュータが電源タップに接続されている場合、電源タップがコンセントに接統され電源タップがオンになってし N ることを確設します。 

I 電気スタンドなどの別のデバイスをほって、コンセントが襟能しているか確認します。 

I 電源保護装置、電源タップ、延長電源ケーブルなどをお使いの場合、それらを取りがしてからコンピュータに電源が入るか確設します。 
I メイン電源ケーブルがシステム基椒こしっかり接続されているか確認します。 

I 正面パネルケーブルがシステムぶ板にしっかり接続されているか確認します。 

I 問題が解決しない場合、 Dell じぶ閲い合わせくだも、。 


■巧ライトが g をとなをの 場合ー コンピュータに電力は供給されているが、内部電力に問題力{ある可能性があります。 

I 電圧選キ尺スイッチの設定が、ご使用の地域の AC 電源じ一致しているか確認します。 

I マイクロプロセッサの電源ケーブルが、システム基楓こしっかり接続されてしぶか確認します。 

I 問題が解決しない場合、 Dell じ お問い合 わせ〈ださい。 









































■巧ライトが » をに点なしている 場合ー コンピュータに電力は供給されているが、内部電力に問題がある可能性があります。 


I マイクロプロセッサの電ミ原ケーブルが、システム基楓こしっかり接続されてしぶか確認します。 
I 問題が解決しない場合、 Dell じぶ間い含水せくだを、。 


■巧ライトが Ifi をに 点巧している場合ーデバイス カ巧吳動イ乍しているか、正しく取リイ寸けられていない可能性があります。 


I メモリモジュールを取りかしてから取り付けます。 

I すべてのカードを取りかしてから取り付けます。 

I ビデオカードがある場合、ビデホカードを取りかしてから取り付けます。 
I 巧頭が解みしない場合. Dell じお問い合わせ〈ださし、 。 


干渉を解 ミ 肖します一 同じ回路に接続されている、あるいはコンピュータの近<で動作している電気機器が干ミホを起こすことがあります。干渉のその他の原因には、次のものがあ 
ります 


I 電源延長ケーブル 
I キーボードおよびマウス延長ケーブル 
I 電源タップにあまりじを〈のデバイスが接続されている 
I 同じコンセントじ複数の電源タップが接続されている 


プリンタの問題 

じ メモ： Dell では、プリンタの保託はおこなっていません。プリンタのテクニカルサポートが必要な場合、プリンタの製造元じお問い合わせ〈ださい。正しい電話番号じついては、プリンタのマニュ 
h アルを参照してください。 


プリンタのマニュアルを巧認しますー セットアップおよびトラブルシューティングの情報じついては、ブリンタのマニュアルを参照して〈ださい。 
プリンタの■巧が入っているか巧店し ます一電源 ボタンの情報については-プリンタのマニュアルを参障.してくださし、。 

ケーブルのをなを巧皮します一 

I ケーブル接統の情報じついては、プリンタのマニュアルを参照してください。 

I プリンタケーブルカけリンタとコンピュータにしっかり巧続されているか確認します。 

コンセントをテストします 一 電気スタンドなどの别のデバイスを巧って、コンセントが機能しているか確認します。 


プリンタが Windows ® によつてされているか谊おします一 


Windows XP 


1. スタート ボタンをクリックします。 

2. コントロールバネルを クリックします。 

3. プリンタと子の化のハードウエアを クリックします。 

4. インストールされているプリンタまたは Fax プリンタをを示するを クリックします。 


プリンタが一黄き示されている場合、プリンタアイコンをちクリックします。 


t プロパティを クリックし、 ポート タブを選びます。パラレルプリンタの場合、 巧巧!先のポート が LPT 1 : プリンタポート に設定されている力、確認しまず。 USB プリンタの 
場合、 巧財先のポートが USB に設定されていることを確認します。 

Windows 2000 

1. スタート ボタンをクリックし、 投をを ポイントして、 プリンタを クリックします。 

ブ J ンタが一黄表示されてしぶ場合、プリン》アイコンをちクリックします。 

2. プロパティを クリックして、 ポートタブを 選びます。パラレルす J ンタの場合、 印用先のボート が LPT 1: ヴリンタポート） に、設定されているか確認します。 USB プリン 
夕の場合、 巧田ホのポート が USB に設定されているか確認します。 


プリンタドライバを再インストールしまず一 手順については、プリンタのマニュアルを参照して〈ださい。 


シリアルまたはパラレルデバイスの問題 

お下のチェックを完了し、 診断チェック リスト に 必要事項を記入してください。 

^ メモ： プリンタに問題力吨る場合、「プリンタの問題」を参障.してください。 


デバイスのマニュアルを巧度しますー トラブルシューティングの手順については、デバイスのマニュアルを参照してください。 


デバイスの■巧が入っているか在 K しますー デバイスの電源ボタンをしっかり巧しまず。 


デバイスケーブルのを巧を巧泛しますー コネクタが曲がっていないか、ピンが壌れていないか確認します。（ほとんどデバイスのケーブルコネクタは、通常ピンが欠けていま 
す。）デバイスケーブルがコンピュータにしっかり巧統されているか確認します。 


デバイスケープルをテストしますー デバイスの ケー ブルを正常に機能してし 巧ケー ブルと交換します。 


コンセントをテストします一 電気スタンドなどの别のデバイスを巧って、コンセントが機能しているか確認します。 


干ホを解おします 一同じ回路に接続されている、あるいはコンピュータの近<で動作している干;'歩の原因と考えられる電気機器を探します。干;’歩のその他の原因を取り除きま 
ず。 


I 電源延長ケーブル 


























I キーボードおよびマウス延長ケーブル 
I 電源タップにあまりじを〈のデバイスが接続されている 
I 同じコンセントに複数の電源タップが接続されている 


オプション投まを巧度します一巧 奨されている話定については、デバイスのマニュアルを参照してください。次に. セットアップユーテリティをお動し . Integrated Devices ホ 
プシヨンの設定に進みます。 Serial Po け設定(シリアルデバイスの場合)または Parallel Po け設定（パラレルデバイスの場合）が、巧奨されている設定と一致しているか確認し 
ます。 


ソフトウェアのマニュアルを巧涅します一 持定のソフトウェアで問題が発生する場合、推奨されているシリアルポートまたはパラレルポート設定について、ソフトウェアの マニュ 
アルを参照してください。ポートの設定が、推奨されている設定と一致しているか確認します。 


DellRiff ブロヴラムホホ行しますー テストが完了しない場合. Delll こお巧い合わせ < ださ L 、。 


デバイスをテストしますー デバイスを正常に谜能している比較可能デバイスと交換します。 


サウンドとスピーカーの問題 

む下の チェック をち了し. 診断 チェック リスト に 必軍事項を記入してください。 

スピーカーから 音がしないち合 

^ メモ： MP 3 プレイヤーの音量調節は、 Windows ® の音量調節より擾先されることがあります。 MP 3 の音楽を聴いてし、た場合、プレイヤーの音量が+かか確認してください。 


スピーカーケーブルの巧なを巧昆しますー スピーカーに付属のセットアップ図に示すように、スピーカーカ唯続されているか確認します。 


サブウーハーおよびスピーカーの■巧が入って いるか 巧泛 しますー スピーカーに 付属のセットアップ図を参照して〈ださい。 スピーカーに ボリ ュームコントロールが 付いて 
し、る場合、音量、ほ音、または高音を調整して音のひずみを解消します。 


Windows のボリュームコントロールを MS します一 画面のち下隅のスピーカーアイコンをクリックまたはダブルクリックします。音量が上げてあり、サウンドがミュートに設定 
されていないかお詔します。 


ヘッドフホンをヘッドフォンコネクタから巧 y かしますー ヘッドフォンがコンピュータの正面パネルヘッドフォンコネクタに巧統されている場合、スピーカーからのサウンドは自動 
的にお効になります。 


コンセントをテストします一 電気スタンドなどの别のデバイスを巧って、コンセントが機能しているか確認します。 


をこりうる干ホを解 ミ 肖します一 近くのファン、堂光巧、またはハロゲンランプの電源を切り、干;’歩を調べます。 


スピーカーのお断プログラムを実行します 一し、くつかのスピーカーシステムには自己該断プログラムがあります。診断プログラムの手順については、スピーカーのマニユア 
ルを参照してください。 


ナーデイオ（サウンド）ドライバを更インストールします一 r ドライバ J をき睹丄て〈ださい。 


デバイスのオプションおまを巧 B しますー セットアップユーティリティを起動し . Integrated Devices オプションの Sound 力 《 0 n じ設定されているか確認します。セットアッ 
プユーティリティを終了し、コンピュータを再起動します。_ 

Dell お断プログラムを実行します一 

I テストが正常にお了した場合、コントローラは正常に磯能しています。 

I 巧頭が解みしない場合.またはテストカ{正常に完下しない場合. Dell にお問い合わせ<ピさい 。 

割 y 込み要ホのコンフリクトがないか巧おします 一 「 ソフトウェアおよぴハードウエアのホ互 梅 I 件の 稱ミ尖 I をき鹿してください。 


ヘッドフォンから音がしない 


ヘッドフォンケーブルの巧巧を巧 B しますー ヘッドフホン ケー ブルがヘッドフォン コネクタに しっかり接続されて L 、 るか確認します。 


阳 indows のポリュームコントロールを WS します一 画面のち下隅のスピーカーアイコンをクリックまたはダブルクリックしまず。音量が上げてあり、サウンドカ《ミュートじ設定 
されていないか確認します。 


デジタルモードを無巧にします一 CD ドライブがデジタルモードで動作している場合、お使いのヘッドフォンを機能しません。デジタルモードを無細こするには、巧の手順を実行 
します。 


1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールバネルを クリックして、 サウンド、音声、およびホーデイオデバイスを クリックします。 

2. サウンドと才ーデイオデバイスを クリックします。 

3. ハードウエア タブをクリックします。 

4. CD ドライブのを前をダブルクリックします。 

I ； プロ/《テイ々づ を/ 711 ック I ます 

6!この C D-ROM デパイス用のデジタル C D 才ーデイオを有効にする ボックスのチェックをかします。 


システム基板の問題 

巧のチェックを完了し、 藍画チェック リストに必要事項を記入してくださし、。 

|[〇611 杉断プログラムを実行しますー コンピュータを苗お動し. D ell 診断プ ロヴ ラムを 実巧します。いずれかのテストに失敗した場合、 Delll こお巧い合わ せください。 

A 警告： この巧の手順を拥姑する前に、『システム情巧ガイ刊のを全上のま意を参おしてください。 


■巧ち 置 ケーブルのを巧を巧 e します一 

1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントからがします。 1 Q 〜20妙待って コンピュータカバーを開きます。 

2. 電源装置の電源ケーブルが、システム基板上のコネクタにしっかり接続されているか確認します。 

3. コンピュ~タカバ~を閉じ - コンピュータとデバイスをコンセントに接続してから電源を入れます。 


r 力ードの旧& のすベてのチェック禀 g を巧6します 


r 年ーボードの旧 gj のすベてのチェック禀 a をま行します 











































A 警吿： この巧の手順を拥おする前に、『システム情巧ガイド Jl のま全上のを意を参巧してください。 


バッテリを巧 y 付けなおします一 

1. コンピユータとデバイスの電源を切り、コンセントからがします。10〜20抄待ってコンピユータを開きます。 

2. バッテリを取りがし、5被待ってからバッテリを取り付けまず。 

3. コンピュータカバーを閉じ、コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


それでも問題が解みしない場合. Dell に左固いをわせ〈ださい。 


^ 警吿： この巧の手順を曲巧する前に、『システム情報ガイド JI のを全上のを意を参おしてください。 


メモリモジュールを巧 y 付けなおします一 


1. コンピュータとデバイスの電源を切り、コンセントから巧しまず。10〜20お、待って コンピュータカバー を閑きま す。 

2. システムさあから離れるように電源装置を動かします。 

3. メモリモジュールを取り付けます。 

4. コンピュ~タカバ~を閉じ - コンピュータとデバイスをコンセントに接続してから電源を入れます。 


き示された RAM の数値がコンピュータじ実おに取リイ寸けられたメモリ容量と一致していない場合. Dell にお巧い合わせください 。 


ビデオとモニタの問題 

レ ITF の チェック をち了し. 診断 チェック リスト に 必軍事項を記入してください。 

画面に何も表示されない場合 

& メモ： トラブルシューティングの手順については、モニタのマニュアルを参照してください。 


モニタの電巧ライトを巧 B します一 電源ライトが消えてし巧場合、ボタンをしっかり巧して、モニタに電源が入っているか確認します。電源ライトが点巧または点滅している場 
合、モニタには電力が供給されています。電源ライトが点滅する場合、キーボードのキーを巧すかマウスを動かします。 


モニタケーブルのをなを巧をしまずー コネクタが曲がっていないか、ピンが壊れていないか確認します。（モニタのケーブルコネクタは、通常ピンが义けています。） 


コンセントをテストします一 電気スタンドなどの別のデバイスを使って、コンセントが機能しているか巧詔します。 


■巧ケーブルをを換しますー コンピュータおよびモニタの電源ケーブルを交換し、電源ケーブルに廣害力 《 あるかどうか確認します。 


ビデオ巧 g ケーブルをテストします（巧用している場合）一 使用しているビデホ延長ケーブルを取り外すことによって問題が解みする場合、ケーブルの不良です。 


別のモニタをテストします 一 別のモニタが利用できる場合、それをコンピュータに接続します。 


お iff ライトを 巧 g します一 「 該断ライト 」 をを照してください。 


力ードのおををな B しますー セットアップユーティリティを 起動し I Integrated Devices オプションの Primary Video ControUer が正しく設定されているか確認します。 
AGP 力ードの場合、 Primary Video Controller を AGP じ設をします。 PCI 力ードの場合、 Primary Video Controller を Auto に設定します。セットアップユーティリティを終了 
し、コンピュータを再起動します。 


Dell お断プログラムを実巧します 一 いずれかのテストに失敗する場合、 Dell にお問い合わせください 。 


画面が読みに〈い場合 


モニタのおをを巧 g しますー コントラストや明るさを調整したり、モニタから磁気を除いたり、モニタの自己テストを実巧したりする手順じついては、モニタのマニュアルを参照し 
てください。 


メモ： 解像度が正し<設定されていないと、フラッいくネル画面はぼやける場合があります。画面解像度を設定する手顺については、モニタのマ ニ ュアルを参照して〈ださし、。 


モニタからサブウーハーを适ざけますー スピーカーシステムじサブウーハーが含まれている場合、サブウーハーがモニタから60 cm な上離れているかお認します。 


モニタをホが電巧から法ざけまずー ファン、をホ巧、ハロゲンライト、およびその他の電気製品じよって画面が r ぶれるにとがあります。近くのデバイスの電源を切って干渉を 
調べます。 


阳 indows0 の画面おまをお fi します一 


Windows XP 


1. スタート ボタンをクリックして、 コント ロールバネルをクリックします。 

2. デスクトップの表示とテーマを クリックします。 

3. 面面餐像まをまます るをクリックして、 巧を タブをクリックします。 

4. 画面の保像巧 および 画面のを で别の設定にしてみます。 


Windows 2000 


1. スター ト ボタンをクリックしおまをポイントして、 コント ロールパネルをクリックします。 

2. 画面 アイコンをダブルクリックして、 肢を タブをクリックします。 

3. 画面の话巧 または デスクトップち城で 別の設定にしてみます。 


巧巧された投をにな元します一 元の解像度およびリフレッシュレート設定に復元します。 
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Dell Precision''^ Workstation 350 User's Guide 

♦ Note 、 Notices, and Cautions 

• Abbreviations and Acronyms 


Notes, Notices, and Cautions 

NOTE: A NOTE indicates important information that helps you make better use of your computer. 

NOTICE: A NOTICE indicates either potential damage to hardware or loss of data and tells you how to avoid the problem. 
CAUTION: A CAUTION indicates a potential for property damage, personal injury, or death. 


Abbreviations and Acronyms 

For a complete list of abbreviations and acronyms, see the Glossary. 
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保証に関する情報 

Dell Precision™ Workstation 350 ユーザーズガイド 


Dell Computer Corporation (「 Dell 」） は、ハードウエア製品を業を標準慣習に従い、新品、またはそれと同等の部品からコンピユータを製造してしなす。コンピユータの保証に関するご案内の詳細じつい 
ては、『サービス&サポートのご案内』を参照してください。 
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Microsoft ⑩ Windows ⑩ XP について 

Dell Precision ™ Workstation 350 ユーザーズガイド 



♦ ま斤しいユーザーインタフエース 
♦ ファイルと設をの転がウィザード 
♦ アプリケーシ3ンとデバイスの互巧性 

♦ システムの復元 

♦ ユーザーアカウントおよびユーザーの簡易切り替え 

♦ 家庭用および小企業用ネットワーク 

♦ インターネット接続ファイアウォール 


概要 


Windows 2000 ホペレーティングシステムがより強化された Windows XP には、一般ユーザー用の Windows XP Home Edition およびビジネス用の Windows XP Professional があります。このマニュアルで 
述べる特徴は両方のエディションでホ】巧可能ですが、 Professional バージョンはビジネス環境に対応しており、ビジネス環境におしで重要となる生き性、セキュリティ、ネットワーキング、および管理磯能 
がより巧実していまず。 


-般ユーザーの方には、 Windows XP は Windows 2000/ Windows NT 咳オペレーティングシステムで固ちに楠わっていたま定性とセキュリティを一層高めて提供します。ノートブックコンピュータへのサポ 
-卜も向上しています。 Windows XP の主な新しい機能には、下のものがあります。 


I 改良されたデスクトップとユーザーインタフエース 
I ファイルと設をの転送ウイザード 
I アプリケーシヨンプ□グラムの互換巧の強化 
I システムの復元 
I ユーザーの簡易切 y 替え* 

I 拡張されたを庭届および小企業巧ネットワーク巧能* 

I インターネット常時巧続用パーソナルファイアウオール* 
* 家庭用およびル企業用の機能 


ヘルプとサポートセンター 


ヘルプとサポートセンターは、 Microsoft Windows Millennium Edition (Me) で導入された、前のホペレーティングシステムの Windows ヘルプじ代わるものです。ヘルプとサポートセンターでは、コンピュ 
ータおよび搭載されているハードウェアデバイスとインストールされたソフトウェアの使用、設定、およびトラブルシューティングの情報提供と支援をする統合リソースセンターを提供していまず。 Windows 
XP の場合、ヘルプとサポートセンターはフルテキスト検索を含む充実した検索健能、およびハードドライブ上のファイルに加えて複数のリモートサイトでの検索谜能を偽えています。プリントコマンドを 1 
回ほ用するだけで、章全化のヘルプの内容を印刷できます。 


ヘルブとサポートセンターを開くには、 スタート ボタンをクリックして、 ヘルプとサポートを クリックします。ホームぺージから検索したり、情報のカテゴリを選んで、コンピュータの使巧についての作業や 
情報トピックに進むことができまず。インストールされているハードウエアデバイスとソフトウ卫アを含む、お使いの Deir コンピュータの使巧方法についての情がは、 ユーザーガイドおよびシステムガイ 
ドをクリックしてください。 


新しいユーザーインタフエース 


Windows XP では、ユーザーインタフエースは新しいスタイルになり、すっきりしたデスクトッブとキ占み込みのデスクトップクリーンアップ淺能が提供されています。 Windows XP では コントロールパネルな 
どでウィンドウレイアウトも変更され、タスクがわかりやずくなっています。 スタートメニ ューも新しくなりました。新しい スタートメニ ューの左側には、よく使われるアイコンがさまれています。コンピュー 
夕を巧ってし、< と、この領域のアイコンが変わり、ご使用パターソこ基づいて配置されます。アイコンの1つを常に所定の位置に置きたい場合、そのアイコンをもクリックして、 [スタート]メニューにアイコ 
ンを巧 化をクリックします。 


コンピユータにインストールされたすベてのプログラムにアクセスするロホ、 スタートメ ニユーにある すべてのプログラムを クリックします。新しい スタートメ ニユーの右測には、ファイルへのアクセス、 
コンピュータの設定、および情衝の検索に巧利なアイコンが含まれています。 Dell Solution Cents ヴイコンは、お使いの Dell コンピュータじインストールされたサービスやアプリケーシヨンプログラム 
への入り口です。 


クラシック表示への切り替え 


スタートメニュー、デスクトップ、およびウインドウのか観、またはコントロールバネルのレイアウトをレ:前の Windows オペレーテイングシステムと同じに変更することができます。これらのクラシック表示 
オプションはお互いに巧立しています。 


コントロールバネルウィンドウのち上の部分で クラシック表示に切 y 替える または カテゴリの表示に切 y 替える をクリックして、ま斤ししロントロールバネルのカテゴリの表示とクラシックアイコンの 
表示を簡単に切り替えることができます。新しい表示は、 Windows XP コントロールバネルの新しし、タスク重巧磯能を十分に利用するのにほ利です力<、タスクによっては、今までのアイコンを使ってコ 
ントロールバネルで実行する方が慣れていてよいかもしれません。 

スタートメニューをな前と同じようじ表示するには、次の手順を実行します。 

1. タスクバーの间も表示されていない部分をちクリックします。 

2. プロパティをクリックします。 

3. [スター ト] メニュータブをクリックします。 

4. クラシック [スター ト]ゾニ ューを選んで 0 K をクリックします。 

ウィンドウとボタンをお前と同じように表示するには、巧の手順を実行します。 

1,メインデスクトップ画面上でちクリックして、 プロパティを クリックします。 













2. デザイン タブをクリックしまず。 

3. ウィンドウとボタン ドロップダウンボックスから、 Windows クラシックスタイルを 選びます。 

4. 色、フォント、および他のデスクトップオプションをカスタマィズするには、 巧抽投 ををクリックします。 

5. 外おの選巧が格了したら、0 K をクリックします。 

デスクトップクリーンアップウィザード 

Windows XP の化の特徴として、デスクトップクリーンアップウィザードがあります。このウィザードは、コンピユータを最初に起動してから7日をに実行され、その後は60日おきに実行されます。デスクトッ 
プクリーンアップウィザードは最初にダィアログボックスを開いて、デスクトップに使巧されていないアィコンがあることを知らせ、ウィザードを実行ずるかどうか聞いてきます。ウィザードを実行するよう選 
んピ場合、未使用のアィコンが C :\ Desktop Icon ロォルダに入れられます。 

デフォルトでデスクトップクリーンアップウィザードはオンになっています。ウィザードをホフにするじは、次の手順を実行します。 

1. メインデスクトップ固面上でちクリックして ，プロパティを クリックします。 

2. デスクトップ タブを選び、 デスクトップのカスタマイズを クリックしまず。 

3. デスクトップのクリーンアップ オプションで、 60日ごとにデスクトップクリーンアップウィザードを実行する ボックスにチェックマークが付いていないことを痛認します。 

巧の手順を実行して、いつでもデスクトップクリーンアップウィザードを実行することができます。 

1. メィンデスクトップ固面上でちクリックして 、プロパティを 選びます。 

2. デスクトップ タブをクリックして、 デスクトップのカスタマイズを クリックします。 

3. デスクトップをクリーンアップす るをクリックします。 

4. デスクトップクリーンアップウィザードの ようこそ画面が表示されたら、 次へ をクリックします。 

5. シヨートカットの一黄で、 デスクトップに残しておくショートカットの選巧を解除してから、 ホへ をクリックします。 

6. 完了をクリックし，ショートカットを削除して、ウィザードを閉じます。 

ショートカットは C :\ Desktop Icon ロホルダに移動します。 

Windows XP が削除したデスクトッブアィコンにアクセスするには、 スタート ボタンをクリックしてから、 Dell ソリユーションセンターを クリックします。 

タスクバーのグループ化 

Windows タスクバーは通常は画面の下輒こ位置し、ボタンが一列(こ並んでいまず。タスクバーロホ、 スタートメ ニユーボタンやをアプリケーションを開<ボタンがあります。（タスクバーにはクィック起動 
アイコンと通知領域もあります 。） Windows XP は、タスクバーの同じアプリケーションの複数のインスタンスをグループ化します。たとえば 、 Internet Explorer のインスタンスカ 《 6つ開いていて、それぞれが 
タスクバーにボタンを表示している場合 、 Windows XP は、タスクバーのボタンをグループにします。タスクバーのスぺースが無〈なってきたら 、 Windows XP はすべての Internet Explorer ボタンを1つのボタ 
ンにまとめます。ボタンをクリックすると 、 Internet Explorer の6つのアクティブなセッションの メ ニユーににがります。 

通知領域のクリーンアップ 

コンピユータを使っていると、 Windows デスクトップのち下角の通知領域にソフトウェアのアィコンが増えてきます 。 Windows XP は、通ま日領域にあるアクセスされていないアィコンを検出し非表示にしま 
す。キャレット （ A ) またはシェブロン （>) ボタンは、そのボタンを選ぶと表示できるが表示のアィコンがあることを示しています。タスクバーを右クリックし、 ブロパティを 選び、 タスクバーと[スタート]メ 
ニユーのプロパティ ウィンドウで カスタマイズを クリックして、手動で通な領域を設定することもできます。たとえば、アクセス回数が少ないウィルス検出ソフトアィコンを選んでが表示じし、よく使用す 
るホーデイオの音量アイコン をき 示することができます。通が領域のクリーンアップ機能は、ホペレーティングシステムのインストール時じ自動めに有巧じなつていますが、 タスクバーと[スタート]メニ 
ューのプロパティ ウィンドウの アクティブでないインジケータを巧す のチェックマークをがすと無巧になります。 


ファイルと設定の転送ウイザード 


ファイルと設定のお送ウィザードは、個人的なファイルと設定をコンピュータ間で移動するのに使用します(たとえば、新ししロンピュータじ買い換えた場合など）。個人ファイルには、コンピュータ上の义 
書、イメージ、き計算、プレゼンテーシヨン、電子メールメッセージなどが含まれます。ユーザー設定には、コンピュータのディスプレイのプロパティ、ウィンドウのサイズ、ツールバーの設定、ダイヤルア 
ップ接続、インターネットのブックマークなどが含まれます。ファイルと設定の転送ウィザードは、元の(古い)コンピュータ上で実行してデータを集め、移行先(新しい)コンピュータでもう一度実行してデ 
-夕をインポートします。古いコンピュータが]前のオペレーティングシステムを使用している場合、ウィザードは Windows XP の CD 、 または新しし 、 Windows XP コンピュータで作成したディスケットから起動 
できます。新ししロンピュータにネットワークまたは直接シリアル巧続を介してデータを移行する力、、フロッピーディスク、 Zip ディスク、または書き这み可能 CD などのリムーバブルメディアに保存しまず。 

ファイルと設定のお送ウイザードを使用するには、巧の手順を実行します。 


1. 巧しい Windows XP コンピュータで、スター ト ボタンをクリックし、ずべてのプログラム—アクセサリーシステムツールとポイントして、ファイルと 巧を の 転を ウイザードをクリックします。 

2. ファイルと技をのおをウイザードの M 扭画面で、巧へをクリックします。 

3. これはどちらのコンビュータですか？国面で、ちき先の新しいコンピュータを選んでから、巧へをクリックします。 

4. Windows XP CD がありますか？画面がき示されます。 


ファイルと設定のお送ウイザードは、ユーザー設定、個人ファイル、またはその両方をま斤ししロンピュータじ移行するのに必要な手 I 頃を案巧します。 CD ドライブが利用できない場合、ウイザードを使って、 
古いコンピュータ上で実行するウイザードディスケットを巧成することができます。 


b メモ： データの収集と移行にかかる時間は、収集するデータ量じよって異なります。これには数巧間から数時間かかることがあります。 


アプリケーションとデバイスの互換性 


Windows XP は広範困なアプリケーションプログラムやハードウェアデバイスじ対応するよう設計されていますが、古いプログラムやデバイスの中には使巧できないものもありまず。 
www . microsoft . com/japan の Microsoft ウェブサイトで、アプリケーションブログラムとハードウェアデバイスについての互換性情報をお読みください。新しし、ソフトウェアやデバイスをご購入になる瞭 
は 、 Windows XP 対応のラベルがあるか確認してください。レ: I 前の Windows オペレーティングシステム巧に設計されているアプリケーションプログラムを使用していて問題が発生した場合 、 Windows XP が 
互換なモード磯能を提供します（「プログラム互換性ウィザード」を参照）。な前の Windows オペレーティングシステムで動作するよう設計されているアプリケーションプログラムやハードウェアデバイスの 
インストールがうまな、かなかった場合、伽 ndows XP についての情報や邮 ndows XP へのアップデ ー H こついては、製品の製造元にお問い合わせください。 


Windows XP には、咖 ndows 用アプリケーションプログラムを使うとレユ前のオペレーティングシステムで発ますることのあった問題を解みする新しし、テクノロジも含まれています。これらのアプリケーション 
プログラムはインストール時に、特定の Window ロァイルの現在の/くージョンを古いバージョンに置き換えます。このことが原因で、置き換えられたファイルに巧存する新しし、アプリケーンョンプログラム 





じ巧題が発生することがあります。オペレーティングシステムのま定性の問題を辑消し、巧善するために、邮 Mows XP は複数のハ‘ージョンのファイルを管理して、プログラムに必要な正しいハ‘ージョンを 
使用します。 

^ メモ： インストール後にホペレーティングシステムや他のアブリケーションに問題が発生する場合、システムの復元を巧ってな前のををした状態にコンピュータを戻すことができます。 

プログラム互換性ウィザード 

Windows XP では、古いアプリケーションプログラムを実行しようとするときに発生する可能性のある巧題のうちのいくつかを解みする、プログラム互換性磯能が提供されています。プログラム互換性ウィ 
ザードを巧って 、 Windows 95 、 Windows 98/ Me、Windows NT ® 4.0 with Service Pack 5、または Windows 2000に近い環境でプログラムを実巧するよう設定することができます。 

プログラム互換なウィザードを使用するには、巧の手順を実行します。 

1. スタートボタンをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリとポイントして、プログラム互#性ウィザードをクリックします。 

2. ようこそ固面が表示されたら、巧へをクリックします。 

3. 互換 tt 設定を実行するプログラムの場所の指定ちミ去を、リストから、 CD を利用、または手動で指定の中から選びます。巧へをクリックします。 

4. プ□ヴラムが対応している、または正常に実行したオペレーティングシステムのタイプを選んでから、巧へをクリックします。 

5. 必異な場合、ゲームについてはプログラムの画面設をを選びます。 

6. 巧へをクリックしまず。 

7. プロヴラムの設まの互換性をテストするには、巧へをクリックします。 

ブログラムが正常に実行することを確認したら、プロブラム互換性ウィザードウィンドウに戻ります。 

8. プロヴラムが正常に実斤されたらはいを選び、そうでない場合いいえ、別の互換せのおミを技します、またはいいえ、互お性の肢定を完了しますを選んでから、夕へをクリックします。 

9. はいを選んで使巧した設定につしての情報、および問題が提ましたかどうかの情報を送信するか、いいえを選んでから、ホへをクリックします。 

10. 竞了をクリックしてウイザードを閉じます。 


システムの復元 

Windows XP のシステムの復元機能は、問題がを生した場合に個人データファイルりード义書、画像、電子メールなど)を失わずにホペレーティングシステムを巧元する谜能を提供します。 

システムの復元はシステムファイルの変更やアプリケーシヨンファイルのをまを監視して、変更が起こる前のな前のバージヨンを記録または保存します。システムの復元は、復元ポイントの口ーリング 
記録を保持します。つまり、使用容量を抑えるために古いを元ポイントを削除して新ししがイント用のスぺースを巧ります。 

オペレーティングシステムに重大な問題が発生した場合、システムの復元はセーフモードまたは通常モードから使巧でき、最適なシステム機能を復元してな前のシステムが態に展すことができます。 
^ メモ： システムの復元は、ユーザーデータまたは文書ファイルを変更しませんので、復元によってファイル、メール、履歴やお気に入 y がなくなることはありません。 

Wa メモ： Dell は、データファイルを定期めにバックアップすることをお勤めしています。システムの復元は、データファイルの変更を監視したり、データファイルを復元しません。ハードドライブにあ 
h る元のデータが誤って削除されたり、上書きされた場合、またはハードドライブの誤作動でアクセス不能になった場合、お〈なったデータや損傷したデータを復元するロホバックアップファイルが 
必要です。 

システムのを元の使い方 

システムの復元は、システムファイルおよびアプリケーシヨンブログラムファイルの主要なセットを監視し、変更される前のこれらのファイルのが態を記録したリコピーします。システムの復元は復元ポイ 
ントを自動的に巧成するので、ユーザーが介入ずる必要はありません。また、ご希望の場合、を元ポイントを手動で作成できます。 

W 前のシステム巧態を選ぶことができるように、復元ポイントが巧巧されます。を復元ポイントは、特定の時点のシステムが態に復元するのに必要な情损を集めます。復元ポイントロお種類あります。 

I システム（自動的に作成）復元ポイント(コンピュータでスケジュールされています） 

I インストール（イベントが起動）復元ポイント（ブログラムがインストールされた時） 

I 手動復元ポイント(ユーザーが必要に応じて巧成します） 

スケジュールされも自動な元ポイント 

デフォルトで、システムの復元はコンピュータを実行ずる日すべてに復元ポイントを作巧します。コンピュータの電源が1日な上切られている場合、次にコンピュータの電源を入れた谢こ新しい復元ポイン 
卜が作成されます。 

イベントが起苗)する復元ポイント 

イベントが起動する復元ポイントは、システムに重要な変更が加えられる前に巧成されます。システムの復元は、な下のイベントの前に復元ポイントを巧なします。 

I アプリケーシヨンのインストール ーシステムのち元が . Windows XP 対応のアプリケーンヨンプログラムをインストールする前に復元ポイントを作成します。古いプログラムをインストールする場 
合、インストール前に手動で復元ポイントを作成するとよし巧しょう。 

I 自動更新のインストール —アップデートをインストールする場合、システムの復元はアップデートの実瞭のインストールが開姑する前に復元ポイントを巧巧します。 

I な元の操作 —元に房せるよう復元操作自おも復元ポイントを作なします。 

I Microsoft バックアップユーティリティの回復 一 Microsoft バックアップユーティリティ (Windows XP Professional でのみ利用可能)がバックアップの回ををおこなう前にシステムの復元は復元ポイ 
ントを作成します。 

I ま至るドライバのインストールー Windows の INF インストーラは署名のないデバイスドライバのインストールを検出します。署名のあるドライバ（デバイスの製造元が電子めに認定した）は、を元 
ポイントを生成しません。 

手動な元ポイント 

コンピュータ管理を、または管理を隹限を持つユーザーとしてコンピュータにログホンする場合、オンデマンドの復元ポイントを作巧したり、名前を付けることができます。（ユーザーアカウントのタイプに 
ついての情報は、「ユーザーの追加」を参照してください。）これは、特にリスクの大きい変更を加える前、共有システムを別のユーザーに任せる前、または最適だと思われる特定の巧態に戻るためのチ 
エックポイントを作成するために役立ちます。 









復元ポイントを作成する I こは、次の手順を実行します。 


1. スタートボタンをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリーシステムツールとポイントしてから、システムの復元をクリックします。 

2. な元ポイントのホ巧を選んで，ホへをクリックします。 

3. 復元ポイントの説明を入力して巧巧をクリックします。 

日付■と時刻が巧しい復元ポイントの説明に自動的に追加されます。 

巧元処理 

コン ピュータを使用してしべと、管理や介入をしなくても復元ポイントが集められます。オペレーティングシステムに問題がを生した場合、システムの復元谜能を使ってシステムの復元ウィザード7が示す復 
元ポイントのいずれかを選ぶことができます。 

デバイスドライバのインストールをに問題が発ちした場合、まずドライバの口ールバックを巧ってみます。それでも問題が解,ましない場合、システムの復元をほ巧します。 

コン ピュータを W 前のを定したが態に戻すには、次の手順を実行します。 

1. スタートボタンをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリ—システムツールとポイントしてから、システムのな元をクリックします。 

2. コンビュータをながの巧断こ復元するを選んで、巧へをクリックします。 

な元ポイントのち巧画面が表示されます。左側のカレンダーに、復元ポイントが作巧された日付が太文字で示されています。 

3. 日巧をクリックし、その日付の復元ポイントをクリックして、ホへをクリックします。 

4. 巧へをクリックして復元ポイントの選巧を確認し復元赃理を完了します。 

システムの復元がデータの収集を完了したら、コンピュータが自動的に再起動し復元は完了しました固面が表示されます。 

5. 0 K をクリックします。 

を元の結まに滿足がいかない場合、別の復元ポイントを使って前の手順を繰り返したり、復元を元に戻すことができます。 


復元を元に戻すには、次の手順を実行します。 

1. スタートボタンをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリーシステムツールとポイントしてから、システムのな元をクリックします。 

2. な前の復元を巧 y ミ肖すを選んで、次へをクリックします。 

3. 巧へをクリックして復元を元に戻すことを確認します。 

システムの復元力{データの収集を完了したら、 コン ピュータが自動的に再起動し巧 y 巧し完了画面が表示されます。 

4. 0 K をクリックします。 

ドライバの口ールバック 

Windows XP デバイスのドライバの口ールバックは、デバイスドライバをな前にインストールしたバージヨンと置き換えることができます。新しいデバイスドライバをインストールしたらシステムが不ま定に 
なった場合、ドライバの口ールバックを使ってレ: I 前のドライバを再インストールします。ドライバの口ールバックがレ: I 前のドライバを再インストールできない場合、システムの復元を使っておしいデバイスド 
ライバのインストール前の状態にオペレーティングシステムを戻します。 

ドライバの□ールバックを使届するには、次の手順を実行しまず。 

1. スタートボタンをクリックして、マイコンピュータをちクリックしまず。 

2. プロ/くティをクリックします。 

3. /\ —ドウエアタブをクリックして、デバイスマネージャをクリックします。 

4. デバイスマネージャウィンドウで、新しし、ドライバをインストールしたデバイスをちクリックして、プロ"ティをクリックします。 

t ドライ/《タブをクリックして、ドライ/《の口一 J レ/《ックをクリックします。 


ユーザー アカウントおよび ユーザーの 簡易切り替え 


r- メモ： ユーザーの簡易切り替えは、 Home および Professional エディションの両方のデフオルトユーザー画面ですが、 Windows XP Professional ではコンピュ- 
—である場合、お効になっていまず。 


•タカ{コンピュータドメインのメンバ 


Microsoft 伽 ndows XP には、 1 台のコンピュータに複数のユーザーがアクセスできる新しい機能が含まれています。 Home および Professional エディションの両方でホ]用可能なユーザーの簡易切り替え 
を巧って、レ： I 前のユーザーがログホフしなくても、ユーザーはデスクトッブやを種アブリケーションを含む自分の設定でそのコンピュータじアクセスすることができます。新しいユーザーは、ログオンして 
から元のユーザーのセッションを自分のセッションに切り替えます。新しいユーザーは、デスクトップとアプリケーションを元のユーザーのじゃまにならずに実行できまず。元のユーザーが房ったとき、 
そのユーザーはデスクトッブとアブリケーシヨンを元の設定に戻すことができます。個々のユーザーがコンピュータからログオフしな<ても、 la 上のことが実行できます。 


セットアップ中に、コンピュータ管理者はコンピュータで使われるすべてのアカウントを作成します。ヴカウントのタイプと新ししヴカウントの追加方まについての情報は、「ユーザーの追加」を参照して〈 
ださい。）コンピュータが起動したら、メインユーザーのようこそ画面にすべてのユーザー名が表示されます。この画面から、アカウントを選んでセッションにログインします。 


ユーザーの簡易切り替えの使い方 


ユーザーの簡易切り替えにアクセスするには、次の手順を実巧します。 


1. スタートボタンをクリックして、ログホフをクリックしまず。 

2. Windows のログホフの面面が表示されたら、ユーザーの切 y 替えまたはログオフをクリックしまず。 

3. ユーザーの切 y 替えを選んだ場合、メインユーザーようこそ画面が表示されます。次に、アカウント名を選んでログインします。 




個人のデスクトップが表示されます。 


ユーザーの簡易切り替えで起こること 


ユーザーの簡易切り替えを実巧すると、元のユーザーは]前の Microso けホペレーテイングシステムでおこなわれていたのと異なり、コンピュータからログホフされません。 Windows XP では、ユーザー 
のログオンはアクティブのまま残りますが、 新しいユーザーと置き換わります。 ユーザーはログイン ID 間を自由に切り替えることができます。 


ただし、アクティブなユーザーアプリケーシヨンはユーザー切り替え中はアクティブのまま残り、新しいユーザーがけ業中はバックグランドで実行され続けます。このことにより処理が終了するまでコンピ 
ュータが遅<なることがあります。たとえば、1人のユーザーが大きなファイルをインターネットからダウンロード中に別のユーザーがコンピュータにログホンした場合、ファイルのダウンロードは完了するま 
でバックグランドで継続されます。 


ほとんどのアプリケーシヨンはユーザーの簡易切り替え中にバックグランドで実行され続けますが、マルチメディアアプリケーシヨンは実行しません。マルチメディアアブリケーシヨンは1台のシステムで 
異なったユーザー間で簡単に共ちできないリソースを使用しますので、これらのアプリケーンヨンはユーザー切り替えの問終了してま斤しいユーザーがマルチメディアを最大限に利用できるようにします。 


ユーザーの簡易切り替えに対する考慮 


ユーザーの簡易切り替えをほ巧する場合、な下のことを考慮に入れてください。 


I 古い Windows ゲームによっては、ユーザーの簡易切り替えで動かしないものがあります。 

I マルチメディアゲームは、ユーザーの簡易切り替えでは終了することがあります。 

I DVD ソフトウェアはお了し、ユーザーが戻ったときに再起動する必要があります。 

I メモリ構成がほいコンピュータでは、問題が発生することがあります。コンピュータはメモリを使って、2番めのユーザーがログオンしている間に最巧のユーザーのプログラムをバックグランドで実 
行し続けます。メモリが限られているコンピュータでは、これにより全体的なコンピュータの速度が遅くなることがあります。 RAM が12日 MB な下のコンピュータでは、ユーザーの簡易切り替えは 
デフオルトではオフになつていまず。 


コンピュータに邮 Mows XP Professional がインストールされていてコンピュータト•メインのメンバーである場合、ユーザーの簡易切り替えは利用できません。 

ユーザーの簡易切り替えをオフにする 


ユーザーの簡易切り昏えをホスこするには、コンピュータ管理者のアカウントが必要です。（アカウントのタイプについては、「ユーザーの追加」を参照して<ださい。） 


ユーザーの簡易切り鲁えを無なにするには、巧の手順を実行します。 

1. スタートボタンをクリックして、コントロール/くネルをクリックしまず。 

2. コントロールパネルウィンドウで、ユーザーアカウントをクリックします。 

3. 作業を S びますで、ユーザーのログホンやログオフの方法を史ちするをクリックして、な下のうちの1つを実行します。 

I ユーザーの柏忌切り替えを巧用するチェックボックスを選んで、ユーザーの簡易切り替えを有効(こします。 

I ユーザーの ffi 易切 y 替えを巧用するチェックボックスの選巧を解除して、ユーザーの簡易切り替えをホ効にします。 

4. オプションの適用をクリックします。 

ユーザーの 追加 

コンピュータ管理をまたは管理を権限を持つユーザーのみが、複数のユーザーアカウントを作成することができます。初期オペレーティングシステムセットアップを実行するユーザーがコンピュータ管 
理をアカウントをイ乍成し、巧巧セットアップ中に任意の数のユーザーを追加することができます。セットアップ中にイ乍成されたすべてのユーザーアカウントには、管理を権限があります。 

初期オペレーティングシステムセットアップ後に、コンピュータ管理者または管理者権限のあるユーザーはユーザーアカウントを追加して作成することができまず。 

ユーザーを追加するには、次の手順を実行します。 

1. スタートボタンをクリックして、コントロールパネルをクリックしまず。 

2. コントロールパネルウィンドウで、ユーザーアカウントをクリックします。 

3. 作業を里びますのユーザーアカウントウィンドウで、巧しいアカウントを作巧をクリックします。 

4. 新しいアカウントに名前を付けますのボックスで、新しいユーザーのち前を入力します。巧へをクリックします。 

5. アカウントの種届を選びますで、コンビュータの管巧者まらは制面を巧成しようとしているアカウントのタイプの横の丸をクリックします。 

I コンピュータ管理者は、すべてのコンピュータ設をを変更することができます。 

I 制限アカウントユーザーは、自分のパスワードなどの設定のみを変更できます。 
t アカウントの作ぶをクリックします。 

アカウントを作巧したら、すべてのアカウントがユーザーの簡易切り鲁えのようこそ画面に表示されます。 


ま庭用および小企業用ネットワーク 

ネットワークセットアップウィザードには、家庭またはル企業のコンピュータ問でファイル、プリンタ、またはインターネット接続などのリソースの共有処理を説明するチェックリストと手 I 煩が含まれていま 
す。 Windows XP では、 Microsoft は家庭巧または小企業用ネットワークのセットアップ用ホンラインマニュアルとオペレーティングシステムツールの使い勝手を向上させています。オペレーティングシス 
テムの新しい機能じは、 PPPoE ( Point - to-Point Protocol over Etherne りとビルトインファイアウホールのサポートが含まれていまず。 

ネットワークセットアップウィザード 

ホームネットワークウィザードは伽 ndows Me で最巧に導入されました。家庭用または小企業巧ネットワークを簡単にセットアップできるよう、 Microso けは Windows XP 用により強化されたネットワークセッ 
トアップウイザードを開発しました。このハ‘ージョンでは、家庭巧または小企業用ネットワークのセットアッブにより完全なオンラインマニュアルとサポートを提供しています。新しし、ウイザードが次の巧で 
説明するパーソナルファイアウォールを自動的にち細こします（「インターネット接続ファイアウォール」を参照）。 


ウイザードを使用するには、次の手 I 頃を実行します。 




1 スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム—アクセサリ—通但 とポイントしてから 、ネットワークセットアップウイ ザードをクリックします。 

2. ようこそ固面が表示されたら、 巧へ をクリックします。 

3. ネットワーク作成のチェックリストを クリックします。 

チェックリストが家庭用または ル 企業用ネットワークのセットアップじ必要な手 II 頃を紹介し、 を 手顺でさまざまな情報を提供します。必要な接続とを搞が完了したら、 ネットワークセットアップウ 
イザードに 戻ります。 

4. インターネット巧統方まを選んで、 巧へ をクリックします。 

5. インターネット巧結を選んで、 巧へ をクリックします。 

6. コンピュータの説明とコンピュータをを入力してから、 次へ をクリックします。 

7. ネットワーク設定を巧認し、 巧へ をクリックしてセットアッブを終了します。 

8. セットアップ処理が終わったら、 壳 了をクリックしてウイザードを閉じまず。 


インターネット接続ファイアウナ ー J レ 


今日の常時接続モデムや DSL インターネット接続は、今までじはなかったバンド幅を家庭用に提供しますが、接続されているコンピュータや家庭内ネットワークカ{ハッカーの攻撃目標になる可能性がで 
てきました。これらの攻撃じはし、ろいろあります力 《 、目的はインターネットに巧統されているコンピュータにアクセスすることです。ハッカーはコンピュータじアクセスする t ハードドライブを参.暗してファ 
イルを追加したり削除でき、パスワードやクレジットカード番号を取り出したり、他のシステムやウェブサイトを攻撃するようシステムを設定できます。そのため、これらの攻撃からコンピュータを保護する 
ファイアウォールがますます必要になってきています。この必要性に対応するため、 Microso けは Windows XP に総合ファイアウォールをがみ込み、外部からのアクセスへの即時保譲を提供しています。 
インターネット接続ファイアウォールがち巧な場合、ほとんどの一般ユーザーや小規模の企業ユーザーには、適切で基本め巧譲が提供されます。 


& メモ： インターネット接続ファイアウオールをち効にしても、ウィルス検出ソフトは必要です。 


ファイアウォールはネットワークセットアップウィザードを実行するときに自動めにち巧じなります。ネットワーク接続にファイアウォールがち巧になると、コント ロール パネルのネット ワーク巧巧 じ赤い 
背景のあるアイコンがき示されます。インターネット接統ファイアウォールは、コンピユータのをインターネット接続に適用できます。ファイアウォールは、基本ログイン磯能も提供します。ログに示される 
イベントすべてがハッカーの攻撃というわけではありません。インターネット接続業者がお客様のコンピュータのち無を確設 ( Ping ) するための定期的なチェックなど、害のない巧々なタイプのイベントが口 
グじき示されることがあります。 


コントロールパネルの各インターネット接続に関連ずるプロパティダイアログボックスを使って、ファイアウホールを設定しまず。ファイアウォールは、ち巧またはお巧にできます。上級ユーザーには、 
追加の設定オプションが利用できます。詳細オプションには、特定の TCP (Transmission Control Protocol ) や UDP (User Datagram Protocol ) ポートを開いたり閉にたりする機能や、ポートのリダイレクシ 
ョンをち効にする键能などが含まれます。ポートのリダイレクションを巧うと、ファイアウホールの特定のポート（ウェブサーバポートのポート日0など)へのアクセス要ホを口ーカルネットワークの別のコン 
ピュータに自動的に転送することができます。この潍能で、家庭用ネットワークのウェブサーバがエッジファイアウホールで保譲できるようになりまず。 






